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Non図面リスト

上平田ニュータウン改良住宅外壁等改修（建築主体）工事

図　番 区　分 図　面　内　容

仕 様 書

図　番 区　分

仕 様 書

仕 様 書

特記仕様書（１）

特記仕様書（２）

特記仕様書（３）

図　面　内　容

特-1

特-2

特-3

図　番 区　分 図　面　内　容

Ｓ-1

Ｓ-2

Ｓ-3

Ｓ-4

Ｓ-7

Ｓ-5

Ｓ-6

Ｓ-8

Ｓ-9

Ｓ-10

構　造

構　造

構　造

構　造

構　造

構　造

構　造

構　造

構　造

構　造

構　造

構　造

構　造

構　造

Ｓ-11

Ｓ-12

Ｓ-13

Ｓ-14

意　匠

意　匠

意　匠

Ａ-21

Ａ-22

意　匠

意　匠

Ａ-23

Ａ-24

Ａ-25

上平田ニュータウン改良住宅

外壁等改修（建築主体）工事

Ａ-1 意　匠

意　匠

意　匠

意　匠

意　匠

意　匠

意　匠

意　匠

意　匠

意　匠

意　匠

意　匠

Ａ-2

Ａ-3

Ａ-4

Ａ-5

Ａ-6

Ａ-7

Ａ-8

Ａ-9

Ａ-10

Ａ-11

Ａ-12

Ａ-13

意　匠

Ａ-14

Ａ-15

意　匠

意　匠

Ａ-16 意　匠

Ａ-17

Ａ-18

Ａ-19

Ａ-20

意　匠

意　匠

意　匠

意　匠

配置図・付近見取図

設計概要

求積図（1）

求積図（2）

仕上表

１階　平面図

２・３階　平面図

４・５階　平面図

Ｒ階　平面図

立面図（1）

立面図（2）

断面図

平面詳細図

矩計図

展開図

建具表

雑詳細図

昇降機設備図（１）

昇降機設備図（２）

外構図

既存配置図

昇降機設備図（３）

昇降機設備図（４）

昇降機設備図（５）

昇降機設備図（６）

昇降機設備図（７）

意　匠

意　匠

意　匠

意　匠

Ａ-26

Ａ-27

Ａ-28

Ａ-29

意　匠Ａ-30

外壁改修　１階平面図

外壁改修　２～Ｒ階平面図

外壁改修　立面図

ピロティ露出配管改修図

構造特記仕様書

鉄筋コンクリート構造配筋標準図

鉄筋コンクリート構造配筋標準図２

鉄筋コンクリート構造配筋標準図３

鉄筋コンクリート構造配筋標準図４

鉄筋コンクリート構造配筋標準図５

鉄骨構造標準図

鉄骨構造標準図２

鉄骨構造標準図３

ベースパック柱脚工法　標準図

ﾃﾞｯｷ合成ｽﾗﾌﾞ設計･施工標準仕様書

基礎伏図・基礎詳細図

梁伏図

軸組図

Ｓ-15

Ｓ-16

Ｓ-17

構　造

構　造

構　造

架構詳細図

架構詳細図２

接合部詳細図
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1特
Non特記仕様書（1）

Ａ種

※構造図による

※構造図による

※構造図による

※構造図による

※構造図による

※構造図による

※構造図による

※図示

※アスロック　60㎜　フラット

　建築工事 特記仕様書１

・　図示

※指定なし　　・指定有り（　　　　工法）

　現地盤土確認試験　・行う　　※行わない

排水方法や排水のために必要な処置は下水道局との

・　Ａ種　　※　Ｂ種　　・　Ｃ種

※場外自由処分　　・場内処分

試験杭　　　　　　　　・行う（図示）　・行わない

杭の載荷試験　　　　　・鉛直試験　　　・水平試験　　・引抜試験

地盤の平板載荷試験　　・行う（図示）　※行わない

材料　　　　・プレテンション方式遠心力高強度プレストレスト

　　　・外殻鋼管付コンクリート杭（ＳＣ杭）

　　　・鉄筋または平鋼を入れた杭（ＰＲＣ杭）

　　　・拡径断面を有する遠心力高強度プレストレスト

　　　・その他特殊杭（　　　　　　　　　　　　　　）

継手　※溶接継手　　・無溶接継手（　　　　　　　　）

杭頭処理及び杭頭補強　　※図示

工法　・打込み杭工法

　　　・セメントミルク工法、中堀り工法、ブレボーリング工法

　　　・特定埋込み杭工法（　　　　　　　　　）

材料　　　　　　　

杭頭部、先端形状　　※図示

継手　　　　　　　　※溶接継手

充てんコンクリート　　・行う（図示）　※行わない

さび止め塗装、ノンネガティブ処理　　・行う（図示）　　※行わない

電気防食措置　　　　　　　　　　　　・行う（図示）　　※行わない

工法　・打込み杭工法

　　　・埋込み杭工法

　　　・特定杭工法（　　　　　　　　　　　）

　　  　コンクリート杭（ＰＨＣ杭）

　　　  コンクリート杭（ＳＴ杭）

打合せによる

材料　

セメントの種類・普通ポルトランドセメント

　　　　　　　※高炉セメントＢ種

設計基準強度　・Ｆｃ

スランプ　　　・　　　　㎝

鉄筋　　　　　・Ｄ　　　以下ＳＤ295Ａ

　　　　　　　・Ｄ　　　以上ＳＤ345

　　　　　　　・Ｄ　　　以上ＳＤ390

　　　　・アースドリル工法

　　　　・ベノト工法

　　　　・リバースサーキュレーション工法

鋼材　　　　　・ＳＳ400　　

工法　　・拡底杭工法（認定工法）

　　　　・深礎工法

セメントの種類　・普通ポルトランドセメント

　　　　　　　　・高炉セメントＢ種

設計基準強度　　・Ｆｃ

スランプ　　　　・　　　　㎝

鉄筋　　　　　　・Ｄ　　以下ＳＤ295Ａ

　　　　　　　　・Ｄ　　以上ＳＤ345

　　　　　　　　・Ｄ　　以上ＳＤ390

鋼材　　　　　　・ＳＳ400

材料

工 法 　 　

工 法 　 　

  現地盤土確認試験　　　・行う　　※行わない

材料　　・切込み砂利　　・砕石　 ・再生クラッシャラン

厚さ　　・50　　・60　　・100　　・150

材料　　設計基準強度　　・Ｆｃ

　　　　スランプ　　　　・　　　㎝

厚さ　　・50　　・60　　・100　　・150

種類　　・ＳＤ295Ａ　　・ＳＤ295Ｂ

　　　　・ＳＤ345（※Ｄ19以上　　・　　　）

　　　　・ＳＤ390（※Ｄ29以上　　・　　　）

D16以下　　※重ね継手

D19以上　　※ガス圧接継手

　　　　・機械式継手（　　　　　　　）

　　　　・溶接継手（　　　　　　　　）

　　　　・図示　・既製品（　　　　　）

外観検査　　※全数

抜き取り検査　・超音波深傷法（※30箇所 ・　　　　）／検査ロット

　　　　　　　・引張検査法　（※3個　　・　　　　）／検査ロット

使用箇所

コンクリートの種類

(6.3.2)

設計基準強度

(　　　 )

(6.3.3)

セメントの種類

(6.2.2)

混和材料

(6.2.5)

スランプ

(6.3.5)

(㎝)

単位水量の最大値

試し練り試験

(6.8.5)

備考

※普通 ※普通 ※普通

・軽量 ・軽量 ・軽量

・ ・ ・

・18 ・18 ・18

・21 ・21 ・21

・24 ・24 ・24

・ ・ ・

※普通ポルトランド ※普通ポルトランド ※普通ポルトランド

　セメント 　セメント 　セメント

・高炉セメントＢ種 ・高炉セメントＢ種 ・高炉セメントＢ種

・ ・ ・

※ＡＥ減水剤 ※ＡＥ減水剤 ※ＡＥ減水剤

・高性能ＡＥ減水剤 ・高性能ＡＥ減水剤 ・高性能ＡＥ減水剤・ ・ ・

・18 ・18 ・18

・15 ・15 ・15

・ ・ ・

※185 ※185 ※185

・ ・ ・

・要 ・要 ・要

・不要 ・不要 ・不要

・敷地整理

・山留め

・排水

・埋戻し及び盛土

・建設発生土の処分

・検査及び施工試験

・既製コンクリート杭

・鋼杭

・場所打ち

・場所打ち鉄筋コン

・地盤改良

・砂利

・捨てコンクリート

・鉄筋

・継手

・はり貫通孔補強

・ガス圧接後検査

・共通事項

・軽量コンクリート

土工事

地業工事

鉄筋工事

コンクリート工事

種類　　・1種　　・2種

気乾単位体積質量

プレストレス導入時の圧縮強度

空気量　　　　　％

水セメント比

水セメント比

・プレストレスト

・水密コンクリート

　　コンクリート

・鉄骨加工工場

鉄骨工事

・使用材料

・Ｒグレード     ・Ｊグレード     ・その他

・ＳＮ400Ａ　　　・ＳＮ400Ｂ　　　・ＳＮ400Ｃ

・ＳＮ490Ｂ　　　・ＳＮ490Ｃ

・ＢＣＲ295　　　・ＢＣＰ235　　　・ＢＣＰ325

・ＳＴＫＲ400　　・ＳＴＫＲ490

・ＳＴＫＮ400　　・ＳＴＫＮ490

・ＳＴＫ400　　　・ＳＴＫ490

・高力ボルト ・トルシア形高力ボルト(Ｓ10Ｔ)

・ＪＩＳ高力六角ボルト(Ｆ10Ｔ)

・溶融亜鉛めっき高力ボルト(Ｆ8Ｔ相当)

・

・アンカーボルト ※構造用ボルト(Ａ種)　　(材質：　　　　　　　)

・建方用ボルト(Ｂ種)　　(材質：　　　　　　　)

・

・高力ボルトの
　　すべり耐力試験

・溶接部の検査

・

・行う(・すべり係数・すべり耐力)　　　　※行わない

・行う　　　　　※行わない

・工場溶接部　　・超音波探傷試験　完全溶込み溶接部の　　％

　　　　　　　　・外観検査　　　　完全溶込み溶接部の　　％

・現場溶接部　　・超音波探傷試験　完全溶込み溶接部の　　％

　　　　　　　　・外観検査　　　　完全溶込み溶接部の　　％

(注)検査は第三者検査とし、ＣＩＷ認定(　種以上)の検査会社とする。

・さび止め塗装

屋内

屋外

材料 塗回数 素地調整

・ＪＩＳ　Ｋ5621　2種

※ＪＩＳ　Ｋ5674　1種

※ＪＩＳ　Ｋ5674　1種

・

工場 1回

現場 1回

工場 1回

現場 1回

・2種(st3)

・

・2種(st3)

・

・耐火被覆 ・種別

・所要性能　・30分耐火　　 (　　　　　　　　　　)

　　　　　　・1時間耐火　　(　　　　　　　　　　)

　　　　　　・2時間耐火　　(　　　　　　　　　　)

コンクリートブロック・ＡＬＣ等パネル工事

・補強コンクリート 材料　　正味厚さ、モジュール呼び寸法及び種類　　　　　　　　

充てん用コンクリートの設計基準強度　　※Ｆｃ21　　　　　　　・　

材料　　種類

　　　　単位荷重

　　　　厚さ

・ＡＬＣパネル

　ブロック

防水工事

・アスファルト防水

施工箇所 種別 備考

石工事

・石材

品質　※1等品(床用石材以外)　※2等品(床用石材)　

施工箇所 種類・形状・寸法 仕上げ 取付け工法

施工箇所 種類・形状・寸法 仕上げ 取付け工法

・テラゾブロック、

・取付金物及び目地 金物の種類、形状・寸法

　　湿式工法　　　　※2.3表　　　 

　　乾式工法　　　　※図示　　　　

　　湿式工法　　　　・　　　　　　

　　乾式工法　　　　※図示　　　　

目地の形状・寸法

タイル工事

・材料 タイル

張付け材料

　　混和材　　　

目地材料

・工法 床タイル張り

壁タイル張り

・内装タイル

　　・壁タイル接着剤張り

　　　　　接着剤の種類　　

　　・改良積上げ張り

・外装タイル(後張り工法)

　　・密着張り　　　　　　・壁タイル接着剤張り

　　・改良積上げ張り　　　

　　・改良圧着張り

　　下地処理　　・ＭＣＲ　　・目あらし　　・高圧洗浄　　・超高圧洗浄

・外装タイル(タイル枠先付けプレキャストコンクリート工法)

　　工法の種別　　　　

　　せき板の種別　　　

伸縮目地の位置、寸法　※　図示　　

　　地業

　　地業

　　クリート地中壁

　　コンクリート杭

・

(共建-3)

(3.2)

(3.3)

(3.5)

(3.6)

(3.7)

(4.1.4)

(4.2.2)

(4.2.3)

(4.3.2)

(4.3.3)

(4.4.3)

(4.4.4)

(4.5.2)

(4.5.3)

(4.6.3)

(4.7.2)

(4.7.2)

(5.2.1)

(5.3.3)

(5.5)

(5.6.2.1表)

(6.11.2)

(6.11.2)

(6.14.5)

(6.16.3)

(6.16.3)

(6.17.3)

(7.1.2)

(7.2.1)

(7.2.2)

(7.2.4)(7.9.2)

(7.3.7)

(7.4.3)

(7.8.1)

(7.11)

(8.2.2)

(8.3.2)

(9.2)

(10.2.1)

(10.1.2.b)(10.2.2)(10.4.4)

(10.2.3)(10.2.4)(10.5.c)

(共建-4)

(共建-6)

(共建-7)

(共建-8)

(共建-10)

(共建-5)

(共建-9)

Ｎ/mm

Ｎ/mm

Ｎ/mm

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・

・・・・・・

・ ・ ・ ・ ・ ・

・・・・・・

・ ・ ・ ・ ・ ・

施工箇所

Ⅰ
施釉

備考寸法形状

Ⅱ

吸水率

Ⅲ

特注
役物

色

・ＪＩＳ　Ｋ5621 現場塗装の場合のホルムアルデヒド放散量による区分

　　　　　　※　F☆☆☆☆

Ｎ/mm2

kg／

t/m

Ｎ/mm

※耐火認定品とする。

・
構造体強度補正値（　　　　　　　mSn)　※3 Ｎ/mm

・

・

・

・

・

・

耐凍

害性
・

使用部位

・その他タイル張り

・ユニットタイル張り

・耐火塗料の仕上種別　　　　・平滑　　　・ゆず肌　　　

・ＳＳ400　　　　・ＳＭ490Ａ

※シリコーンシーリング材は、防カビ性・防汚染性のものを使用する

・立ち上がり隅切り 材料　　　※既製品　　　・モルタル
　　コーナー

・保証年限 ※要(　　　)年

・水張り試験 ※要(　　　　　　　　　　　　　　　)

・不要

・シーリング 種別等

記号 耐久性による区分 施工箇所

・伸縮目地 材料　　　※既製品

・改質アスファルト
　　シート防水

施工箇所 種別 備考

(9.3)

・合成高分子系

施工箇所 種別 備考

(9.4)

・塗膜防水

施工箇所 種別 備考

(9.5)

施工箇所 種別 備考

(9.6)・ポリマーセメント系
　　塗膜防水

　　　　長さ

床パネルの耐火性能

・押出成形セメント板

（ＥＣＰ） 表面形状　　寸法

材料　　種別

化粧加工のパネル

製品の指定

パネル構法　　　・　　　　　　　　　　　　（施工箇所） (8.3.4)

パネルの取付け工法　 ・ 　　　　　　　　　（施工箇所） (8.4.4)

(8.4.2)

耐滑

り性

　　　　　　　　・ウェブフォーム工法　　　・ループボンドタフバインダー工法

施工箇所 種別 備考

・ケイ酸質系塗布防水

設計基準強度 Ｎ/mm (6.11.2)

・型枠

・発泡性耐火被覆材 (7.11.6)

せき板の材料、種類（　　　　　　　　） (6.7.2)

・支持層の位置及び土質 ・図示　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　幅

(          )  (6.3.6)

2

3

2

m3

2

2

2

2

(10.1.2.b)(10.3)(10.4.1)(10.4.2)(10.4.3)

(共建-11)

(11.1.2)(11.2.1)

(11.2.2)

(11.2.4)

(11.7.1)

(11.7.2)

(11.7.2)

(11.7.2.6)

(11.7.2.9)

(9.1.2)

(9.2.4)

(9.8.2)

(9.7)

・海水の作用を受ける
　コンクリート

・溶接技能者の
　技量付加試験

ルーフィングシート防水

　　テラゾタイル及び擬石

・Ｓグレード     ・Ｈグレード     ・Ｍグレード
以上

※ニューセフティ工法

※無塗装品

ウレタン塗膜防水　ｔ＝2.0　リムスプレーSD工法改修階段・共有廊下床

上平田ニュータウン改良住宅外壁等改修（建築主体）工事



表面処理・仕上げ

　　　・外部に面する建具　　(　SGコート　)

・Ｗ－4

日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録お(2204）第1003号 　管理建築士

R2 9 1

特
Non

※図示

塩ビシート 床 2.5 ノンスリップ

特記仕様書（2）
2

ボード面等

アルミニウムペイント

2液形エポキシ樹脂塗料

1液形油変性ウレタン樹脂ワニス

・ドレン 材種　　　　※鋳鉄製　　　　　　　・ステンレス製

塗装　　　　※瀝青質樹脂塗装　　　・水溶性合成樹脂焼付塗装

種類　　　　・たて型ルーフドレン　・横型ルーフドレン　

　　　　　　・フロアドレン　　　　・中継ドレン

金属工事

・共通事項

・表面処理及び

製造者・専門業者名

表面処理及び防せい処理
　　防せい処理

　　※ＪＩＳにより仕様・膜厚さ・仕上げは材質に適したもの　

電気亜鉛メッキの種別　　　　　　　※14.3.3表　

アルミニウムの表面処理の種別　　　※ＡＢ－1種 　

化粧金属板の処理

鋼鉄ほうろう板の処理

補強方法

・既製金物

階段滑り止め金物の材質・形状・寸法

　　　　　　取付け工法

金属製手すり類の材質・形状・寸法・仕上

床見切金物の材質　※ステンレス製

左官工事

・ピッチ(　　　)m以下　 　・面積(　　　)　以下

・使用部位(　　　　　　　　　　　　　　　)

・混和防水剤　(　　　　　　　　　　)

・着色剤　(　　　　　　　　　　　　)

・伸縮目地

・防火材料

・モルタル塗り

・セルフレベリング ・セメント系　　・石こう系　　・塗厚(　　)㎜

建具工事

・アルミニウム製建具 性能等級　　　　　　　※ＪＩＳ規格による

耐風圧性

・Ｓ－4

・Ｓ－5

・Ｓ－6

面内変形追従性

マスターキー　　・製作する(　　　/組) ・製作しない

鍵箱　　　　　　・設ける(　　個用/組) ・設けない

・建具金物

気密性 水密性 枠の見込み寸法

・Ａ－3

・Ａ－4 ・Ｗ－5

・木製建具

屋根及びとい工事

・折板葺 材種

形状

寸法　　Ｈ＝　　　　Ｗ＝　　　　厚さ＝　　　　m／m

・その他の屋根

・とい

　　　　　　・アルミ押出形材とい

　　　　　　・ステンレス鋼管

とい受金物　※亜鉛めっき製　　　　・ステンレス製

防露　　　　※要　　　　　　　　　・不要

　建築工事 特記仕様書２

(共建-13)

(13.3.2)

(共建-14)

(共建-15)

(共建-16)

(13.3.3)

(13.8.1)

(13.8.1)

(13.8.2)

(14.1.2)

(14.3)

(14.10.4)

(15.1.8)

(15.1.10)

(15.3.2)

(15.3.2)

木工事

・材料 防腐・防虫・防蟻・防炎または難燃処理を施した材料の使用箇所

製材品の材質　　種別　　※Ａ種　　　　　

　　　　　　　　樹種　　※12.2.2.1表　　

銘木類・特殊仕上げ

集成材の表面化粧材の樹脂　　  ※12.2.2.1表　    

合板の種別・品等・樹種　　　　※ラワン合板　　　

その他の材料　　

(12.2.1)

(12.2.4)

(共建-12)

m

指定建物錠

耐ピッキング性能

シリンダー錠

耐かぎ穴壊し性能

本

耐サムターン回し性能

耐カム送り解錠性能

耐こじ破り性能

出荷時かぎ本数

シリンダー サムターン

本

(14.8)検討した専門業者・仕様・必要箇所・軽量鉄骨天井下地の

　　　耐震・耐風圧性

(16.2)
(16.8)

材種　　　　・配管用炭素鋼鋼管(ＳＧＰ管)　　ＪＩＳ　Ｇ　3452

　　　　　　・硬質ポリ塩化ビニル管(ＶＰ管)　ＪＩＳ　Ｋ　6741

(14.11.1)

アルミ製笠木の種別・材厚・形状・寸法・仕上

金属製手すり類の材質・形状・寸法・仕上

階段手摺の材質・形状・寸法

廊下手摺の材質・形状・寸法

(14.10.1)

(14.10.2)

・特定天井の有無

代替樹種　　　　　　　　※認める　・認めない

防虫・防蟻剤の種類・類別・溶剤・濃度

アスファルト被覆鉄板の処理

・製作金物

形状・寸法・仕上

(14.10.3)

(14.11.2)

(12.2.2)

(13.8.2)

(13.8.2)

開閉方法　　　　　　 ・スライディングドア　・開きドア

センサの種類　　　 　・光線(反射)スイッチ　・光電スイッチ　　

・自動開閉扉 (16.9)

・Ｄ－1　・Ｄ－2　・Ｄ－3

・網戸等 　　　・防虫網　　　　　　　　　　　　　　・防鳥網

性能等級・樹脂製建具 (16.3)

耐風圧性

・Ｓ－4

・Ｓ－5

・Ｓ－6

遮音性の等級

気密性 水密性 枠の見込み寸法

・Ａ－3 ・Ｗ－4 ・70

・Ａ－4 ・Ｗ－5 ・70

・ ・ ・ ・

・Ｔ－1　・Ｔ－2　・Ｔ－3　・Ｔ－4

断熱性の等級

面内変形追従性

鋼板

・Ｈ－1　・Ｈ－2　・Ｈ－3　・Ｈ－4　・Ｈ－5　・Ｈ－6

・Ｄ－1　・Ｄ－2　・Ｄ－3

・

性能等級・鋼製建具 (16.4)

耐風圧性

・Ｓ－4

・Ｓ－5

・Ｓ－6

遮音性の等級

気密性 水密性 枠の見込み寸法

・Ａ－3 ・Ｗ－4 ・70

・Ａ－4 ・Ｗ－5 ・70

・ ・ ・ ・

・Ｔ－1　・Ｔ－2　・Ｔ－3　・Ｔ－4

断熱性の等級

面内変形追従性

・Ｈ－1　・Ｈ－2　・Ｈ－3　・Ｈ－4　・Ｈ－5　・Ｈ－6

・Ｄ－1　・Ｄ－2　・Ｄ－3

性能等級(建具表に記載すること)・鋼製軽量建具 (16.5)

遮音性の等級 ・Ｔ－1　・Ｔ－2　・Ｔ－3　・Ｔ－4

断熱性の等級

面内変形追従性

・Ｈ－1　・Ｈ－2　・Ｈ－3　・Ｈ－4　・Ｈ－5　・Ｈ－6

・Ｄ－1　・Ｄ－2　・Ｄ－3

性能等級・ステンレス鋼製建具 (16.6)

耐風圧性

・Ｓ－4

・Ｓ－5

・Ｓ－6

気密性 水密性

・Ａ－3 ・Ｗ－4

・Ａ－4 ・Ｗ－5

・ ・ ・

遮音性の等級 ・Ｔ－1　・Ｔ－2　・Ｔ－3　・Ｔ－4

断熱性の等級

面内変形追従性

・Ｈ－1　・Ｈ－2　・Ｈ－3　・Ｈ－4　・Ｈ－5　・Ｈ－6

・Ｄ－1　・Ｄ－2　・Ｄ－3

鋼板(屋外)

鋼板(屋内)

表面仕上げ

・ＳＵＳ430ＪＩＬ

・ＳＵＳ430

・ＨＬ仕上

種類 樹種 寸法

※なら 板厚　※15　

板幅　※75　

※なら

・

板厚　※15　

寸法　※303×303

※なら

・

板厚　※8　 

・複合フローリング ・なら 板厚　・　　

・縁甲板 ※桧上小

・

　　　※15×105

・ビニル床タイル
　ビニル床シート
　ゴムタイル 種類 使用箇所 厚さ・寸法 備考

備考

・特殊機能床材

・ビニル巾木 種別　※軟質　・硬質

・畳敷き 種別　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

　　　・Ｄ種(・ＫＴ－Ⅰ・ＫＴ－Ⅱ・ＫＴ－Ⅲ・ＫＴ－Ｋ・ＫＴ－Ｎ)

内装工事

・フローリング類の
　床張り

(共建-20)

(20.2.1)

(20.4.1.b)

※ １ 等 　

※ １ 等 　

※ １ 等 　

・合成樹脂塗床 ・弾性ウレタン樹脂系厚膜型塗床

種類 塗厚 仕上げ 備考

・エポキシ樹脂系厚膜型塗床

種類 塗厚 仕上げ 備考

※ 2 . 0　 ※ 平 滑 　

※ 1 . 0　 ※ 防 滑 　

(20.5.1.a)

(20.5.1.b)

・エポキシ樹脂系薄膜型塗床

種類 塗厚 仕上げ 備考

(20.5.1.c)

・織カーペット

種類 種別 帯電性他 備考

・タフテッドカーペット

種類 種別 帯電性他 備考

・タイルカーペット

種類 厚さ 帯電性他 備考

・Ａ種・Ｂ種※Ｃ種 ・行う・行わない

・Ａ種・Ｂ種 ・行う・行わない

※ 6 . 5　 ・行う・行わない

・カーペット (20.6.1.b)

(20.6.1.c)

(20.6.1.d)

吹付工事 (共建-18)

塗装工事 (共建-19)

塗料の種類

・塗装 (19.2.2)

耐候性塗料

塗装面 塗装略号 仕様No 備考

2－ＦＵＥ

2－ＡＳＥ

2－ＵＥ

・ 1

・ 2

・ 3

2－ＦＵＥ

2－ＡＳＥ

2－ＵＥ

・ 11

・ 12

・ 13

2－ＦＵＥ

2－ＡＳＥ

2－ＵＥ

・ 18

・ 19

・ 20

ＦＵＣ ・ 10

・ 14

・ 15

・ 21

・ 23

・ 25

・ 26

合成樹脂
調合ペイント

ＳＯＰ

ＶＥ ・ 4

つや有合成樹脂
エマルション塗料

ＥＰ-Ｇ

・ 5

・ 17

・ 22

・ 27

ＮＡＤ ・ 6

・ 7

・ 8
ＥＰアクリル樹脂

エマルション塗料

ＥＰ-Ｍ ・ 9多彩模様塗料

alp ・ 16

・ 24

ＦＥ ・ 23フタル酸樹脂塗料

ＷＰ ・ 28木材保護塗料

ＣＬ ・ 29クリヤラッカー

ＵＣ ・ 30

2-ＵＣ ・ 312液形ウレタン樹脂ワニス

2-ＸＥ

・その他の合成樹脂塗床

種類 塗厚 仕上げ 備考

ガラス及びプラスチック工事

・板ガラス

・ガラスブロック

品種及び厚さによる種類　　※図示

材種

形状　　・正方形　　・長方形

寸法

厚さ

(共建-17)

(17.2.1)

(17.2.1)

(17.2.1)

(17.2.1)

(17.2.1)

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

※規制対象外

合板の種類 規格等 備考

表面の樹種

表面板の厚さ　※16.12.3.3表による

・フラッシュ戸
樹種（　　　　　　　）
見込寸法
※36mm　・建具表による

・ふすま
見込寸法
※19.5mm　・建具表による

・紙障子
見込寸法
※30mm　・建具表による

(16.7.3)

種類 呼び名 仕上げの形状

薄付け仕上塗材

厚付け仕上塗材

複層仕上塗材複層仕上塗材

軽量骨材仕上塗材

建築用塗膜防水材
（外壁用）

備考

・砂壁状

・ゆず肌状(・吹付　・ローラー)

・さざ波状

・着色骨材砂壁状

・砂壁状じゅらく

・凸部処理

・吹放し

・凸部処理

・ゆず肌状(・吹付　・ローラー)

・凹凸模様

<上塗材>

耐候性 ・耐候形1種

・耐候形2種

・耐候形3種

外観　 ・つや有り　・つやなし

・砂壁状

・平たん状

・内装制限の適用を受け、防火材料を使用する場合は、建築基準法

および同施行令に適合しこれらに基づき認定され表示のあるものとする。

(18.1.5)

(18.1.4.1表)

・防火材料

・建築用仕上塗材

・凸凹模様

・ゆず肌模様

(14.10.3)

(20.3.1)

水性ＯＳ ・ 29水性オイルステイン

ＯＳ ・ 28オイルステイン

【屋内】各種天井ボード面

【屋内外】

【屋内外】

【屋内】木部面

【屋内】亜鉛めっき鋼製品

【屋内】鉄製品

【屋内外】

【屋内】

【屋内】木製建具面

【屋内】木部面

【屋内外】鋼製建具

【屋外】亜鉛めっき鋼製品

【屋内】鉄骨面・金物面

【屋外】鉄製品・大型鉄構造物

【屋外】打放しコンクリート面

【屋外】亜鉛めっき鋼製品

【屋外】鉄製品、大型鉄構造物

【屋外】プレキャストコンクリート面、

・凹凸状

・外装薄塗材Ｓｉ

・外装薄塗材Ｅ

・可とう形外装薄塗材Ｅ

・防水形外装薄塗材Ｅ

・内装薄塗材Ｓｉ

・内装薄塗材Ｅ

・外装厚塗材Ｃ

・外装厚塗材Ｅ

・内装厚塗材Ｃ

・内装厚塗材Ｅ

・複層塗材ＣＥ

・複層塗材Ｓｉ

・複層塗材Ｅ

・複層塗材ＲＥ

・防水型複層塗材ＣＥ

・防水型複層塗材Ｅ

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

・外壁用塗膜防水材

※あり（5分以上）

・なし（5分未満）

・なし（5分未満）

※あり（5分以上）

・なし（5分未満）

・10分以上

※5分以上

・5分未満

・10分以上

※5分以上

・5分未満 ・5分未満

※5分以上

・10分以上

・5分未満

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ

・ﾓｻﾞｲｸﾊﾟｰｹｯﾄ

※あり（5分以上）

※あり（5分以上）

・なし（5分未満）

・10分以上

※5分以上

2

・天井ふところが1.5m
　以上の天井下地

接着の程度（・1種　・2種）
（　　　　　　　）

化粧加工の方法

接着の程度（・1種　・2種）

（　　　　　　　）

樹種名

接着の程度（・1種　・2種）

（　　　　　　　）

(15.5.2)(15.5.3)

【屋内】

【屋外】鉄製品

【屋内】鉄製ダクト面

【屋内外】鋼製建具

【屋内】木部面

【屋内】木部面

【屋外】木部面

【屋内】木部面

【屋内】木部面

【屋内】木部面

・普通合板

・天然木化粧合板

・特殊加工化粧合板

コンクリート面
押出成型セメント板面等

塩化ビニル
樹脂塗料

非水分散形
アクリル樹脂塗料

コンクリート面・モルタル面

コンクリート面・モルタル面
ボード面等

コンクリート面・モルタル面
ボード面等

コンクリート面・モルタル面
ボード面等

・70

・70

遮音性の等級 ・Ｔ－1　・Ｔ－2　・Ｔ－3　・Ｔ－4

断熱性の等級 ・Ｈ－1　・Ｈ－2　・Ｈ－3　・Ｈ－4　・Ｈ－5　・Ｈ－6

　　　・抗菌仕様　　　　　　(　把手、クレセント　)

※図示

※図示

※無し

上平田ニュータウン改良住宅外壁等（建築主体）改修工事

【屋外】鉄部面耐候性塗料

防火塗料

ＤＰ ・ 

・ 【屋外】鉄部面



日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録お(2204）第1003号 　管理建築士

R2 9 1

特
Non

3
特記仕様書（3）

40㎜

ＥＶホール 図示

強化石膏ボード 21㎜ １時間耐火仕様 １時間耐火仕様

ユニット工事

・ユニットバス ・メーカー品番(　　　　　)　・オプション(　　　　　)

・成形ライニング材

　　　・ハイスタック(・丸型 ・角型  ・オーバル型)　・寸法(　　　)

・その他の材　・耐火煉瓦　・(　　　　　)　寸法(　　　　　)

材質　・ステンレス　 ・アルミ　 ・プラスチック

　　　・カポスタックスーパー(丸型)　・セラスタック(核型)

　　　・その他(　　　　　　　)

形状　・ガラリ　・レジスター　・パイプ

　　　ダンパー　・有　・無　　防虫(防鳥)網　・有　・無

・換気口

・サインなど

取付け場所 材質 寸法 メーカー品番 その他

・避難器具

・救命袋　・緩降機　・避難はしご　・避難ハッチ　・その他(　　　)

・カーテン

取付け場所 布地材 レール材 形式 その他

・ブラインド

取付け場所 形式 材質 その他

・可動間仕切壁

・パネル式(・スチール ・アルミ)　 ・スタッドパネル式(・スチール ・アルミ)

・耐火　・遮音(等級　　　)　 　・表面仕上(　　　　　　　)

・外構工事

・アスファルト舗装 表層仕上げ　・カラー舗装(　　　　　)　・排水性舗装　・透水性舗装

　　　　　　・その他(　　　　　　　)　・表層厚(　　　　　)

・その他の舗装 ・インターロッキング(　　　　　　　)  ・タイル(　　　　　)

・石(　　　　　　　　　　　　　　　)  ・その他(　　　　　　　　　)

植栽工事

・屋上、人工地盤用土

・まさ土　　・軽量土(・無機質系　・有機質系)　・その他(　　　)

・樹木地下支持装置

・土壌試験

・土壌改良材

・ベースアンカー式　 ・打込みアンカー式　・その他(　　　　　)

・酸度試験（水素イオン濃度）　　 ・電気伝導度試験

・有機質系　・無機質系　・高分子系　・その他(　　　)

・煙突

(共建-22) (共建-23)

(共建-24)

(22.2.1)

(22.2.2)

(22.2.3)

(22.2.4)

(22.2.5)

(22.2.9)

(22.2.10)

(23.2.5)

(23.2.8)

(24.2.9)

(24.1.4)

(24.1.6)

・防根対策 ・防根・透水シート(・凹凸シート  　　　　　　　　　　)

・特殊防根材(・通気ブロック　　　　　　　　　　　　　)

　　　　　　(・その他　　　　　　　　　　　　　　　　)

(24.2.8)

・植込み用土 ・客土　　　・現場発生土の良質土 (24.1.6)

・移動間仕切

・走行方向（・平行方向移動式　 ・二方向移動式）

・操作方法（・手動式 ・電動式  ・部分電動式） ・表面仕上（　　　　）

(22.2.14)

・パネル圧接装置（　　  　　） ・遮音性能（・36dB未満 ・36dB以上）

種類 形状・材質 設置場所

・視覚障害者誘導床表示

・タイル

・塩ビタイル

・ブロック類

・金属鋲

・樹脂製鋲

※300角

※300角

※300角(・　　　　　　　　　)

※300角(※ステンレス ・真ちゅう)

※300角

　建築工事 特記仕様書３

・ニードルパンチカーペット

種類 厚さ 下敷き材 備考

種類、種別 厚さ 防火性能 目地処理工法

※4.0程度　　

・石膏ボード、
　その他ボード張り

・パーティクルボード

・ＭＤＦ

・合板張り

種類 樹種 厚さ 耐水性能

(20.7.1.b)(20.8.1)

・普通合板 ・1類※2類

・難燃合板(内装)

・天然木化粧合板 単 板 　 　 ・1類※2類

単板厚※0.3以上

・特殊加工化粧合板　　種類、形状、寸法　・壁紙

施工箇所 種類 防火種別 備考

施工箇所 種類 厚さ 備考

・断熱・吸音
　　　防露・防湿材料

外装カーテンウォール工事

・金属カーテンウォール 種別　　　・標準品　(　　　　　　　　　　)

　　　　　・特注品　　図示

・プレキャスト
　　コンクリート

(共建-21)

(20.6.1.e)

(20.7.1.a)

(20.9.1.a)

(20.12.1)

性能　　　・断熱(　　　　　)　・遮音(　　　　　)　・耐風圧(　　　　　)

　　　　　・耐震(　　　　　)　・水密(　　　　　)　・気密(　　　　　)

　　　　　・耐火(　　　　　)　・精度(　　　　　)　・耐温度差(　　　　　)

　　　　　・層間変位(　　　　　)
(22.2.13)

(21.5.1)

(21.5.2)

(24.1.3)

ア

（点字ブロック、点字鋲等）

(10.6)(11.2.1.f)(20.2.1.d)(20.3.1.b)(20.5.1.h)(20.6.1.h)(22.2.15)(23.2.10)

上平田ニュータウン改良住宅外壁等改修（建築主体）工事



日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録お(2204）第1003号 　管理建築士 Ａ
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配置図・付近見取図
1

1/300

市道

Ｄ号棟

Ｂ号棟

Ｃ号棟

16,000

8,225

配　　置　　図

既存建物

Ａ号棟

既存建物

既存建物

73,220

Ｎ

案　　内　　図

計画位置

市道

30,00
0

6
,
0
0
0

道路境界線

隣
地
境
界
線

隣地境界線

道
路
境
界
線

▼
１
Ｆ
延
焼
ラ
イ
ン

▼
２
Ｆ
以
上
延
焼
ラ
イ
ン

既存建物

自転車置場

上平田ニュータウン5号線

平
田
上
中
島
線

GL±0

GL±0

GL±0

GL+800

GL+400

GL-1000GL±0
隣地

GL±0

増築建物

3
,
0
0
0

GL±0

GL±0

GL-4000
隣地

既
存
擁
壁

5
,
0
0
0

既存擁壁

上平田ニュータウン改良住宅外壁等改修（建築主体）工事



火災警報器

階数・用途

日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録お(2204）第1003号 　管理建築士 Ａ

R2 9 1

建築主 7.その他1.工事名称

地 名 地 番
釜石市長　野田　武則建築場所： 氏名

住 居 表 示

住所

主要用途： 電話 0193-22-2111

工事種別：

8.雑工事 項　目 材　質　・　寸　法 仕　様
2.敷地概要 敷地面積： 建蔽率　　許容　　　　　

容積率　　許容　　　　　200.00％

上水：

下水：

防火地域： ガス：

その他の 電気：

地域地区：

3.構造.規模

工事範囲 工事範囲 工事範囲9.工事区別
種　　別 含む 別途 備　考 種　　別 含む 別途 備　考 種　　別 含む 別途 備　考

建　築敷地測量 電　気 幹線引込負担金準　備 物干金物 電気設備工事

真北測量 電話引込及配管廊下手すり 電気設備工事

電話機及び通線地盤調査 玄関手すり 電気設備工事

解体工事 ＴＶ共聴設備 電気設備工事

樹木移植 放送設備 電気設備工事

樹木伐採 インターホン 電気設備工事

避雷針設備

スリーブ 電気設備工事

同上補強 電気設備工事

総合ｶﾞｰﾄﾞｼｽﾃﾑ 電気設備工事

電柱移設 電気設備工事

電波障害調査補　償 予備スリーブ 電気設備工事

照明器具 電気設備工事

防犯カメラ 電気設備工事

給排水 引込負担金又は
機械設備工事

衛　生 加入金建　築 置家具･置敷物

什器･備品 公設マス新設 機械設備工事

カーテン 各設備機器基礎防炎認定品 機械設備工事

その他 各式典費 スリーブカーテンレール 機械設備工事

受電後の 同上補強室名板、名称板 機械設備工事
電気設備工事

電気基本料金 予備スリーブ階数表示 機械設備工事

掲示板 引渡までの
電気設備工事

看板広告塔 電気使用料金

定礎板 給水本設後の
機械設備工事

郵便受 基本料金 冷暖房 冷房 機械設備工事

タオル掛 機械設備工事 引渡までの 換　気 暖房 機械設備工事
機械設備工事

鏡 機械設備工事 水道使用料金 除湿機 機械設備工事

ガス引込後の 換気ファン 機械設備工事機械設備工事
機械設備工事

基本料金 スリーブ 機械設備工事機械設備工事

引渡までの 同上補強 機械設備工事機械設備工事

ガス使用料金 予備スリーブ 機械設備工事

設備工事検査時役所指導 給気口 機械設備工事

消火器

誘導灯 電気設備工事

無し

子メーター 電気設備工事

〒026-0021

岩手県釜石市只越町3-9-13

備　考　（　参考型番：雑詳細参照　）

誘導標識

室内機取付金物 機械設備工事

室外機取付金物 機械設備工事

点検口

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

ＷＣ衣服掛け

トイレ手すり

下地のみ

未定

無

用途地域：

都市計画：

地盤改良

杭工事
地　業

外　構 排水桝・配管

境界石

舗装

路面駐車場

植樹造園

縁石

樹脂デッキ

フェンス

屋外掲示板

井戸工事

ＴＶ：

申請建物 合　　計4.面　積

建築面積
建蔽率

延床面積

6.別途工事

％

収容人数

該当無し無窓階

消防設備 対象物条件5.防火対象物

％

容積率容積率算定用面積

備　考

最高高さ

最高軒高

建築面積

延べ面積

㎡

区域内

工事名称：上平田ニュータウン改良住宅外壁等改修工事

岩手県釜石市大字平田第２地割２５‐１４２

共同住宅兼児童福祉施設等

増築工事

2,139.99 60.00％

第一種住居地域

既存のまま

既存のまま

市水道（既存のまま）

公共下水（既存のまま）

改修・増設工事

５階建て

既存建物

（16）ロ項

公衆電話移設工事

撤去工事 ＲＣ腰壁撤去

設計概要 Ｎｏｎ
2

ＥＶ棟

既存建物

共同住宅・児童福祉施設
５階建て

申請建物

42.45㎡ 26.53㎡ 15.92㎡

42.45㎡ 26.53㎡ 15.92㎡

平屋建て 平屋建て 平屋建て 平屋建て

消火器

2,902.65㎡

倉庫（Ｂ号）倉庫（Ｃ号）倉庫（Ｄ号）

656.07㎡

Ａ号棟

17.387ｍ 16.850ｍ

16.350ｍ

㎡

㎡

㎡

自転車置場

誘導灯 子育て支援センター

既存設置のまま

既存設置のまま

既存設置のまま

14.40㎡

14.40㎡

ｘ2

745.37㎡

3,001.95㎡

16.970ｍ

エレベーターの確認申請は別途。

　91.41　㎡

91.41　㎡ 3,093.36

その内、EV昇降路、共有面積

55.91㎡+35.5㎡+437.87㎡＝
529.28㎡ 2,564.08 119.82

69人 子育て支援センター（9+4*2＝17人）、共同住宅（28世帯＝52人）

1戸当たりの最大の床面積は、5.6ｘ10.35＝57.96㎡　57.95/30＝1.93㎡

１階床面積／30＝160.202/30＝ 5.34㎡

その他の既存建物（5棟）

１Ｆ　子育て支援センター　西側ドア　0.84ｘ1.8ｘ2個所＝3.02㎡

2・3・4・5階　共同住宅（1戸）　　西側掃き出し窓：1.7ｘ1.8ｘ2個所＝6.12㎡

上平田ニュータウン改良住宅外壁等改修（建築主体）工事

　21.50　㎡

21.50　㎡ 766.87

35.84
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4,279.98

2,139.99

倍面積

合　　計 （×1/2）

a

b

c

d

e

f

g

48.0

48.0

31.8

31.8

35.7

35.7

30.0

×

×

×

×

×

×

×

23.6

28.0

15.7

12.6

10.6

 7.6

 7.8

1,132.80

1,344.00

  499.26

  241.68

  449.82
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  234.00

　　敷　　地　　面　　積

　　敷　　地　　面　　積
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既存建物　求積図
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既存建物　求積図 既存建物　求積図

既存建物　求積図

既存建物　求積図

ＥＶ棟
増設建物

　　合　　　　計

Ａ号棟

Ｂ号棟

Ｃ号棟

Ｄ号棟

1Ｆ

2Ｆ

3Ｆ

4Ｆ

5Ｆ

　計

44.44
 3.20

44.44
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44.44
 3.20
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44.44
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×
×

×
×

×
×
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×
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=
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=

=
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546.61

546.61

546.61
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546.61

 33.92

 33.92
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  580.53

2,902.65

  580.53

  580.53

  580.53

  580.53

×

×

×

21.28

13.30

 7.98

1.995

1.995

1.995

   42.45

   26.53

   15.92

　小　　　計

既　　存　　延　　床　　面　　積

× 4.80 2.000     9.60自転車置場

　　合　　　　計

 1,200

a

b

c

d

Ａ号棟

Ｂ号棟

Ｃ号棟

Ｄ号棟

44,440

 3,200

44,440

44,440

×

×

×

×

21,280

13,300

 7,980

×

×

×

12,300

 5,300× 2

   500

 1,995

 1,995

 1,995

=

=

=

=

546.61

 33.92

 53.32

 22.22

  656.07

   42.45

   26.53

   15.92

　　　計

既　　存　　建　　築　　面　　積

×駐輪場 4,800  2,000     9.60

1Ｆ

2Ｆ

3Ｆ

4Ｆ

5Ｆ

ＥＶ棟　　延　　床　　面　　積

ＥＶ棟

ＥＶ棟

ＥＶ棟　　建　　築　　面　　積

①

②

合計

× =

× =

E
X
P
.
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①
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①
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1,000
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2
,
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既存建物　求積図

2,400

× 2.000自転車置場  2.40     4.80

3,001.95

3,550

4,750

3.55

3.55

3

自転車置場 自転車置場

減築：2.4ｍｘ2.0ｍ

3
,
1
5
0

5
,
1
5
0

5.15 18.2825

5.15 18.2825
18.2825㎡

× =① 3.55 5.15 18.2825
18.2825㎡

× =① 3.55 5.15 18.2825
18.2825㎡

× =① 3.55 5.15 18.2825
18.2825㎡

× =① 3.55 5.15 18.2825
18.2825㎡

91.41　㎡

昇降路：3.55ｘ3.15ｘ5

　　　　＝55.9125　→　55.91㎡

共用廊下：3.55ｘ2.0ｘ5

　　　　＝7.1ｘ5

　　　　＝11.1825ｘ5

　　　　＝35.50　㎡

上平田ニュータウン改良住宅外壁等改修（建築主体）工事

5.15 2.575 21.5075

21.50　㎡



1階　平面図

日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録お(2204）第1003号 　管理建築士 Ａ

R2 9 1

3,200 5,600 5,540 5,540 5,540 5,540 5,540 5,540 5,600 3,200

44,440

11,140 5,540 5,540 5,540 16,680
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3,200 16,680 5,540 22,220 3,200
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階　段

階　段階　段

階　段

廊　下

ピロティピロティ

バルコニー

居　室 居　室

２～5階　平面図

5
,
3
0
0

20,440バルコニー ×

40,440× 10,350× 4

× 1,200× 4 1/3=

1,839.816 1,839.816

ピロティ

階　段

　　合　　計

階　段

廊　下

×

×

×

×

×

×

×

×

×

× × × 1/3=

×

×

× 4

× 4 ×

40,440

24,000  1,600 4

 1,700

 5,300 3,200 2

=

=

=居　室

11,140

 5,540

 5,540

 5,540

 2,890△

 5,540

 5,540

16,680

 2,890

 7,000

12,300

 9,800

   350

12,300

 5,300

 2,500

12,300

   350

=

=

=

=

=

=

=

=

=

 3,200×  5,300× 2 =

合　計

△

   38.780

   68.142

   54.292

    1.011

  137.022

   29.362

   13.850

  205.164

    1.011

   33.920

   32.704

   51.200

  302.192

  135.680

  160.202

  386.409

   33.920

  580.531

   83.904

1,923.720

  302.192

  135.680

１

階

２～

５

階

住
宅
部
分

専
用
部
分

共
用
部
分

１階　階段

2～5階　階段

2～5階　廊下

2～5階　居室

合　　計

  135.680

  302.192

1,839.816

   83.904

   33.920

2,395.512

2～5階　バルコニー

子育て支援センター

支援センター

子育て

既存面積表

居　室 居　室 居　室 居　室 居　室 居　室

4
1/150

　　小　　計

　　小　　計

合　計 2,361.592

　437.872

EV棟

増築部分

EV棟

増築部分

E
x
p
.
j

1,200 3,550

1,200 3,550

5
,
1
5
0

5
,
1
5
0

上平田ニュータウン改良住宅外壁等改修（建築主体）工事

求積図（2）



吹付け塗装

日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録お(2204）第1003号 　管理建築士 Ａ

R2 9 1

1/150
5

仕上表

部　位 既　存 改　修

自転車置き場 S造　　折板屋根

フェンス スチール製

花　壇 RC造 一部撤去

スロープ

その他　仕上表【既存外構】

コンクリート舗装 歩車道乗り入れ改修

部　位

屋　根

仕　様 備　考

柱

梁

折板屋根　ｔ＝0.8　山高166　　　軒先現し ３０分耐火　FP030RF-0605（フネンエース等）

１時間耐火　FP060NE-9036

２時間耐火　FP120CN-9240

２時間耐火　FP120BM-9208

外　壁

デッキ合成スラブ　　長尺シート　ｔ＝2.5

仕上表【増設建物】

床（2F～）

部　位

屋　根

柱

梁

外　壁

天　井

床（2F～）

外部仕上表【既存建物】
既　存 改　修

既存のまま

RC造　ウレタン防水

防火板　EP塗装

ウレタン防水改修

階　段 踏み面・蹴上：モルタル塗り

バルコニー RC造　ウレタン防水 ウレタン防水改修

開　口　部

雨　樋

玄　関　戸

笠木

階段手すり

庇

ピロティ―

鋼製　100φ

スチール製玄関戸

アルミ製建具

モルタル笠木

樹脂製

RC造　ウレタン防水

RC造　土間コン

アルミ製柱・アルミパネル 既存のまま

ウレタン防水改修

屋上防水　　塩ビシート防水

RC造　モルタル　アクリルリシン吹付け塗装

RC造　モルタル　アクリルリシン吹付け塗装

RC造　モルタル　アクリルリシン吹付け塗装

ひび割れ・剥離補修のうえ　吹付け改修　可とう形外装薄塗材E

ひび割れ・剥離補修のうえ　吹付け改修　可とう形外装薄塗材E

ひび割れ・剥離補修のうえ　吹付け改修　可とう形外装薄塗材E

押出成形セメント板　ｔ＝60　縦張り

上平田ニュータウン改良住宅外壁等改修（建築主体）工事

１時間耐火　FP060CN-0538-2

１時間耐火　FP060BM-0332

２時間耐火　FP120FL-0183

押出成形セメント板＋吹付けロックウール（25・45㎜以上）

押出成形セメント板＋吹付けロックウール（25・45㎜以上）

１時間耐火　FP060FL-0079

天　井

内　壁

間仕切り壁 １時間耐火　FP060NP-0007

ケイ酸カルシウム板　ｔ＝6　　EP塗装

ＬＧＳ１００＋強化石膏ボード　ｔ＝21ｘ2重

ケイ酸カルシウム板　ｔ＝6　　EP塗装

開　口　部

雨　樋

雪　止　め

サイン

手すり

庇

鋼製　100φ

SUSアングル

各階表示サイン

渡り廊下：スチール製　SOP塗装

アルミ庇　L=600　W＝2200

1F出入り口には施錠機能無しアルミ製建具　、　鋼製三方枠

エレベーター 構造計算荷重条件：東芝エレベーター　乗用（SRT9-2S60) 9人乗り トランク付き　兼車いす用　、1～5Ｆ各階停止　、　2枚戸片開き

現し梁 防火塗料塗布 ２時間耐火　FP120BM-0276１時間耐火　FP060BM-9419

DP塗装改修

シーリング改修

アルミパネル

内側：既存のまま、外周面：DP塗装

欠け・ひび割れ補修、配管塗装、保温材改修

DP塗装改修

DP塗装改修

北側自転車置き場　移設　　屋根更新、SOP塗装改修

欠け・ひび割れ補修

ひび割れ・欠けの補修・ウレタン防水改修

【北側階段のみ】

【北側階段のみ】

【北側階段のみ】

【北側階段のみ】

ＥＰ塗装改修

【天井面・梁のみ】
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縮尺

承認印
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設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
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Ⅹ

Ｙ

Ａ

ＢＤ 展開方向

Ｃ

R2 9 1

１階　平面図 1/150

Ｎ

Ａ

Ｂ

Ｃ

階段階段

ピロティ ピロティ

物置

物置

物置

3,200 5,600 5,540 5,490 5,590 5,540 5,165 5,915 5,600 3,200

44,440
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既存建物

既存建物

既存建物

保育室
保育室

ＷＣ

玄関ホール

スロープ

※非火器使用室

調理室

調乳室
※非火器使用室

１階　平面図　 S:1/150

スロープ階段

ＵＰ

ＵＰ

花壇
花壇

花壇

6

既存建物

公衆電話
一次撤去・復旧

花壇

ポーチ

自転車置場

既存建物 増築建物

花壇

2,650 2,890 2,240 3,300

4
,
5
0
0

2
,
5
0
0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 100

EVﾎｰﾙ

９人用

Y2

XA

7,000既
存

擁
壁

既存ＲＣ階段

既存擁壁

消火器

消火器

非常警報

誘導灯

玄関
誘導灯

4,000

花壇撤去

バリカ新設

歩道
歩道切下げ工事

ｽﾁｰﾙ柵撤去

誘導灯

1,200

2
,
1
5
0

既存建物

自転車置場
減築

EV

3,550

XB

2,400
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トランク付

Y1
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,
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,
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5
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上平田ニュータウン改良住宅外壁等改修（建築主体）工事

認定番号

FP120CN-9240

部　位

外　壁

間仕切壁

柱

30分

2時間

仕　様必要時間

ｱｽﾛｯｸ60㎜+吹付けﾛｯｸｳｰﾙ45mm 

増築部　耐火構造 （１階）

ｱｽﾛｯｸ60㎜　横張り FP030NE-9036

FP060NP-0427-1(1)LGS100+強化石膏ボード21㎜ｘ21時間

タイル補修

ヒンジ調整
ヒンジ調整

ヒンジ調整

床面ロック補修
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縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
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Ⅹ

Ｙ

Ａ

ＢＤ 展開方向

Ｃ

R2 9 1

1/150２・３階　平面図

Ｎ

階段階段

和室　6帖 和室　6帖

和室　4.5帖

台所　食堂

押入

押入
物入

物入

脱衣室

浴室

玄関

便所
洗面

バルコニー

廊下

和室　6帖和室　6帖

和室　4.5帖

台所　食堂

押入

押入
物入

物入

脱衣室

浴室

玄関

便所
洗面

バルコニー

廊下
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3,200 5,600 5,540 5,540 5,540 5,540 5,540 5,540 5,600 3,200

44,440

３階　平面図　 S:1/150

アルミ手摺

アルミ手摺

7

既存建物 増築建物

認定番号部　位

外　壁

間仕切壁

柱

30分

仕　様必要時間

ｱｽﾛｯｸ60㎜　横張り FP030NE-9036

1時間

1時間

1時間床 合成スラブ

階段階段

和室　6帖 和室　6帖

和室　4.5帖

台所　食堂

押入

押入
物入

物入

脱衣室

浴室

玄関

便所
洗面

バルコニー

廊下

和室　6帖和室　6帖

和室　4.5帖

台所　食堂

押入

押入
物入

物入

脱衣室

浴室

玄関

便所
洗面

バルコニー

廊下
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Ｂ
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44,440

２階　平面図　 S:1/150

アルミ手摺

アルミ手摺

1
,
5
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庇

既存建物 増築建物

1 2 3 4 5 6 7 8 9 100

非常警報

消火器消火器

消火器

非常警報

消火器

FP060NP-0427-1(1)LGS100+強化石膏ボード21㎜ｘ21時間
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上平田ニュータウン改良住宅外壁等改修（建築主体）工事

ｱｽﾛｯｸ60㎜+吹付けﾛｯｸｳｰﾙ25mm 

ｱｽﾛｯｸ60㎜+吹付けﾛｯｸｳｰﾙ25mm 

FP060CN-0538-2

FP060CN-0332

梁現し 防火塗料 FP06BM-94191時間

FP060FL-0079

認定番号部　位

外　壁

間仕切壁

柱

30分

仕　様必要時間

ｱｽﾛｯｸ60㎜　横張り FP030NE-9036

1時間

床

FP060NP-0427-1(1)LGS100+強化石膏ボード21㎜ｘ21時間

ｱｽﾛｯｸ60㎜+吹付けﾛｯｸｳｰﾙ25mm FP060CN-0538-2

梁現し

増築部　耐火構造 （2階）

増築部　耐火構造 （3階）

梁

梁 FP120BM-92082時間 ｱｽﾛｯｸ60㎜+吹付けﾛｯｸｳｰﾙ45mm 

2時間

防火塗料2時間

合成スラブ

FP120BM-0276

FP060FL-0079
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承認年月日
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1/150４・５階　平面図

Ｎ

階段

和室　6帖 和室　6帖

和室　4.5帖

台所　食堂

押入

押入
物入

物入

脱衣室

浴室

玄関

便所
洗面

バルコニー

廊下

和室　6帖和室　6帖

和室　4.5帖

台所　食堂

押入

押入
物入

物入

脱衣室

浴室

玄関
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3,200 5,600 5,540 5,540 5,540 5,540 5,540 5,540 5,600 3,200

44,440

５階　平面図　 S:1/150

階段

8

既存建物 増築建物

認定番号部　位

外　壁

間仕切壁

柱

30分

仕　様必要時間

ｱｽﾛｯｸ60㎜　横張り FP030NE-9036

梁(上階）

1時間

1時間

1時間床 合成スラブ

増築部　耐火構造 （4階～5階）

階段階段

和室　6帖 和室　6帖
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台所　食堂
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廊下

和室　6帖和室　6帖

和室　4.5帖
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消火器

非常警報

消火器

消火器
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消火器
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上平田ニュータウン改良住宅外壁等改修（建築主体）工事

ｱｽﾛｯｸ60㎜+吹付けﾛｯｸｳｰﾙ25mm FP060CN-0538-2

FP060CN-0332ｱｽﾛｯｸ60㎜+吹付けﾛｯｸｳｰﾙ25mm 

梁現し 防火塗料 FP06BM-94191時間

FP060FL-0079



梁現し 60分 防火塗料 FP06BM-9419
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3,4001,200

既存建物 増築建物

認定番号部　位 仕　様必要時間

屋　根 30分 FP030RF-0604折板屋根 t=0.8 山高166
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300

300

Ａ

Ｂ

Ｃ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 100
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XA XB
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雪
止
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上平田ニュータウン改良住宅外壁等改修（建築主体）工事

増築部　耐火構造 （R階・2～4階）

鉄板補修
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上平田ニュータウン改良住宅外壁等改修（建築主体）工事
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上平田ニュータウン改良住宅外壁等改修（建築主体）工事
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平面詳細図
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XA XA

既設スチール手摺一部撤去・モルタル笠木撤去・更新
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EVホール
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1,520 670

XB XB
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ｽｸﾘｰﾝ

既
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側
溝

側
溝
更
新

側
溝

更
新

既存部分は主要構造部を耐火構造で住戸部分を100㎡以内に区画し、

廊下及び階段を外部として令122条ただし書きを適用している。

今回、昇降路部分を区画して増築することで既存部分に避難上の恐れが

令122条について

外部廊下の避難者の流動が悪くなり、さらに階段の位置関係から階段

また、外部廊下と階段の相互間は、特定防火設備を設置してしまうと

新たに発生しないことから、同様に避難階段を設置免除とする。

避難に支障が発生することから区画しない。

１階　EV棟　平面詳細図 　1：50 　1：50２～５階　EV棟　平面詳細図

既設RC階段

ウレタン防水改修
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防水

（1550ｘ2440以上）

上平田ニュータウン改良住宅外壁等改修（建築主体）工事
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吹付けロックウール　ｔ＝25
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※部材断面寸法は構造図を正とする。

新設鋼管杭新設鋼管杭 新設鋼管杭新設鋼管杭
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ケイカル板

随時閉鎖式
防火戸

800

ケイカル板

EP塗装

EP塗装

ケイカル板

掲示板

1
,
8
0
0

ケイ酸カルシウム板　ｔ＝6

ＥＰ塗装

ケイ酸カルシウム板　ｔ＝6

ＥＰ塗装

Y1

Y1

上平田ニュータウン改良住宅外壁等改修（建築主体）工事
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1/50建具表

EV

Y1

Y2

XA XB

１Ｆキープラン図

ＡＤ-１

Ａ
Ｄ

-
２

Y1

Y2

XA XB

ＡＷ-１

２～５Ｆキープラン図

16

EV

EVﾎｰﾙ

ＳＤ-１

EVﾎｰﾙ

EV出入口 EV出入口

無
付属金物一式

既製色
透明網入りガラス　6.8㎜
非塩ビ系化粧鋼板
エレベーター出入り口

5ヶ所（ＥＶ工事）小枠三方枠

無
付属金物一式

ＳＤ-１ （随時閉鎖式）

溶融亜鉛メッキ鋼板

既製色（焼付塗装）

4ヶ所

煙感知器連動特定防火設備　　CAS-0257

戸袋付遮煙防火ドア

9
0
0

640

レバーハンドル大型把手
2
,
0
0
0

2,000

2
,
0
0
0

780

無無無防火設備

透明単板ガラス・アルミパネル

網戸無網戸無
無無

既製色（シルバー）既製色（シルバー）既製色（シルバー）
透明単板ガラス透明単板ガラス・アルミパネルガラス

縦滑り出し窓開き戸引き違い戸
アルミアルミ

4ヶ所2～5階　EVホールAW-11F出入り口AD-21F出入り口AD-1

付属金物一式

アルミ

鍵
付属金物一式
無

1ヶ所

形　式

金　物
仕　上

材　質

姿　図

記　号 1ヶ所

付属金物一式
無

1ヶ所（防火／防煙スクリーン）

耐火クロス製 防火／防煙スクリーン

既製色　　（避難口マーク付）

特定防火設備　　CAS-0462

付属金物一式　、自動閉鎖装置

防火設備

SC-1

樹脂コーティングシリカクロス,露出納まりケース

800

H
=
2
0
0
0

W=1250

250

1
2
0
0 2
0
0
0

有効巾

あける あける

あける あける

H
 2

00
0

2
27

159.8

43

防災信号: DC24v 0.37A

ＥＸＩＴ
非常口

ＳＣ-１

渡り廊下

ドアクローザー

上平田ニュータウン改良住宅外壁等改修（建築主体）工事
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4
7

6
4

1
4
1
3
0

12

86

85

60Ｄ：600

22

4
0
.
5 2
ﾟ
以

上

コーキング

Ｍ10×65Ｌ 六角ボルト

Ｍ10ボルト・ナット
補強アングル

座金φ40×3.2ｔ

補強アングル
2L-65*65-6

庇下端 GL+2400

アルミ庇

参考：アルフィン　AD-2

雑詳細図
17

外壁　出隅部既存北側階段手すり

手すり撤去

モ
ル
タ
ル
笠
木
補
修

SO
P塗

装

手すり改修　φ40

モ
ル

タ
ル

笠
木 RC壁撤去

1,350

外壁　基礎部

2層式ウレタンガスケット(T10T)

シーリング
RW等

シーリング

7
5

590 15～20
605～61010

1
5
～

20
5
90

6
0
5～

6
1
0

15～
20

Zクリップ

L-50×50×6

L-50×50×6

75

(45度コーナーは下向きZクリップも溶接)

2層式ウレタンガスケット 

2層式ウレタンガスケット(T10T)

1
5

15

Zクリップ

60

10

2層式ウレタンガスケット(T10T)(通し)

L-50×50×6(通し)

L-50×50×6,L=100,@600

硬質パッキング

シーリング

シーリング

水抜きパイプ

外水切

30 90

120

各階サイン

材質　　　：本体（アクリル）プレート（ＳＵＳ３０４）

仕上　　　：プレート（ＨＬ）

色　　　　：本体　（黒）

文字高　　：数字　１の場合の１５０ｍｍを基準（Ｆは１０５ｍｍ）

字体　　　：タイムズボールド（１～５，Ｆ）

床　EXP.J　平面床　EXP.J　断面 渡り廊下　床断面

参考：（株）シマブン　GSE-L1200-D

10

82

3 2 72 2 3

8
2

Ａ’

Ａ

1180

3 1.5 1171 3

2
3

50 360 360 360 50

1.5

ノンスリップ

1818

5.5

Ａ－Ａ’断面図

30 30

2
3

上フタ

Ｌアングル枠

グレーチング
排水パイプ　VP25

7
5

１台

屋内掲示板

参考：神栄ホームクリエイト　SMS-1031

1,200

9
0
0アルミフレーム掲示板

H900ｘW1200ｘD25

100 20

60

10

[-200×90

90

PL-6のウエSUS製CPL-3.2貼り

300

90x90x10

EXP.J

10

1
5
0

60 90

▼
[
-
2
0
0
×

9
0

手すり

1
5

▼
Ｐ

Ｌ
端

部

1
,
3
0
0

ボルト
天端フラット

510

▼
Ｐ

Ｌ
端

部

SUS　M12

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

手すり

50

ウレタン防水CPL-3.2貼り

50

PL-6のウエSUS製CPL-3.2貼り

7
5

鋼
板

曲
げ

加
工

□ -40ｘ40

手すり柱

▼ＦＬ

樹脂アンカー　4-M12

L-50*50*4

＠500

1
0

スチール手すり

1
0
0

1
,
0
0
0

1
,
1
0
0

100

外壁固定

SOP塗装

1/10 1/20 1/5 1/10

1/10 1/10 1/10 1/10

1/20 1/201/10

1/10
1/20

５セット １台

bolt M12

bolt M12

φ13＠100

EV側階段側

□-40ｘ40ｘ1.6（R付）

雨樋　PL-3.2　竪樋VP50

W470

SUSM12ボルト

上平田ニュータウン改良住宅外壁等改修（建築主体）工事
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上平田ニュータウン改良住宅外壁等改修（建築主体）工事

Ｎｏ ．１

乗用

６００ ｋ ｇ

６０  ｍ／ｍｉ ｎ

交流インバータ制御方式（ 回生無）

乗合全自動方式

１０５０  ｍｍ

ＡＣ－ ３．７  ｋ W

８００  ｍｍ

２枚戸片開き（ 電動式）

有（ Ｐ波＋Ｓ波感知器（ ３段検知） リスタート機能付）

無

無

有

Ａ１４

２４Ｖ同時通話インターホン

（  ９  人）

（  ＳＲＴ ９－２Ｓ６０  )　トランク付　車いす仕様

２００ Ｖ ５０  Ｈｚ

５０  Ｈｚ１００  Ｖ

Ｘ  １５２０  ｍｍ Ｘ  ２３００  ｍｍ

Ｘ  ２０００ ｍｍ

５  ヶ所（  １～５Ｆ Ｌ  ） 1 方向

（  ギヤレス ）

号機名（ 台数）

積載量（ 定員）

速度

制御方式

操作方式

停止ヶ所・ 出入口方向

かご内法（ Ｗｘ Ｄｘ Ｈ）

出入口寸法（ Ｗｘ Ｈ）

ドア方式

電動機出力

電源 動力

照明

管制運転 地震時

火災時

自家発時

停電時自動着床装置

耐震クラス

かご内連絡装置

（ １台）

エレベーター仕様

三相３線

単相

浸水時／冠水時 有　全自動形（ ピット浸水時）

様
仕
略
概

基本仕様

及び

標準装備仕様

ローラーガイド（ かご、おもり）

照明・ 換気装置自動休止機能

長周期地震対策

２Ｄ多光軸（ マルチビーム） ドアセフティ

反転時呼び一括キャンセル機能

戸開放時間自動設定

行先階取消し機能

気配りアナウンス機能

戸開走行保護装置

しきい間すきまレス

広角ミラー付操作盤

（ トランク　 ９５０ｍｍ　Ｘ 　４８０ｍｍ　 Ｘ 　１２００ｍｍ）

全階 抗菌凸矢印ボタン（ ＳＩ ＡＡ認証）ボタン乗場

インジケータ

ボタン

全階 デジタル階床表示式インジケータ

全階 板曲げ　ステンレス製ヘアライン仕上　（ 一部樹脂製）フェースプレート

全階 大枠・ 全傾斜　鋼板製単色塗装仕上三方枠

全階 鋼板製単色塗装仕上ドア

全階 硬質アルミ製敷居

全階 網入ガラス（ ｔ ６．８） （ Ｊ Ｉ Ｓ　Ｒ３２０４） とフロートガラス

（ ｔ ３．０） （ Ｊ Ｉ Ｓ　Ｒ３２０２） を合わせたもの・ ［ ドア面と面一］

防犯窓

様
仕
場
乗

［ ＳＴＤ－１Ｌ ］ アルミフレーム導光板Ｌ ＥＤ照明天井照明

網入ガラス（ ｔ ６．８） （ Ｊ Ｉ Ｓ　Ｒ３２０４） とフロートガラス

（ ｔ ３．０ ） （ Ｊ Ｉ Ｓ　Ｒ３２０２） を合わせたもの・ ［ ドア面と面一］

防犯窓

抗菌凸文字ボタン（ ＳＩ ＡＡ認証）ボタン操作盤

ドットデジタルインジケータ

標準（ 広角ミラー付） 　ステンレス製ヘアライン仕上フェースプレート

ファン換気装置

ステンレス製ヘアライン仕上リターンパネル

ステンレス製ヘアライン仕上出入口柱

化粧鋼板ドア

化粧鋼板幕板

化粧鋼板側板

化粧鋼板幅木

ビニタイル　（ ｔ ２）床

硬質アルミ製敷居

様
仕
ご
か

（  ＦＢ ）

特記事項 ・ スタンダード天井

・ 非常呼びボタン応答灯付

・ 機械式ドアセフティ （ 片側）

・ ＢＧＭスピーカー付

・ 磁石式保護マット （ 分割形） （ Ｈ１８００） 付

・ 床マット付

・ 防犯窓（ 標準サイズ（ 網入り面一） 付

・ 乗場インジケータボタン、ブザー、リセットボタン付（ ３，５Ｆ ）

・ 視覚障がい者対応

　（ 音声案内装置、点字銘板）

・ 車いす仕様一式

　専用乗場ボタン（ 乗場インジケータボタン組込）

　かご内専用（ 主・ 副） 操作盤（ ステンレス製ヘアライン仕上）

　かご内鏡（ ステンレス製３分割）

　かご内手摺（ ステンレス製ユニバーサル手摺、２方向）

　荷摺（ ステンレス製ヘアライン仕上、一体形スタッド止め、Ｈ３００）

　戸開放時間（ １０秒）

　点字銘板

・ インターホンボックス（ 壁掛形、ステンレス製ヘアライン仕上、１個）

・ 高調波対策

0149058 V. 17. 6

積込み荷重制限 荷重条件

重量物の積込みは、一回当り荷重条件以下で積込み下さい。

※フォークリフトの使用はできません。

250kg　 （ 4輪台車を使用するものとし、台車の重量を含む）

・ ピット内防水工事、及びピットが深い場合の埋戻し工事

・ 乗場戸に近接して設ける防火シャッター等の防火区画工事

・ 昇降路内機器取付用ファスナー、ビーム、柱等の設置工事

・ ピット点検用コンセントの設備工事（ 照明用ＡＣ100Ｖとは別系統とする）

[２ ] 電気関係

・ 昇降路内頂部の煙感知器設置工事（ 昇降路外部から保守点検できる構造）

・ 昇降路天井フック又はトロリービーム設置工事（ 安全率５を確保する）

・ 乗場関係機器取付用鋼材の設置工事

　（ 昇降路制御盤から外部取付位置まで）
・ 昇降路制御盤までのインターホン用及び監視用配管・ 配線工事

・ 昇降路制御盤までの動力電源・ 照明電源・ 接地線の引込工事

・ 各階乗場出入口周り（ 押ボタン用穴を含む） の穴明工事

・ 乗場関係機器取付後の出入口周りの壁及び床仕上工事、耐火処理工事

[１] 建築関係
エレベーター除外工事

・ 昇降路制御盤までの火災信号用の配管・ 配線工事

・ 昇降路の壁または囲いは隙間無きものとする

・ 外部からの影響により、昇降路内の温度が４０℃を超える場合は

　照明用は±５％以内とし、動力用の電圧不平衡率を５％以内

　施工ください　（ コンクリート強度は２１Ｎ/ｍ㎡以上とする）

[３ ] 確認事項

・ 受電電圧の変動は、受電端において動力用は±１０％以内、

・ 昇降路内法はピットから昇降路頂部までの昇降路全域にわたり

・ 昇降路壁・ 床等は、機器取付や反力等に充分な強度を有する構造で

・ 電源引込み計画時は、エレベーター側と協議してください

・ 昇降路内に他用途の配管・ ダクト等が露出しないようにしてく ださい

　換気設備を設けてく ださい

　としてく ださい

・ 台車などで搬出入可能な荷重は台車を含む荷重となります

　（ 突出する場合は、エレベーター機器と干渉する恐れがあるため

・ 昇降路内法の内部に建築金物等（ ＡＬＣクリップ等） が突出しないよう

　  エレベーター側と協議してく ださい）

・ 昇降路制御盤までのかご内防犯カメラ用の配管・ 配線工事

・ 昇降路制御盤までのかご内放送スピーカー用の配管・ 配線工事

　15ｍｍを超える変形及び塑性変形が生じない構造とする）

（ 昇降路壁は5ｃ ㎡辺り300Nの外力が作用した時に

・ ピット床下部使用の場合の建築対策工事

・ 通過階がある場合の昇降路救出口の設置工事（ Ｗ750ｘ Ｈ1200以上）

・ 昇降路内建築構造梁の耐火被覆工事

・ ピットに段差がある場合、転落防止柵又は壁の設置工事

・ 開放廊下などの外気と接する乗場雨水よけ対策工事

・ その他建築に関する工事

　（ つなぎ込み工事含む）

・ 昇降路制御盤までの故障接点支給用の配管・ 配線工事

・ エレベーターと防火シャッター等の連動を要する場合は、接点信号の

　確保して施工ください

・ 雨水対策として強風雨時、乗場機器や昇降路内へ雨水が
　浸入しない様以下の対策をお願いします

　　　 ･乗場前面又は側面に雨除け用スクリーンの設置

　　　 ･乗場前面床の水勾配または排水溝の設置

・ 昇降路壁には、設備配管等を埋込まないでく ださい

　（ 建築基準法施行令第129条の2の4第1項第3号）

・ エレベーターから発生する高調波漏洩電流と高調波ノイズにより

・ 換気設備を設置する場合は昇降路外部から保守可能な位置構造とし

　設置環境により雨水等の防水対策を実施してく ださい

・ エレベーターの保守・ 点検・ 緊急対応のため、外部階段から最上階の

　エレベーターホールへアクセス出来る経路を確保してく ださい

　また、個人宅や占有部、鍵が必要な場所を経由しないように

　他設備が影響を受ける恐れがあるため以下の対策をお薦めします

　･エレベーター動力と通信機器やＯＡ機器等弱電機器の電源線

　　通信線を1ｍ以上分離する

　 ･エレベーターを含む動力の電源トランスと通信機器やＯＡ機器等

　　弱電機器の電源トランスを分離する

　　 （ エレベーター照明用電源は弱電機器トランスと分離不要）

　 ･エレベーターを含む機器アース線と通信機器やＯＡ機器等

　　弱電機器のアース線の分離配線と設置線の分離をする

　施工ください

・ 昇降路の壁または囲いは隙間無きものとする

・ 各階乗場出入口枠周辺のモルタル又はロックウール詰め工事

・ 昇降路制御盤までの遠隔監視保守システム用配管・ 電話線工事

　配管・ 配線の引込工事

　してく ださい

４ ｋ ＶＡ

１．５ ｋ ＶＡ

２６．８ Ａ

５．５ ８ １４

６１ ９４ １６２

１００  Ｖ

２００  Ｖ

３０  Ａ

２

φ ０．９  ×

φ １９ 配管 ・ 電話線 １  Ｐ

１０  本

１ ｋ ＶＡ／台

Ｎｏ ．１

電源設備

（ １台１回線）

号機名

電源設備容量 動力

照明

最大電流

動力線サイズ（ ｍｍ ）
２

最大引込み距離（ ｍ）

建屋側ＭＣＣＢ

接地線最小サイズ ｍｍ
２

インターホン用配線

電話用配管・ 配線

ピットコンセント容量

（ 低圧）

【 エレベーター遠隔監視メンテナンス】
※ このエレベーターは、遠隔監視メンテナンス契約可能対応機種です。
※ 遠隔監視メンテナンスでは、エレベーターの遠隔診断・ 遠隔監視が可能です。
※上記サービスに必要な機器は、保守会社との遠隔監視メンテナンス契約時に貸与されます。

用途（参考型番・形式）

昇降機設備図（１）
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設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録お(2204）第1003号 　管理建築士 Ａ
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19

上平田ニュータウン改良住宅外壁等改修（建築主体）工事

1 :  30

昇降路平面図（ １Ｆ Ｌ ）

1 :  30

昇降路平面図（ ２～４Ｆ Ｌ ）

1 :  30

昇降路平面図（ ５Ｆ Ｌ ）

鉄骨部材記号表　（ 建築工事）
部材記号 部材用途 部材サイズ

EPL12 ファスナープレート PL-12
EP15 レール支持柱 H-150x150x7x10
EP12 レール支持柱 H-125x125x6. 5x9
EL65B バックアングル取付材 L-65x65x6
EL65 三方枠取付材 L-65x65x6
EL10S 敷居取付材 L-100x100x10
EHST9 吊元（ 荷重9. 8kN用） t12（ φ75穴付）
EB12T-2 トロリービーム（ 荷重9. 8kN） H-125x125x6. 5x9
EB12T-1 トロリービーム（ 荷重19. 6kN） H-125x125x6. 5x9

XA XB

出入口幅 800
かご内法 1050

かご外法 1100
か
ご
内
法
 
1
5
2
0

か
ご
外
法
 
1
7
1
0

【 EP15】

【 EP15】

【 EP15】 【 EP12】

【 EP12】

【 EL65】【 EL65】

ピット点検用コンセント （ 電気工事）

Ｔ ．Ｃ保護金網 （ エレベーター工事）

XA XB

出入口幅 800
かご外法 1100

か
ご
外
法
 
1
7
1
0 【 EPL12】

【 EPL12】

【 EPL12】

【 EL65】【 EL65】

XA XB

出入口幅 800
かご外法 1100

か
ご
外
法
 
1
7
1
0 【 EP15】

【 EP15】

【 EP15】

【 EP15】

【 EP12】

【 EP12】

【 EB12T-2】

【 EB12T-1】

【 EB12T-1】

【 EHST9】 【 EHST9】

引出長さ ３  m最上停止階ＦＬ－ １３５０  mm

引出長さ ３  m

（ 建築工事）天井フック

・ 荷重：

・ 動力・ 照明、接地線

・ インターホン配線、電話線

（ 電気工事）

電源引込み（ 受電盤への接続） （ 電気工事）

９．８  kN

耐火被覆厚： ４５ｍｍ（ ２Ｆ ）

ピット部取付
地震感知器 （ Ｐ波＋Ｓ波）

最上停止階ＦＬ－ ６５０ mm

配線引込み

３ ． ７ ０  ｋ Ｎ

１ ． ９ ０  ｋ Ｎ

３ ． ８ ０  ｋ Ｎ

２ ． ６ ０  ｋ Ｎ

５ ． ７ ０  ｋ Ｎ

２ ． ９ ０  ｋ Ｎ

８ ． ５ ０  ｋ Ｎ

５ ． ６ ０  ｋ Ｎ

Ｎ ｏ ． １レール反力リスト （ 地震時作用荷重）

かご側 Ｐ ｘ

一般階 Ｐ ｙ

かご側 Ｐ ｘ

最上階 Ｐ ｙ

おもり側 Ｐ ｘ

一般階 Ｐ ｙ

おもり側 Ｐ ｘ

最上階 Ｐ ｙ

上記　 荷重による柱及び梁のたわみは５ ｍｍ以下となるよう選定下さい。

Ｐ ｘ

Ｐ
ｙ

2085 1465

1800 950

350 200

1080 1650 610

105 3340 105

3550

280 280

115

2990

8
5
5

1
0

1
2
0

5
0

4
4
9
0

1
4
8

135 135

1
8
7
0

60

60

1
0
0

2
1 2
16

梁幅

梁
幅

2
0
0

2085 1465

1800 950

350 200

1155 1650 685

30 3490 30

3550

280 280

115

2990

8
5
5

1
0

1
2
0

5
0

1
4
8

60 60

1
8
7
0

1
0
0

2
1

2
1 6

2085 1465

1800 950

350 200

1155 1650 685

30 3490 30

3550

280 280

115

2990

8
5
5

2
0
4
5

1
0

1
4
5

1
2
0

3
5
5

5
0 1
4
8

6
0

60 60

1
8
7
0

1
0
0

2
1

2
1 6

9
0

3
3
5

1
0
5

2
8
0

1
3
5

6
0

830 1800 360

2
8
0

3
0

3
0
0
0

2
9
2
0 2
5
6
5

4
5
9
0

5
8
0

1
3
0

3
7
0

3
0

2
8
0

6
0

4
5
9
0

3
0
0
0

2
9
2
0 2
5
5
0

2
1
4
5

5
8
0
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0
0
0

2
8
4
5

2
1
4
5
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鉄骨部材記号表　 （ 建築工事）

部材記号 部材用途 部材サイズ

EPL12 ファスナープレート PL-12

EP15 レール支持柱 H-150x150x7x10

EP12 レール支持柱 H-125x125x6. 5x9

EL65B バッ クアングル取付材 L-65x65x6

EL65 三方枠取付材 L-65x65x6

EL10S 敷居取付材 L-100x100x10

EHST9 吊元（ 荷重9. 8kN用） t12（ φ75穴付）

EB12T-2 ト ロリービーム（ 荷重9. 8kN） H-125x125x6. 5x9

EB12T-1 ト ロリービーム（ 荷重19. 6kN） H-125x125x6. 5x9

1
F
L

3
F
L

R
F
L

2
F
L

5
F
L

4
F
L

G
L

出入口高さ  2000

42003010303029803592

ピ ッ ト  1250昇降行程 13220オーバーヘッ ド  3200

昇降路全高 17670

150

2330

ト ッ プ ク リ ア ラ ンス

293

敷
居
間
す
き
間
 
2
5

か
ご
の
床
先
と
壁
と
の
す
き
間
 
2
5

（
電
気
工
事
）

ピ
ッ
ト
点
検
用
コ
ン
セ
ン
ト

※
点
検
用
タ
ラ
ッ
プ
は
ピ
ッ
ト
に
保
管

（
建
築
工
事
）

ト
ロ
リ
ー
ビ
ー
ム
（
荷
重
1
9
.
6
k
N
）

ト
ロ
リ
ー
ビ
ー
ム

【
E
P
1
2
】

【
E
P
1
2
】

【
E
P
L
1
2
】

【
E
P
L
1
2
】

【
E
P
L
1
2
】

【
E
P
1
2
】

【
E
P
1
2
】

【
E
B
1
2
T
-
1
】

【
E
B
1
2
T
-
1
】

【
E
B
1
2
T
-
2
】

【
E
H
S
T
9
】

フ
ェ
ッ
シ
ャ
ー
プ
レ
ー
ト
付

（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
工
事
）

392

すき間50以上

E
L
V

（
F
L
±
0
）

E
L
V

（
F
L
±
0
）

E
L
V

（
F
L
±
0
）

E
L
V

（
F
L
±
0
）

E
L
V

（
F
L
±
0
）

６ ４ ． ４ ０  ｋ Ｎ

５ ３ ． ０ ０  ｋ Ｎ

６ ５ ． ８ ０  ｋ Ｎ

Ｎ ｏ ． １

ピッ ト 反力

ピッ ト 衝撃荷重 かご側

Ｃ／Ｗ側

施錠装置付点検扉

1. 5mm以上の鋼板製（ 電気工事）

昇降路頂部に煙感知器を設置する場合は

外部に引き出した状態で点検可能な構造

とする。

屋外の場合は、 防水形点検扉とする。

煙感知器

（ 電気工事）

昇降路頂部

リ ミ ッ ト スイッ チ付（ エレベーター工事）

煙感知器詳細

6
0
0
以
内

点検ボックスは下記エレベーター昇降路専用品として下さい。

・ ホーチキ

・ 能美防災

・ ニッ タン

・ パナソニック

（ KUS-1C（ W） ）

（ FXS J001A-HU）

（ NI D-T-G）

（ BV95351+BV95381H）

製品の型番は、 仕様変更などで変更・ 廃止されている場合があります

（
建

築
工

事
）

ピ
ッ

ト
内

塗
布

防
水

仕
上

 
1
 
:
 
5
0

昇
降
路
縦
断
面
図

昇降機設備図（３）
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鉄骨部材記号表　（建築工事）意匠図用

部材記号 部材用途 部材サイズ

EL65B バッ クアングル取付材 L-65x65x6

EL65 三方枠取付材 L-65x65x6

EL10S 敷居取付材 L-100x100x10

防犯窓

1
1
0
0

7
0
0

出
入
口
高
さ
 
2
0
0
0

1
2
0
0

200

250

2990

1520出入口幅 800670

ブザー、 リセッ ト ボタン付

（ ３ ， ５ Ｆ ）

1FL

3FL

2FL

50

床仕上面

（ エレベーター工事）

シルブラケッ ト

50

床仕上面

（ エレベーター工事）

シルブラケッ ト

50

床仕上面

（ エレベーター工事）

シルブラケッ ト

ELV

（ FL±0）, 4FL

ELV

（ FL±0）

ELV

（ FL±0）

【 EL65B】

【 EL65】

【 EL65】

【 EL10S】

【 EL65】

【 EL65】

【 EL65B】

【 EL10S】

【 EL65B】

【 EL65】

【 EL65】

56

56

56

1870

1870

1870

1FL

3FL

2FL

7
7
7

1
7
1

（
　
）

壁
開
口
高
さ
 
2
0
7
0

12060

壁開口幅 1000

2
4
0
0

30 320

1350

570 1420

2990

8
0
5

3
0

壁
開
口
高
さ
 
2
0
7
0

150

壁開口幅 1000

2
4
0
0

30 320

1350

φ50

7
7
7

1
7
1

3
0

壁
開
口
高
さ
 
2
0
7
011080

壁開口幅 1000

2
4
0
0

30 320

1350

【 EL65】【 EL65】

【 EL65】

【 EL65B】

【 EL65】【 EL65】

【 EL65】

【 EL65B】

【 EL65】【 EL65】

【 EL65】

【 EL65B】

570 1420

570 1420

ELV

（ FL±0）, 4FL

ELV

（ FL±0）

ELV

（ FL±0）

5FL

2990

7
5
2

9
8
4

3
0

壁
開
口
高
さ
 
2
0
7
0

11080

壁開口幅 1000

2
4
0
0

30 320

1350

【 EL65】【 EL65】

【 EL65】

【 EL65B】

570 1420

ELV

（ FL±0） 5FL

50

床仕上面

（ エレベーター工事）

シルブラケッ ト

1870

ELV

（ FL±0）

【 EL65B】

【 EL65】

【 EL65】

【 EL10S】

56

（ エレベーター工事）

（ エレベーター工事）

（ エレベーター工事）

断面図

1 :  301 :  30

出入口壁穴明図

出入口正面図

1 :  30

断面図

1 : 30

出入口壁穴明図

1 : 30

XB XA
Y2

XB XA

Y2XAXB

1/30
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床
面

よ
り

 1
20

0

床
面

よ
り

 9
00

3
0
0

16
1

1
01

0

1
00

6
2

2

90

96.7

51
4

7
0

1
6
5

6
5

7
0

1
2
6

３ＦＬ

6719.3

1
65

4
1

ボックス

5
49

20
0

10
0

16
1

５ＦＬ

10019.3 10 16
97

8
1
6

8
5

8
0

8
0

3
0
0

16
1

8
0
0

7
9
6

2
2

90

96.7

65

2
7

2
2
3
.5

88
.
5

20
0

10
0

9
5

66
１ＦＬ

（パーキング付）

6719.3

1
65

4
1

ボックス

3
0
4

7
0

1
6
5

6
5

7
0

1
2
6

２，４ＦＬ

6719.3

φ
 3

8

66

配線管

乗場インジケータボタン

プレート ステンレス製ヘアライン仕上（長手方向ヘアライン）

上下プレート 樹脂製（オフブラック）

表示部 樹脂製（スモーク）

方向灯 点灯時［アンバー色（山吹色）］，［ＬＥＤ、ドット式］

位置灯 点灯時［アンバー色（山吹色）］，［ＬＥＤデジタル、ドット式］

警報ブザー 電子式

ブザー停止ボタン 抗菌仕様

樹脂製（黒色），文字（乳白色），枠［白色（ライトグレー）］

呼ボタン 抗菌仕様

樹脂製（黒色），矢印、凸矢印（乳白色），枠［白色（ライトグレー）］

応答時［アンバー色（山吹色）、矢印、凸矢印点灯］，［ＬＥＤ］

シンボルマーク 銘板貼付　地色（青色），絵文字（銀色）

パーキングスイッチ キースイッチ

点字銘板 ステンレス製

１．実際の版下文字とは、図形文字の為若干異なる。

２．文字詳細は、文字書体集での確認による。

（メンテナンス階）
ブラケット取付台座ボックス

ＢＯＸ 55 ＢＯＸ 55 ＢＯＸ 75

停止
ブザー

停止
ブザー

カイ

カイ

カイ

カイ

ウエ

カイ

ウエ

カイ

ウエ

シタ

シタ

ウエウエ

シタ

ウエ

シタ

シタ

カイ

シタ

カイ

1/5
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昇降機設備図（５）



日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録お(2204）第1003号 　管理建築士 Ａ

R2 9 1
上平田ニュータウン改良住宅外壁等改修（建築主体）工事

1/5

最
上

階
ボ

タ
ン

 
1
4
0
0

（主）
かご操作盤

1
1
0
0

7
0
0

200

Ａ

9
0

3
0
0

8
0
0

出
入

口
高

さ
　

2
0
0
0

天
井

高
さ

（
か

ご
室

高
さ

）
　

2
3
0
0

1
2
0
0

1
0
0
0 1
2
6
0

7
4
0

600

4
0
0

8
1
0

279

42

279

（錠側扉の裏面に貼付）
銘板

正面図 側面図 背面図

165 かご内法　1520

かご外法　1710

480 25

480

2190

9
5
0

出
入

口
幅

　
8
0
0

1
0

2
4
0

か
ご

内
法

　
1
0
5
0

2
5

2
5

か
ご

外
法

　
1
1
0
0

（主）専用操作盤

（副）専用操作盤

天井 ［照明部］アルミフレーム導光板ＬＥＤ照明

［天井部］化粧鋼板

照明 ＬＥＤ

停電灯 ＬＥＤ（兼用）

出入口柱 ステンレス製ヘアライン仕上

リターンパネル ステンレス製ヘアライン仕上

かご扉 化粧鋼板

防犯窓 網入ガラス（ｔ６．８）（ＪＩＳ　Ｒ３２０４）とフロートガラス

（ｔ３．０）（ＪＩＳ　Ｒ３２０２）を合わせたもの・［ドア面と面一］

側板 化粧鋼板

幕板 化粧鋼板

幅木 化粧鋼板

床 非塩ビ系タイル（ｔ２）

敷居 硬質アルミ製

換気方式 横流ファン

鏡 ステンレス製鏡面仕上

手摺 ステンレス製　端部：亜鉛ダイカストニッケルメッキサンドブラスト仕上

荷摺 ステンレス製ヘアライン仕上（ｔ２．０）

トランク扉 化粧鋼板［観音開き（鍵付）］

備考 側板保護マット付，多光軸ドアセフティー付，ＢＧＭスピーカー付

床マット付

9
0 床面

（１／２）［１／４］

60

床
面

よ
り

 
8
0
0

φ
38

（１／２）［１／４］

平面図

Ａ部詳細

手摺詳細
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昇降機設備図（６）



日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録お(2204）第1003号 　管理建築士 Ａ

R2 9 1
上平田ニュータウン改良住宅外壁等改修（建築主体）工事

1/5

最上階ボタン高さ 1400

定格銘板文字

シ
　

メ

1
7
0

15 3 24

ア
　

ケ

75 100 200 220 255

250 375 100 850 270 455

2300

5
3
.
5

231 100 69

83 107 120 90

1
4
7

3
5
0

2
8
2

8
0

床
面

よ
り

 
1
0
0
0

2
9
3

3
2

1
2
3

5
3

82

190 70 95 45 1.5

400

231 100 69

83 107 210

1
4
7

3
5
0

2
8
2

8
0

床
面

よ
り

 
1
0
0
0

2
9
3

3
2

1
2
3

5
3

82

190 70 95 45 1.5

400

（副）専用操作盤

（主）専用操作盤

（主）かご操作盤

浸
水

火
災

停
電

地
震

名
９乗

　
用

６
０

０

用
　

途
定

　
員

積
　

載
ｋ

ｇ

ヒ
ジ

ョ
ー

非
常

の
と

き
に
押

し
続

け
て

く
だ
さ

い
。

呼
出

し
中

は
点
灯

、
応

答
時

は
点
滅

し
ま

す
。

閉
じ

か
け

た
ド
ア

を
開

け
た

い
と
き

に

す
ぐ

に
ド

ア
を
閉

め
た

い
と

き
に
押

し

小
さ

な
お

子
様
に

は
必

ず
保

護
者
の

方

乗
り

過
ぎ

の
と
き

に
は

ブ
ザ

ー
が
な

り

ま
す

。
最

後
の
方

は
降

り
て

く
だ
さ

い
。

エ
レ

ベ
ー

タ
ー
内

は
禁

煙
で

す
。

が
付

き
添

っ
て
ご

利
用

く
だ

さ
い
。

ご
協

力
く

だ
さ
い

。

押
し

て
く

だ
さ
い

。

て
く

だ
さ

い
。

非
常

の
と
き

に
押
し

続
け

て
く

だ
さ
い

。

呼
出
し

中
は
点

灯
、

応
答

時
は
点

滅
し

ま
す

。

非常のときに押し続けてください。

呼出し中は点灯、応答時は点滅します。

ヒジョー

ア　ケ シ　メ

1 2 3

4 5

ヒジョー

呼出し中は点灯、応答時は点滅します。

非常のときに押し続けてください。

ア　ケ シ　メ

1 2 3

54

（主）かご操作盤

表示部 樹脂製（スモーク）

方向灯 点灯時［アンバー色（山吹色）］，［ＬＥＤ、ドット式］

位置灯 点灯時［アンバー色（山吹色）］，［ＬＥＤデジタル、ドット式］

表示灯 点灯時（赤色），［ＬＥＤ］

定格文字 文字（白色）

連絡装置 インターホン（同時通話式）

非常呼ボタン 抗菌仕様

樹脂製（黒色），絵文字、凸絵文字（乳白色），文字（白色），縁付枠（黄色）

応答時［アンバー色（山吹色）、絵文字、凸絵文字点滅］

呼出中［絵文字、凸絵文字点灯］，［ＬＥＤ］

非常呼ボタン銘板 ＳＵＳ調アルマイト印刷（貼付銘板）文字（黒色）

行先階ボタン 抗菌仕様

樹脂製（黒色），文字、凸文字（乳白色），枠［白色（ライトグレー）］

応答時［アンバー色（山吹色）、文字、凸文字点灯］，［ＬＥＤ］

戸開ボタン 抗菌仕様

樹脂製（黒色），絵文字、凸絵文字（乳白色），文字（白色），枠（緑色）

応答時［アンバー色（山吹色）、絵文字、凸絵文字点灯］，［ＬＥＤ］

戸閉ボタン 抗菌仕様

樹脂製（黒色），絵文字、凸絵文字（乳白色），文字（白色）

枠［白色（ライトグレー）］

応答時［アンバー色（山吹色）、絵文字、凸絵文字点灯］，［ＬＥＤ］

点字銘板 ステンレス製

上部プレート ステンレス製ヘアライン仕上（長手方向ヘアライン）

インターホンプレート 広角ミラー　樹脂鏡面仕上

操作プレート ステンレス製ヘアライン仕上（長手方向ヘアライン）

スイッチボックスプレートステンレス製ヘアライン仕上（長手方向ヘアライン）

説明文 ＳＵＳ調アルマイト印刷（貼付銘板）文字（黒色）

下部プレート ステンレス製ヘアライン仕上（長手方向ヘアライン）

（主・副）専用操作盤

表示部 樹脂製（スモーク）

方向灯 点灯時［アンバー色（山吹色）］，［ＬＥＤ、ドット式］

位置灯 点灯時［アンバー色（山吹色）］，［ＬＥＤデジタル、ドット式］

連絡装置 インターホン（同時通話式）

非常呼ボタン 抗菌仕様

樹脂製（黒色），絵文字、凸絵文字（乳白色），文字（白色），縁付枠（黄色）

応答時［アンバー色（山吹色）、絵文字、凸絵文字点滅］

呼出中［絵文字、凸絵文字点灯］，［ＬＥＤ］

非常呼ボタン銘板 ＳＵＳ調アルマイト印刷（貼付銘板）文字（黒色）

戸開ボタン 抗菌仕様

樹脂製（黒色），絵文字、凸絵文字（乳白色），文字（白色），枠（緑色）

応答時［アンバー色（山吹色）、絵文字、凸絵文字点灯］，［ＬＥＤ］

戸閉ボタン 抗菌仕様

樹脂製（黒色），絵文字、凸絵文字（乳白色），文字（白色）

枠［白色（ライトグレー）］

応答時［アンバー色（山吹色）、絵文字、凸絵文字点灯］，［ＬＥＤ］

行先階ボタン 抗菌仕様

樹脂製（黒色），文字、凸文字（乳白色），枠［白色（ライトグレー）］

応答時［アンバー色（山吹色）、文字、凸文字点灯］，［ＬＥＤ］

点字銘板 ステンレス製

シンボルマーク 銘板貼付　地色（青色），絵文字（銀色）

フェースプレート ステンレス製ヘアライン仕上（長手方向ヘアライン）

１．実際の版下文字とは、図形文字の為若干異なる。

２．文字詳細は、文字書体集での確認による。

用　途 乗　用

定　員 ９ 名

積　載 ６００ ｋｇ

定格銘板文字

エレベーター計画図（7）
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日

年

年
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月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録お(2204）第1003号 　管理建築士 Ａ

R2 9 1

外構図

階段

物置
既存建物

公衆電話
一次撤去・復旧

花壇

既存建物 増築建物

花壇

花壇撤去

ｽﾁｰﾙ柵撤去

既存建物

自転車置場

2,400

2
,
0
0
0

ピロティ

8 9 10

2,400

減築

既設Ｃｏ舗装撤去範囲

側溝更新
EV棟

Ｎ

新設土間Ｃｏ

折板屋根更新

4,200

コーン

(全箇所)
夜間点滅灯設置

迷惑看板

迷惑看板

誘導員

外構図　 S:1/150

6
0
0

5
0
0

500

880

1
,
0
0
0 1,200

1
,
2
0
0

1,735

歩道内花壇一部撤去

1/150

1/30～50

歩道切り下げ計画部
4,200

片面歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ（既存）

歩道切り下げ側面現況図　S：1/30

2
0
0

※釜石市の基準による。

砕石　RC-40mm以下　ｔ＝15㎝

180

歩道乗り入れ範囲断面詳細図　S：1/30

歩車道切下げﾌﾞﾛｯｸ　（新設）

良質土

4
0 3
0

1
5
0

1
5
0

砕石　Ｍ-40㎜以下　 t=15cm
密粒度Ａｓ（20）　ｔ＝4㎝

密粒度Ａｓ（13Ｆ）　ｔ＝3㎝

▼車道面5
0

1
0
0

1
0

1
0
0

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ(18-8-40) t=10cm
ﾓﾙﾀﾙ　t=1cm

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ又は切込砕石　t=10cm

1
0
0

600

歩車道切下げﾌﾞﾛｯｸ　（新設）

片面歩車道1本切下げﾌﾞﾛｯｸ（新設）

600

歩道切り下げ側面改修図　S：1/30

歩道切り下げ部　4,200
車両乗り入れ箇所　3,000

新設バリカー　S：1/30

φ42.7

R110

700

9
00

6
5
0

2
5
0

□300

□400

1
0
0

3
.2

2
5
3
.
2

▽G.L.

STK　溶融亜鉛めっき＋焼付塗装

本体：φ42.7×2.3

脱着用埋設管

埋設管本体：STKM　溶融亜鉛めっき

新設土間Ｃｏ断面図　S：1/30

1,200

1
3
0

1
5
0

1
5
0

箒引き
ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ　φ6-150ｘ150

1
,
1
7
0

1
1
0

110 15ｘ25＠110

既設スチール柵　S：1/30

995

2
1
0

25

1
4
0

1
3
0

40

140

材質：ＳＳ４００
処理：溶融亜鉛めっき

ＨＳＨＵ　１５２５

2,400 2,000

300 300 300
撤去

屋根更新

既存自転車置場改修図　S：1/50改修グレーチング断面図　S：1/30

スロープ

砕石転圧

上平田ニュータウン改良住宅外壁等改修（建築主体）工事

歩道切下げ工事

舗装改修

25

DP塗装改修

SOP塗装改修

屋根更新

SOP塗装改修

舗装更新

バリカ新設

側溝更新
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縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120
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（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録お(2204）第1003号 　管理建築士 Ａ

R2 9 1
上平田ニュータウン改良住宅外壁等改修（建築主体）工事

5,
3
0
0

7
,
00
0

1
2,
3
0
0

11,080 5,540

16,620

Ａ

Ｂ

Ｃ

階段階段

3,200 5,600 5,540 5,540 5,540 5,540 5,540 5,540 5,600 3,200

44,440

1 2 3 4 5 6 7 8 9

ピロティ
ピロティ

物置

物置

物置

自転車置場

自転車置場

保育室
保育室

ＷＣ

玄関ホール

※非火器使用室

調理室

調乳室
※非火器使用室

ポーチ

4
,
5
0
0

2
,
5
0
0

消火器

消火器

非常警報

誘導灯

玄関
誘導灯

誘導灯

1/150既存外構図
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Ⅹ

Ｙ

Ａ

ＢＤ 展開方向

Ｃ

Ｎ

Ａ

Ｂ

Ｃ

階段階段

ピロティ ピロティ

物置

物置

物置

3,200 5,600 5,540 5,490 5,590 5,540 5,165 5,915 5,600 3,200

44,440

5
,
3
0
0

7
,
0
0
0

1
2
,
3
0
0

既存建物

既存建物

既存建物

保育室
保育室

ＷＣ

玄関ホール

スロープ

※非火器使用室

調理室

調乳室
※非火器使用室

１階　平面図　 S:1/150

スロープ階段

ＵＰ

ＵＰ

花壇
花壇

花壇

既存建物

公衆電話
一次撤去・復旧

花壇

ポーチ

自転車置場

既存建物 増築建物

花壇

2,650 2,890 2,240 3,300

4
,
5
0
0

2
,
5
0
0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 100

EVﾎｰﾙ

９人用

Y2

XA

7,000既
存

擁
壁

既存ＲＣ階段

既存擁壁

消火器

消火器

非常警報

誘導灯

玄関
誘導灯

4,000

花壇撤去

バリカ新設

歩道
歩道切下げ工事

ｽﾁｰﾙ柵撤去

誘導灯

1,200

2
,
1
5
0

既存建物

自転車置場
減築

EV

3,550

XB

2,400

2
,
0
0
0

トランク付

Y1

3
,
0
0
0 5
,
1
5
0

日

日

年

年

月
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上平田ニュータウン改良住宅外壁等改修（建築主体）工事

外壁改修　１階平面図
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階段：床補修・ウレタン防水改修

階段：床補修・ウレタン防水改修

沈下補修 沈下補修

外周スチール柵塗装改修
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柵
塗
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修
範

囲

【別途工事】

【
別

途
工

事
】

土間ひび割れ補修 土間ひび割れ補修

天井：塗装改修天井：塗装改修
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外壁改修　２～Ｒ階平面図
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階段：床補修・ウレタン防水改修

階段：床補修・ウレタン防水改修

２階モルタル笠木補修

２階モルタル笠木補修

庇：ウレタン防水改修

庇・バルコニー：ウレタン防水改修

床：ウレタン防水改修

【別途工事】

【別途工事】

【別途工事】 【別途工事】

鉄板補修
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外壁改修立面図
29

アルミパネル既存のまま

外壁：下地処理のうえ可とう形外装薄塗り材Ｅ
竪樋鋼管塗装改修

外壁：下地処理のうえ可とう形外装薄塗り材Ｅ

アルミパネル既存のまま

竪樋鋼管塗装改修

スチールサッシ塗装改修（表）

既存サッシシール再充填

既存サッシシール再充填

外壁：下地処理のうえ可とう形外装薄塗り材Ｅ

外壁：下地処理のうえ可とう形外装薄塗り材Ｅ

ピロティ天井・壁：塗装改修 ピロティ天井・壁：塗装改修

外壁：下地処理のうえ可とう形外装薄塗り材Ｅ

足場完成後外壁調査のうえひび割れ・爆裂等の確認を行うこと。

モルタル笠木補修

モルタル笠木補修

スチール柵塗装改修：４個所

外壁：下地処理のうえ可とう形外装薄塗り材Ｅ

外壁：下地処理のうえ可とう形外装薄塗り材Ｅ

【別途工事】

【別途工事】
【別途工事】

【別途工事】

【別途工事】

【別途工事】

【別途工事】

【別途工事】

【別途工事】

【別途工事】

【別途工事】

【別途工事】
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ピロティ露出配管改修図 1/100
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(再塗装)既設ＰＢ４５０ｘ４５０ｘ３００

(再塗装)既設配管７５

(再塗装)既設配管７５

(共通再塗装)既設ＰＢ４５０ｘ４５０ｘ３００

(共通再塗装)既設配管３９

(再塗装)既設配管５１

工事内容

1.　屋外露出の給水管,排水管の既設保温材撤去、新設保温材更新

2.　屋外露出のガス管,油管を塗装更新

3.　外壁改修に伴う各機器の取外し・再取付・養生等は適宜行うこと。



□　高力ボルトの検査（検査結果は後日監理者に報告すること）

　　ただし､非構造部材の土間ｺﾝｸﾘｰﾄ･捨てｺﾝｸﾘｰﾄ･押えｺﾝｸﾘｰﾄ等は除外する。

　基礎･地中梁･柱型

適　用　箇　所 種　類
設計基準強度

cm

スランプ
備　考

Fc= 　N/mm2

　土間コンクリート

　捨てコンクリート

　比重γ=23kN/m3

　比重γ=23kN/m3

　比重γ=23kN/m3

　比重γ=23kN/m3

　比重γ=23kN/m3

調合管理強度

Fm= 　N/mm2

　■養生（□現場封かん　　　■現場水中　　　　□標準　　　　□　　　　　）

　■材齢（■ 28日   □ 56日　　　　　　 □　　　　　        □　　　　　）

　■AE減水材　　　　□高性能AE減水材　　□　　　　　　　　　□

　■水道水　　　　　■地下水　　　　　　□工業用水　　　　　□

　■砂利　　　　　　■砕石　　　　　　　□人工　　　　　　　□

　□砂　　　　　　　■山砂　　　　　　　□人工　　　　　　　□

　呼び強度を保証する材齢、養生

　混和材料の種類

　水の区分

　粗骨材の種類

　細骨材の種類

　押えコンクリート

（3）工事監理者が行う検査項目

（4）接合の溶接は下記によること

（5）接合部の検査

（6）防錆塗装

（7）耐火被覆の材料

日
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月
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Ｓ 1
ＮＳ構造特記仕様書

注）上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに○を記入する。

（基礎・杭の位置を明記すること）

10 20 30 40 50 60

　　○備考

（6）屋根、床、壁

（1）地盤調査資料と調査計画

（2）ボーリング標準貫入値、土質構成

（1）直接基礎

（2）地盤改良

（3）杭基礎

　3.　地　　盤

　4.　地業工事

　1.　建築物の構造内容

　5.　鉄筋コンクリート工事 （施工方法等計画書）

（1）コンクリート

（2）鉄　　筋

（3）型　　枠

　6.　鉄骨工事 （施工方法等計画書）

　7.　設備関係

　8.　その他

（5）ボルト

（4）鉄　骨

（□JIS A 5406)

□ A種　□ B種　□ C種　□ 100　□ 120 □ 150 □190 使用箇所（□　　　　　□　　　　　）

（2）コンクリートブロック

（3）鉄　筋

（レディーミクストコンクリート JIS Q 1001, JIS Q 1011, JIS A 5308)

　 2.　使用建築材料表・使用構造材料一覧表

（1）コンクリート

　■単位水量は185kg/m3以下、単位セメント量は270kg/m3以上とする。

15

20

■新築 □増築 □改築□増改築

注(3)構造設計一級建築士の関与が義務付けられる建築物については解説書等を参照して確認する事。

□木造(W)

□壁式鉄筋コンクリート造(WRC)

□壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造(WPRC)□鉄骨鉄筋コンクリート造(SRC)

□プレキャスト鉄筋コンクリート造(PRC) □

□補強コンクリートブロック造(CB)

□法第20条第1号（高さ 60m超）

（2）工事種別

（3）構造設計一級建築士の関与

（4）構造種別

（5）階　数

（1）建築場所

■必要 □必要としない

Ｘ方向ルート　３－（　）

）■無

□高架水槽　   　 　kN

（10）増築計画

（11）構造計算ルート

（9）付帯工事

（8）特別な荷重

（7）屋上付属物

（6）主要用途

□有　（

□□□機械式駐車場□駐輪場□擁壁□門扉

□□受水槽　　   kN□倉庫積載床用　　   kN/m2

□ホイスト　　kN

□煙　突□広告塔□キューピクル　　　　kN

□鉄筋コンクリート造(RC)

■鉄骨造(S)

□リフト　　　kN

Ｙ方向ルート　3－(　）

■法第20条第2号（□RC造高さ 20m超　■S造 4階建以上　□木造高さ 13m超　□その他）

ＥＶ塔

１棟　　地下　　階、　地上　５階、　塔屋　　階

岩手県釜石市大字平田第２地割２５‐１４２

■エレベータ　　人乗および　９人乗（ ﾛｰﾌﾟ式 ）
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□特殊ボルト

□

（□印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

□建方検査 □

（1）鉄骨工事は指示のない限り下記による

（2）工事監理者の承認を必要とするもの

□現寸検査 □組立・開先検査

□溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

％個　

　個　

％個　

％個　

％個　

％個　

％個　

　個　

％個　

％個　

％個　

％個　

％個　

　個　

（突合せ溶接）

検　査　箇　所 検　査　方　法
検査率又は検査数

工場自主検査 第三者受入検査 工事監理者
備　　考

外観検査（＊）

超音波探傷試験

内質
検査
（注）

□硬さ試験

□示温塗料塗布

マクロ試験・その他

外観検査（＊）

％個　

％個　

％個　

％個　

＊平成12年建設省告示

第1464号第二号による

（目視及び計測）

第三者検査機関名

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約した検査会社をいう。

実状に応じて決定すること。

□一部溶融亜鉛めっき塗装箇所は、意匠図を参照の事。

□煙突の屋上突出部の高さは､レンガ造･石造･コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き､

□煙突で屋内にある部分は､鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5㎝以上とした鉄筋コンクリート造又は厚さが25cm以上の無筋コン

■屋上から突出する水槽･煙突･その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に､支持構造部は､建築物の

■建築設備(昇降機を除く)､建築設備の支持構造部及び緊結金物は､腐食又は腐朽の恐れがないものとする。

構造耐力上主要な部分に緊結すること。

90cm以下とすること。

クリート造･レンガ造･石造若しくはコンクリートブロック造とすること。

■建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は

■建築物の部分を貫通して配管する場合においては､当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の損傷防

止のための措置を講ずること。

■管の伸縮その他変形により当該管に損傷が生ずる恐れがある場合において､伸縮継手又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための

措置を講ずること。

■管を支持し､又は固定する場合においては､つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の振動及び衝撃の緩和のための措置を

講ずること。

■特記以外の梁貫通孔は原則として設けない､設ける場合は設計者の承認を得ること。

エレベータの駆動装置等は､構造体に安全に緊結されていること。□

■法第20条第一号から三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽･煙突その他これらに類するものにあっては､国交省告示第1389号

により､風並びに地震その他の振動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

■給湯設備*は､風圧･土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること｡満水時の質量が15Kgを超

える給湯設備については､地震に対して安全上支障のない構造として､平成12年国交省告示第1388号第5に規定する構造方法によること。

■諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

■各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事管理者に報告すること。

■必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

本構造設計特記仕様はコンクリートの設計基準強度(Fc)が

36N/mm2以下に適用し、鉄筋の材種はSD390以下に適用する。

■コンクリ－トはＪＩＳ認定工場の製品とし施工に関してはＪＡＳＳ５による。

■調合管理強度は、設計基準強度に構造体強度補正値を加えた値以上、かつ、品質が「公共建築工事標準仕様書」の規定を満たすもの

とする。　但し、捨てコンクリートには適用しない。

■セメントは、ＪＩＳ　Ｒ５２１０の普通ポルトランドセメントを標準とする。

■調合計画は、工事開始前に工事管理者の承認を得ること。

■寒中、暑中、その他特殊コンクリ－トの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、養生、管理方法など必要事項について、

工事管理者の承認を得ること。

■フレッシュコンクリ－トの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術研究センタ－の技術評価を受けた測定器を用い

て行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに撮影した写真（カラ－）を保管し承認を得る。測定検査の回数は、

通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一材料から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。

■構造体コンクリ－ト現場の圧縮強度試験供試体（ＪＡＳＳ５Ｔ－６０３）は、現場水中養生、または現場封かん養生とし、採取は

採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。また、打ち込み量が１５０ｍ3をこえる場合は１５０ｍ3ごとまたは、その端数

体の数量は、特別指示なき場合は、１回当り６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。

ごとに一回を標準とする。一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。なお、供試

■ポンプ打ちコンクリ－トは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコンクリ－トの自由落下高さは、コンクリ－トが分離

しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリ－ト圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事すること。なお、打ち

込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が２５°Ｃ未満の場合は１２０分、２５°Ｃ以上の場合は９０分以内とする。

□高強度せん断補強筋は、ＪＩＳ　Ｇ３１３７に規定されるＤ種１号適合品とする。

■鉄筋はＪＩＳ　Ｇ３１１２の規格品を規準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き、

コンクリートと同様に、JASS5による。

■鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンクリ－ト

構造配筋標準図(１)(２)」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）（２）」による。

■　鉄筋継手等

鉄筋継手工法 （1）引張力最小部位

継手の位置との設計条件による仕様・等級

(2)(1)以外の部位
（注）

鉄筋の径

A級 B級 SA級

■ 重ね継手

■ 圧接継手

□ 溶接継手

□ 機械式継手 □

□

□

□

□

■

□ D　　(   )以下

□ D　　(   )以下

■ D　　( 16)以下

■ D　　( 19)以上

■40d 　　□35d 　　□(  )d

■ 告示1463号第2項各号

□ 告示1463号第3項各号

□ 告示1463号第4項各号

注）（1）以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本継手協会、日本建築センター等の認定

評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって「鉄筋継手使用規準（建築物の構造関係技術基準解説書2007）」に

よって検討した部材の条件・仕様によること。

■Ｄ１９未満は、すべて重ね継手とする。

■継手部分の施工要領は、社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、溶接継手工事、機械式継手工事）に

（1ロットは同一作業員が同一日に作業した圧接箇所で200箇所程度とする）

■柱の帯筋（ＨＯＯＰ）の加工法は、■Ｈ型（タガ型） ■Ｗ型（溶接型）又は ■Ｓ型（スパイラル型）とする。

よる。

継手部の検査方法：・外観検査　■有　□無　・引張試験　又は　超音波探傷試験　■有　□無

ガス圧接部分の検査を超音波探傷試験によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験も併用し、1回の試験は5本以上とする。

■型枠存置期間

■施工はＪＡＳＳ５による。

種類

部
位

セ
メ
ン
ト

の
種
類

せき板 支　柱

基礎、はり側、柱、壁 スラブ下 はり下

Ａ種

２

３

５

３

５

８

４

６

１０

６

１０

１６

８

１２

１５

１７

２５

２８

設計基準強度の

２８

２８

２８

８５％ １００％
５　N/㎜2 設計基準強度の５０％

５℃～１５℃

１５℃以上

５℃未満

コンクリ－トの
圧縮強度

存
置
期
間
の

平
均
気
温

コ
ン
ク
リ

ト

　
－

の
材
令（

日）

■材料　　合板厚　１２ｍｍを標準とする。

早強ポルトラ

ンドセメント

普通ポルトラ

ンドセメント

高炉セメント

Ａ種

シリカ

セメントＡ種

早強ポルトラ

ンドセメント

スラブ下、はり下

普通ポルトラ

ンドセメント

高炉セメント

Ａ種

シリカ

セメントＡ種

早強ポルトラ

ンドセメント

普通ポルトラ

ンドセメント

高炉セメント

Ａ種

シリカ

セメントＡ種

ンドセメント

早強ポルトラ

普通ポルトラ

ンドセメント

高炉セメント

シリカ

セメントＡ種

注）１　片持ばり、庇、スパン９．０ｍ以上のはり下は、工事監理者の指示による。

注）２　大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。

注）３　支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注）４　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

注）５　支柱の盛りかえは、小ばりが終ってから、スラブを行う。　一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

注）６　直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱(大梁の支柱を除く)の盛りかえを行わないこと。

注）７　支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は衝撃を与えないように行うこと。

コンクリート杭

コンクリート　Fc

      　　　　Fq

スランプ

セメント量

単位水量

鉄筋 主筋

HOOP SD

N/mm2

N/mm2

cm

kg/m3

以下

kg/m3

杭　　種 材　　料 施　工　法

□深礎 □手堀

備　　考

□ 試験堀

□場所打ち

SD

杭径(mm) 設計支持力(kN) 杭の長さ（m） 本数 特記事項

5267.4P1 343 8

支持層－

□RC　 　□CPRC

■鋼管　 □H鋼

□PHC  　□節付PHC

□SC杭 　□

CPRC（□Ⅰ種　□Ⅱ種　□Ⅲ種）

PHC（□Ａ種　□Ｂ種　□Ｃ種）

鋼材 □SS400 ■STK490

     □JIS   □

□埋込み　（セメントミルク工法）

□打ち込み

■ｽｸﾘｭｰﾊﾟｲﾙEAZET工法

□

認定第TACP-0398号

　　　年　　月　　日

□オールケーシング

□リバースサーキュレーション

□アースドリル

□ＢＨ

□拡底杭

□ミニアース

□機械堀

認定

第　　　　　　号

年　　　月　　日

　杭仕様　　　□施工計画書承認　　　□杭施工結果報告書

　試験杭　　　　　（□有・□無）　　　（□打ち込み・□載荷・□孔壁測定）　　　　　　１本

記号

鋼管:φ267.4*8.0(STK490)､

羽根径580､羽根厚28(SM190A)

□ベタ基礎 □布基礎 試験堀　　□有　□無　

載荷試験　□有　□無　

□浅層混合処理構法 □深層混合処理構法 □

、長期許容支持力度 載荷試験　□有　□無　kN/m2

深さ 、長期許容支持力度ー

■独立基礎

GL-1.4m､3.0m 、支持層　盛土層 150kN/m2

注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針　日本建築センター2002」を参考とする。

GL-       m深さ

注）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。

□無　　（調査計画□有　□無）

調　査　項　目 資料有り 調査計画 調査項目 資料有り 調査計画 調査項目 資料有り 調査計画

■有　　（■敷地内　□近隣）

○ ○

○

○

　ボーリング調査

　水平地盤反力係数の測定

　試験堀（支持層の確認）

　スェーデン式サウディング

静的貫入試験

土質試験　　

平板載荷試験

現場透水試験

標準貫入試験

物理試験　　

液状化判定　

ＰＳ検層　　

適用は　■　印を記入する

金属サイディング

　デッキプレート (JIS G 3352)

(JIS G 3352) 　□床板　□ 　□

　□HDR 　　　　　□ボルト止め

材　　種 形式　　厚　　その他 使用箇所 仕様・構法

　　厚 　□庇　　□

　□ロッキング　　□ﾋﾞｽ止め

□頭付スタッドボルト

φ= L= mm 使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）

□F8T 認定番号（　　　　）

□4.8(4T) □

M L= mm

□高力ボルト

（□M16、□M20、□M22、□M24）

□ ナット（□シングル、□ダブル）

■F10T(JIS B1186) ■S10T 認定番号（認定取得品）

　型式 　　厚

　□

　□

■アンカーボルト　　　ベースパック

　型式 　　厚

　　厚0.8 　■屋根　□

　□

　　厚0.5H=15 　□壁　　□床板

H=166

　■床板　□

　キーストンプレート

　折版

H=

□ボルト(JIS B1180)　M      M

種　　類 使用箇所 現場溶接 JIS規格・認定番号等

□有　□無

□有　□無

 JIS G

 JIS G

 JIS G

□有　□無

□有　□無

 認定取得品

二次部材

　□SSC400　　□　　　　　□

　溶接材料　　□JIS Z　　 □

 JIS G□有　□無

 JIS G□有　□無

○使用箇所の詳細については別途図示とする。

　□TMCP325C

　□SN490A　　■SN490B　　■SN490C

　□STKR400　 □STKR490　 □STK400

　■BCR295　　□BCP235　　□BCP325

　■SS400　　 □SM400　　 □SN400A,B,C

大梁･ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ･ﾀﾞｲｱﾌﾗﾑ

柱

■SD295 A

異形鉄筋

高強度せん断補強筋

(JIS G 3112)　丸　　鋼

　溶接金網 (JIS G 3551)

種　　類 継手工法

■SD345

□SD295 B

□　材種

□SR295 A

□

　■重ね継手

　□ガス圧接継手

　（ ）

　各継手の使用詳細については

　本仕様5.(2)鉄筋の項の鉄筋

  継手等の■にて表示すること。

□　大臣認定番号　MSRB-

使用箇所径

D10～D16

D19～D25 　■圧接継手

基礎･地中梁･柱型･土間

地中梁･柱型

□

□SD390 　□圧接継手

■普通

■普通

■普通、　□軽量

□普通、　□軽量

■普通、　□軽量

　※調合管理強度　Fmは下記とする。

　　　　Fm≧(Fc,Fdの大きい方の値)+mSn

　　　　 mSn:構造体強度補正値(材齢28日までの予想平均気温による[3or6])

　　　　　Fd:耐久設計基準強度　[18(短期)､24(標準)､30(長期)､36(超長期)]

　　　　　Fc:設計基準強度

1518

18

18 15

15

24 27 or 30 18

本特記仕様書及び設計図書に記載なき事項は　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　建築工事標準仕様書（平成28年版　社団法人　公共建築協会編集）、及び日本建築学会各種「建築工事標準仕様書・同解説」による。

□

調査位置

深度 土　質 Ｎ値 標準貫入試験

　　○位置図

申請建物

■日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

■社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事指針」

■鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

■指定性能評価機関認定の鉄骨制作工場　　Ｍ　グレ－ド以上

■材料規格証明書または試験成績書

■鋼材 ■高力ボルト □頭付スタッド

＊社）日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、又はミルシート。

資格社内検査表

■製作工場 ■施工計画書□製作要領書 □工作図

■製品検査

■平成12年建設省告示第1464号第二号イ、ロ

■日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

■本建築学会「鉄骨工事技術指針・工場現場施工編」

■完全溶込み溶接部 100

100■隅肉溶接部

注1）現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波探傷試験を100%行うこと

100

軸力導入試験　□　要　□　否　　高力ボルトすべり試験　□　要　□　否

■　一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認する。

■　トルシヤ形高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。

■防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリ－トで被覆される以外の部分とする。

錆止めのペイントは、■JIS K 5621、■JIS K 5625、又は　■承認を得た材料　を使用して、4つ星2回塗りを標準とするが、

■現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止めペイントを使用し、2回塗りとする。

■　吹付けロックウール

■　防火塗料

　風圧､土圧及び水圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

＊「給湯設備」:建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で､屋上水槽等のうち給湯設備に該当するものを除いたもの
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一級建築士事務所（岩手県知事）登録お(2204）第1003号 　管理建築士

R2 9 1
上平田ニュータウン改良住宅外壁等改修（建築主体）工事
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1.1 適用範囲

(２)構造関係共通図(配筋標準図、特記事項)以外については、図面及び監督職員の指示による。

(１)構造関係共通図(配筋標準図、特記事項)は鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンクリート造等

における鉄筋の加工、組立等の一般的な標準図とする。

1.2 優先順位

(１)設計図書間で配筋方法等に相違がある場合の優先順位は以下の通りとする。

１．特記仕様書

２．図面

３．国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書(建築工事編)(平成25年版)」

ⅰ.

ⅱ.

1.3 用語の定義

(１)設計図とは、建築構造図のうち特記仕様書、構造関係共通図以外の図面をいう。

(２)異形鉄筋の径(本文、図、表において「ｄ」で示す)は、呼び名に用いた数値とする。

1.4 記号等

図面で使用する記号等は表1.1～表1.3を標準とする。

表1.1　異形鉄筋の断面表示記号　

Ｄ１０ Ｄ１３ Ｄ１６

表1.2　各階伏図における記号　

記号 説明 記号 説明

S0

EW○○

EKW○○

コンクリートブロック壁（ＣＢ壁）

梁・スラブの上がり下がりの範囲

スラブの配筋種別

スラブ厚さ

階段の配筋種別

土間コンクリート

耐力壁の種別

（±　　）

杭の位置

試験杭の位置

打増しの範囲

スラブ開口

ボーリング位置

FLからの上がり下がり

表1.3　梁貫通孔記号　

Ｄ１９ Ｄ２２ Ｄ２５ Ｄ２９ Ｄ３２

建築

区分
径

区分
径

建築

50 75 100 125 150 175 200 225 250 275 300 325 350 375 400

二段筋

20d（余長）

15d（余長） 継手長さ

余長
余長

20d（余長）

継手長さ

余長
余長

Ｌ2

Ｌ

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ

Ｌ

Ｌ2

15d（余長）

印は、継手及び余長を示す。

設計図

構造関係共通図（配筋標準図、特記事項）

規定する定着長さ

鉄筋の折曲げ内法直径は、表2.1を標準とする。

折曲げ内法直径(D)

ＳＤ３９０折曲げ

角  度

Ｄ１６以下

折曲げ図（余長） ＳＤ２９５Ｂ,ＳＤ３４５

ＳＤ２９５Ａ

Ｄ１９

～Ｄ３８～Ｄ３８

Ｄ１９

１８０°

１３５°

９０°

及び

（幅止め筋）

 ９０°

 １３５°

ｄ

Ｄ

４ｄ以上

ｄ

Ｄ

６ｄ以上

ｄ

Ｄ

８
ｄ

以
上

ｄ

４
ｄ

以
上 Ｄ

ｄ

Ｄ

４ｄ以上

３ｄ以上 ４ｄ以上 ５ｄ以上

長は４ｄ以上とする。

次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。

（１）柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部

柱

 壁

 壁 梁 壁 梁

床版

壁

床版

壁

（ａ）鉄筋の重ね継手

（１）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

（２）鉄筋の重ね継手の長さは、表4.1による。

ただし、最上階の
柱頭の四隅部は
フックを付ける。

（２）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

（３）杭基礎のベース筋

（４）帯筋、あばら筋及び幅止め筋

表4.1　鉄筋の重ね継手の長さ

鉄筋の

種  類

コンクリートの

設計基準強度

Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）2
Ｌ （フックなし） Ｌ　（フックあり）

SD295A

SD295B

SD345

SD390

３．鉄筋の重ね継手の長さは、フックありなしにかかわらず４０ｄ以上と表4.1の

重ね継手の長さのうち大きい値とする。

（注）１．Ｌ　,Ｌ  ：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ。

1h

Ｌ

図4.1　フックありの場合の重ね継手の長さ

表4.2　隣り合う継手の位置

（３）隣り合う継手の位置は、表4.2による。

ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。

の場合

フックあり

フックなし

の場合

－

－

ａ ａ

ａ ａ

ａ

ｂ

ａ

Ｌ

Ｌ

Ｌ Ｌ

Ｌ

Ｌ

ａ≧0.5Ｌ

ａ≧400mm

ａ≧400mm、かつ、a≧(b+40)mm

ａ≧0.5Ｌａ＝0.5Ｌ

ａ＝0.5Ｌ

（ｂ）鉄筋の定着

（１）鉄筋の定着の長さは、表4.3及び図4.2による。

表4.3　鉄筋の定着の長さ

鉄筋の

種　類
設計基準強度

コンクリートの

小梁 スラブ 小梁 スラブ

フックあり定着の長さ直線定着の長さ

Ｌ Ｌ Ｌ

SD295A

SD295B

SD345

SD390

かつ

以上

－

（注）１．Ｌ ，Ｌ  ：２．以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。

２．Ｌ ，Ｌ  ：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。

小梁は除く。

曲げは行わない。

増し厚さを含まない。

６．打増し部分に、壁、梁、スラブ等がとりつく場合は、壁、梁、スラブ筋等の定着長さには、打

定着起点 定着起点
▽▽

直線定着の長さ フックあり定着の長さ

図4.2　直線定着の長さ 及び フックあり定着の長さ

（２）梁主筋の柱内定着の方法又は、小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の方法は、図4.3によ

り、次の（ⅰ）、（ⅱ）及び（ⅲ）を全て満足するものとする。

（ⅰ）全長は表4.3に示す直線定着の長さ以上

（ⅱ）余長は８ｄ以上

柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

（ⅲ）仕口面から鉄筋面外までの投影定着長さは表3.4に示す長さとする。ただし、梁主筋の

Ｌ（ただし，柱せいの3/4倍以上）

余長
Ｌ 

余長

梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長 小梁及びスラブの上端筋の

梁内折曲げ定着の投影定着長さ

図4.3　折曲げ定着の方法

表4.4　鉄筋の投影定着の長さ

鉄筋の

種  類
Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）

設計基準強度

コンクリートの

Ｌ

SD295A

SD295B

SD345

SD390

（注）１．Ｌ ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ。

（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）

２．Ｌ　 ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ。

（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

（３）溶接金網の継手及び定着は、図4.4による。

　　　なお、Ｌ　及びＬ　は表4.3の（注）による。

１節半以上、かつ、150mm以上

 鉄筋
 鉄筋

Ｌ Ｌ

重ね継手 定着（壁の場合）定着（スラブの場合）

図4.4　溶接金網の継手及び定着

≧6d

50
d

≧6d

1.5巻
以上の
添巻き

中間部末端部

（柱頭又は柱脚部） （重ね継手）

図4.5　スパイラル筋の継手及び定着

（ａ）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表5.1による。

ただし、柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保

するように最小かぶり厚さを定める。

表5.1　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ(単位：mm )

構造部分の種別 最小かぶり厚さ

土に接し

ない部分

土に接す

る部分

スラブ，

耐力壁以外の壁

柱，梁，耐力壁

擁壁，耐圧スラブ

柱，梁，スラブ，壁

基礎，擁壁，耐圧スラブ

煙突等高熱を受ける部分

屋内

屋外

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

＊

（注）１．＊印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は特記による。

２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でな

い仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。

３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの

厚さを含まない。

４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。

５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記仕様書による。

（ｂ）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに１０ｍｍを加えた数値を標準とする。

（ｃ）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

（ｄ）鉄筋相互のあきは図5.1により、次の値のうち最大のもの以上とする。

（１）粗骨材の最大寸法の1.25倍

（２）２５ｍｍ

（３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の1.5倍

（４）スパイラル筋の継手及び定着は、図4.5による

間隔

あき ＤＤ Ｄは、鉄筋の最大外径

（ｅ）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、(d)による。

（ｆ）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、(c)による。

図5.1　鉄筋相互のあき

（ａ）一般事項

（１）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が異な

る場合には、図6.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着する。

（２）梁筋を柱内に定着する場合は、8.1(b)(4)による。

（ｂ）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長は、図6.2による。

※１ 4.1(b)(1)(注)7に

図6.1　梁筋の基礎梁内への定着

柱

梁 梁Ｌ

継手長さ 15d（余長）

余長

Ｌ

Ｌ

余長

Ｌ
Ｌ

≧100

継手長さ

Ｌ

Ｌ

余長
余長

Ｌ

Ｌ

※２ Ｌａの数値は原則として柱せいの３／４倍以上とする

３．破線は、柱内定着の場合を示す。

印は、継手及び余長を示す。

 ガス圧接を例で示す

：継手位置

図6.2　主筋の継手、定着及び余長（その１）

（ｃ）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長は、図6.3による。

ただし、耐圧スラブが付く場合は、（d）による。

※１ 4.1(b)(1)(注)7に規定する定着長さ

※２ Ｌａの数値は原則として柱せいの３／４倍以上とする

（注）１．図示のない事項は、8.1による。

４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

３．破線は、柱内定着の場合を示す。

２．

：継手位置

ガス圧接を例で示す

図6.3　主筋の継手、定着及び余長（その２）

1.1 総則

2.1 鉄筋の加工

3.1 異形鉄筋の末端部

4.1 継手及び定着

5.1 最小かぶり厚さ

6.1　基礎梁

構造関係共通図 （配筋標準図）

(３)長さ、厚さ等の単位は、特記なき限りmmとする。

表2.1　鉄筋の折曲げ内法直径

１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、余

２．９０°未満の折曲げの内法直径は特記による。

図3.1　末端部にフックを必要とする出隅部の鉄筋（　　　印）

18

21

24，27

30，33，36
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21

24，27

30，33，36

45d

40d

35d
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50d
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40d
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35d

30d

25d

25d

35d

30d

30d

25d

35d

35d

30d

1 1h

1h1

1h

２．フックありの場合のＬ  は、図4.1に示すようにフック部分　　を含まない。

1h

1h

1h 1h

1h1h

1Ｌ

1

1

1 Ｌ

1

1

重
ね
継
手

圧
接
継
手

溶
接
継
手

 圧接継手・溶接継手

機
械
式
継
手

 カップラー

Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ2 ）
1 2

Ｌ3
1h Ｌ2h

Ｌ3h

18

21

24，27

30，33，36

18

21

30，33，36

24，27

21

24，27

30，33，36

45d

40d

35d

35d

50d

45d

40d

35d

50d

45d

40d

40d

35d

30d

30d

40d

35d

35d

30d

40d

40d

35d

20d

10d

150mm

35d

30d

25d

25d

35d

30d

30d

25d

35d

35d

30d

30d

25d

20d

20d

30d

25d

25d

20d

30d

30d

25d

10d

1 1h

2 2h

３．Ｌ  ：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを受ける3

3h

５．フックあり定着の場合は、図4.2に示すようにフック部分　  を含まない。また、中間部での折

４．Ｌ  ：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ。

７．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

Ｌ 、Ｌ 又はＬ1 2 3
Ｌ  、Ｌ  又はＬ1h 2h 3h

a

1Ｌ 又はＬ 

bＬ

Ｌ 又はＬ1 22

18

21

24，27

30，33，36

18

21

24，27

30，33，36

21

24，27

30，33，36

2

bａＬ

20d

15d

15d

15d

20d

20d

20d

15d

20d

20d

20d

15d

15d

15d

15d

20d

20d

15d

15d

20d

20d

15d

a

b

2 3

3 2

Ｌ2Ｌ2

１節半以上、かつ、150mm以上

d

d d d

50d

≧6d

≧6d

20

30

30

30

30

40

40

＊
40

60

60

2

※１

2
※１

a
※２

0

 /40 0 /2 0 /4
※２
a

※２

2

※１

a

2
※１

2

a

※１

※２

※１ 4.1(b)(1)(注)7に規定する定着長さ

２．

（注）１．図示のない事項は、8.1による。

４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

0

0 /4  /20 0 /4

※１

a

※１

0 /4
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※１

a
※２

※２
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※２aＬ
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鉄筋コンクリート構造配筋標準図
2
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Ｓ
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3
鉄筋コンクリート構造配筋標準図２

Ｌ

最上階

余長

Ｌ

余長

Ｌ

Ｌ Ｌ

二段筋 Ｌ

（ｄ）ハンチのある場合の定着及び余長は、図8.4による。

※２ Ｌａの数値は原則として柱せいの３／４倍以上とする

図8.3　大梁の重ね継手、定着及び余長

には、フックを付ける。

（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）

一般階

上端筋

下端筋
Ｄ

継手長さ

余長
余長

Ｌ

余長 Ｄ余長

Ｌ
継手長さ

最上階

Ｌ
Ｌ

余長余長
余長 二段筋

Ｌ

（ｃ）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長は、図8.3による。

（６）段違い梁は、図8.2による。

（ａ）一般事項

（１）あばら筋の径および間隔は、構造図による。

（２）あばら筋組立の形及びフックの位置は、8.2(b)による。

ただし、梁の上下端にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが1.5m以上の場合は、図6.5による

ことができる。

6.2　基礎梁のあばら筋等

≧
8d

コンクリート打継ぎ面

一般の場合 重ね継手とする場合

図6.5　あばら筋組立の形及びフックの位置

（ｃ）あばら筋の割付けは、8.2(c)による。

（ａ）一般事項

（１）継手中心位置は、梁上端から500mm以上、かつ、3ho/4（hoは柱の内法高さ）以下とする。

（２）継手、定着及び余長は、図7.1による。

ただし、柱頭定着長さＬ が確保できない場合は、構造図による。

かぶり厚さ

50
0以

上
50

0以
上

Ｌ

15
d

下階の鉄筋

が多い場合

上階の鉄筋

が多い場合

15d

≧150 ≧150

継手 定着

（注）１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある

場合には、フックを付ける。

２．隣り合う継手の位置は、表4.2［隣り合う継手の位置］による。

３．継手及び定着は、すべての階に適用できる。

図7.1　柱主筋の継手、定着及び余長

7.1　柱

最上階

（ｄ）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図6.4による。

Ｌ
2

継手長さ

Ｌ

継手長さ ＬＬ

二段筋余長 余長
余長

（注）１．図示のない事項は、8.1による。

４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

印は、継手及び余長を示す。

 ガス圧接を例で示す

：継手位置

図6.4　主筋の継手、定着及び余長（その３）

a

7.2　帯筋

（ａ）帯筋の種類及び間隔は、構造図による。

（ｂ）帯筋組立の形は図7.2により、適用は構造図による。

（１）Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。

（２）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア溶接の場合は

　　　１０ｄ以上とする。

（３）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は1.5巻以上の添巻き行う。

①Ｈ形

≧6d

（ニ）（ハ）（ロ）（イ）

②Ｗ－Ⅰ形

（ロ） （ハ）（イ）

⑤ＳＰ形（スパイラル筋） ⑥丸形

Ｌ Ｌ Ｌ

注）溶接は､鉄筋の組立前に行う。

Ｐ
＠

Ｐ
＠

Ｐ
＠

Ｐ
＠

（イ） （ロ）

（イ） （ロ）

Ｌ

図7.2　帯筋組立の形

8.1　大梁

（ａ）一般事項

（１）梁の上がり下がりは FLを基準とした寸法値とする。

（２）地中梁下の砂利地業厚及び捨てコンクリート地業厚は構造図による。

（ｂ）大梁主筋の継手及び定着の一般事項

（２）継手中央部の位置、定着長さ及び余長は図8.3及び図8.4による。

（１）継手中心位置は、次による。

上端筋：中央

【※】

梁 梁

柱

る場合には、図8.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着する。

（３）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が異な

図8.1　梁主筋の梁内定着

（４）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。

（５）梁にハンチをつける場合、その傾斜は構造図による。

なお、定着の方法は4.1(b)(2)による。

下端筋（一般）：原則、曲げ上げる。

下端筋（ハンチ付き）：曲げ上げる。

（ｃ）フック及び継手の位置は交互とする。

（ｄ）帯筋の割付けは図7.3とし、それ以外の場合は構造図による。

＠
＠

＠

一般の場合

帯筋

上下の柱断面寸法が異なる場合，
帯筋は，一般の帯筋より１サイズ
太い鉄筋又は同径のものを２本重
ねたものとする。

梁面より割り付ける。

（注）１．図示のない事項については、一般の場合に同じ。

２．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P ＠または1.5P ＠とす

る範囲は、その柱に取り付くすべての梁を考慮して適用する。

なお、P ＠　、P ＠は、特記された帯筋の間隔を示す。

1 2

1 2

図7.3　帯筋の割付け

吊上げ筋は、一般のあばら筋
より１サイズ太い鉄筋又は同
径のものを２本重ねたものと
する。

梁 梁

柱 D≦100

図8.2　段違い梁

Ｌ Ｌ

/4
≦

3h

ｈ

≦
3h

Ｌ

＠

8.2　あばら筋等

（ａ）あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項

（２）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とし、定着長さは図8.6による。

　　　ただし、腹筋を計算上考慮している場合の継手長さ、定着長さは構造図による。

（３）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。

（ｂ）あばら筋組立の形及びフックの位置

　　　きる。

（イ） （ロ） （ハ） （ニ）

図8.5　あばら筋組立の形

（ｃ）あばら筋の割付け

（１）間隔が一様でハンチのない場合は、図8.6による。

Ｄ

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

（２）間隔が一様でハンチのある場合は、図8.7による。

図8.6　あばら筋の割付け（その１）

Ｄ

≦P＠ ≦P＠

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

図8.7　あばら筋の割付け（その２）

２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（３）梁の端部で間隔の異なる場合は、図8.8による。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

図8.8　あばら筋の割付け（その３）

Ｄ

≦P'＠

（ｄ）腹筋及び幅止め筋

（１）一般の梁は、図8.9による。

図8.9　腹筋および幅止め筋

Ｄ
腹筋

幅止め筋

ⅰ.（イ）の場合は交互とする。

（２）フックの位置

8.3　小梁

（ａ）小梁主筋の継手、定着及び余長

（１）連続小梁の場合は、図8.10による。

連続端

連続端外端

15d(余長)15d(余長) 15d(余長)
15d(余長）

Ｌ (定着)

20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長）
余長

Ｌ

Ｌ

２

（注）１．図示のない事項は、6.1及び8.1に準ずる。

印は、余長を示す。

（ｂ）単独小梁の場合は、図8.11による。

外端

図8.4　ハンチのある大梁の定着及び余長

のように引き通すこと

印は、継手及び余長を示す。

には、フックを付ける。

※２ Ｌａの数値は原則として柱せいの３／４倍以上とする

一般階

Ｌ

Ｌ

余長

余長

Ｌ
15d(余長)15d(余長)

（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）

図8.10　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）

Ｌ

余長余長

ＬＬ

平面 立面

直交する梁へ斜めに定着する場合

下端筋

上端筋

Ｌ

　※１ Ｌ　を確保出来ない場合は、標仕(5.3.4(d)(3))によることが出来る

（注）１．図示のない事項は、6.1及び8.1に準ずる。

印は、余長を示す。

３ｈ

図8.11　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）

（ｃ）あばら筋は、8.2による。

（ａ）片持梁主筋の定着及び余長

8.4　片持梁

（１）先端に小梁のない場合は、図8.12による。

Ｌ

余長

一般階

Ｌ

Ｌ

Ｌ

※１ Ｌａの数値は原則として柱せいの３／４倍以上とする

（注）１．図示のない事項は、8.1による。

図8.12　片持梁主筋の定着及び余長

（２）先端に小梁がある場合は、図7.13による。

先端小梁 
(頭つなぎ梁)

片持梁

垂直断面水平断面

小梁外端部 小梁連続端部
折下げ
片持梁筋 片持梁筋

折下げ

片持梁

先端小梁

（注）１．図示のない場合は、（１）による。

図8.13　片持梁主筋の定着

（ｂ）あばら筋は、8.2による。

印は、余長を示す。

※１
２

a
※２

０

０

０ ０

※１

2

a
※２

※２
a

Ｌ
※１

２

Ｌ
※２
a

２ ※１

※２ Ｌ の数値は原則として柱せいの３／４倍以上とする

※１ 4.1(b)(1)(注)7に規定する定着長さ

２．

３．破線は、柱内定着の場合を示す。

０

０ ０

d

Ｌ
１

ｈ

（ｂ）腹筋及び幅止め筋は、8.2による。ただし、梁せいが1.5m以上の場合は構造図による。

２

０ ｈ
０

２
Ｌ
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２
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/4

Ｌ
２
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Ｌ
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≧8d

≧40d

≧6d

≧6d

≧6d

２
1.

5P
２P

１
1.

5P
＠

P１
１

1.
5P

０/2以内

下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、 /4を加えた範囲以内０

※ 4.1(b)(1)(注)7に規定する定着長さ

上端筋：曲げ降ろす

２

※１

※２
Ｌ

※２

Ｌ
２

※１Ｌ２

０ ０ ０/2 /4

※１
２

※２

※２ ※１

２

２
Ｌ

※１

※２

Ｌ２

Ｌａ

ａＬａ

ａ

Ｌａ

※２

Ｌａ

２
※１

Ｌａ

Ｌ２

※２

※１

０

０/4

※１ 4.1(b)(1)(注)7に規定する定着長さ

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

※１
２

※２
ａＬ

Ｌ
２

ａ
Ｌ２

※１
※２

１

１ １

１

Ｌ
２

０

０ ０ ０/4  /2 /4
※１

Ｌ２

ａ
※２

Ｌ１ Ｌ１

Ｌ１ １

ａ

２Ｌ
※１

※２

※１ 4.1(b)(1)(注)7に規定する定着長さ

２．

３．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、

４．破線は、柱内定着を示す。

ができる。

５．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

（１）あばら筋の種類、径及び間隔は、構造図による。

　　　ただし、L形梁の場合は、（ロ）または（ハ）、T形梁の場合は（ロ）～（ニ）とすることがで

（１）標準形は、図8.5（イ）とする。

ⅱ.（ロ）の場合　L形ではスラブの付く側、T形では交互とする。

ⅲ.（ハ）の場合は床版の付く側を90゜折曲げとする。

d

≧6d

≧8d

≧6d

≧8d ≧8d

約30 約30
P＠

≦P＠

P＠P＠ P＠

≦P＠

２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

P'＠ P'＠P＠

/4/4０

０

０

　　　２．図中のP＠、P’＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。
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２

３ｈ※ ２ Ｌ　 を確保出来ない場合は、標仕(5.3.4(d)(3))によることが出来る

２．

３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。

Ｌ

Ｌ
２

２

２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。
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垂れ壁のある場合垂れ壁のない場合

9.1　壁

（ａ）一般事項

（３）EW○○、EKW○○の配筋はW○○、KW○○に同じで、かぶり厚さ、定着長さ及び継手長さは、

柱

梁

主筋位置

≦P＠

P＠

≦P＠

主筋位置

梁

主筋位置

≦P＠

P＠

≦P＠

主筋位置

Ｌ

（注）図中のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す。

図9.1　壁の配筋

（ｂ）壁の基準配筋は表9.1により、種別は構造図による。

表9.1　壁の基準配筋

種別 縦筋及び横筋 断面図（mm）

(注)　壁筋の配筋順序は、規定しない。

（ｃ）片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋は表9.2により、種別は構造図による。

表9.2　片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋

種別

横筋

縦筋

横筋

縦筋

縦筋及び横筋 断面図（mm）
種別(表11.1)

階段の配筋

(注)　縦筋は，横筋の外側に配筋する。

（ｄ）壁の交差部及び端部の配筋は、図9.2による。

継手 Ｌ

Ｌ

Ｌ Ｌ Ｌ

交差部（水平断面）

端部（垂直及び水平断面） 外壁の端部（垂直及び水平断面）

※　耐震壁の重ね継手長さは、4.1(a)(2)(注)3に規定する継手長さ

図9.2　壁の交差部及び端部の配筋

9.2　壁の補強

（ａ）壁開口部の補強

（１）耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形は表9.3、Ｂ形は表9.4とし、適用は13.3(b)(1)による。

なお、耐震壁の補強筋は、構造図による。

表9.3　壁開口部補強筋（Ａ形）

壁の種別
補強筋

縦横 斜め

表9.4　壁開口部補強筋（Ｂ形）

壁の種別
補強筋

縦横 斜め

（ｂ）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、13.3(b)(3)による。

（２）壁開口部補強の定着長さは、図9.3による。

開口Ｌ

Ｌ

Ｌ

図9.3　壁開口部補強筋の定着長さ

10.1　スラブ

（１）スラブ及び土間コンクリートの上がり下がりは、FLを基準とした寸法値とする。

（３）土間コンクリート補強筋(S0）の配筋及びコンクリート厚さは13.4(a)(1)による。

（４）スラブの基準配筋（Ｓ形基準配筋）は表10.1及び図10.1により、配筋種別及びスラブ厚さは、

構造図による。

表10.1　Ｓ形基準配筋

配筋

種別

 短辺方向（主筋）

全域

 長辺方向（配力筋）

全域

配筋

種別

 短辺方向（主筋）

全域

 長辺方向（配力筋）

全域

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

（注）上端筋，下端筋とも同一配筋とする。

長辺方向（配力筋）

短辺方向（主筋）

短辺方向

長
辺

方
向

大梁柱 柱

大
梁

小
梁

柱 柱

図10.1　スラブの配筋

（７）定着長さ及び受け筋は、図10.2による。

ただし、引き通すことができない場合は、図10.3により梁内に定着する。

Ｌ

Ｌ

図10.2　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）

受け筋

余長

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

余長

受け筋
余長

Ｌ

Ｌ

（イ） （ロ） （ハ）

一般スラブの場合

受け筋

受け筋
余長

Ｌ

Ｌ

耐圧スラブの場合

図10.3　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）

10.2　片持スラブ

片持スラブの配筋は、次による。

（１）片持スラブの基準配筋（ＣＳ形基準配筋）は、表10.2並びに図10.4及び図10.5により、配筋種別及び

表10.2　ＣＳ形基準配筋

配筋種別 主筋

下

上

上

下

上

下

上

下

下

上

下

上

下

上

配筋種別 主筋

Ｌ

配力筋
主筋

受け筋

Ｌ

配力筋
主筋

受け筋

先端部補強筋

（段差なし）

（段差あり）

（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

図10.4　片持スラブの配筋（ＣＳ１からＣＳ５）

受け筋 D13
主筋

Ｌ

先端部補強筋

（段差なし）

Ｌ配力筋

 受け筋 D13

配力筋

主筋

Ｌ

先端部補強筋

（段差あり）

Ｌ

Ｌ

（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

図10.5　片持スラブの配筋（ＣＳ６及びＣＳ７）

（２）先端に壁が付く場合の配筋は、図10.6による。

Ｌ

先
端

壁
厚

以
上

10
0以

下

先端壁の縦筋

の径及び間隔

に合わせる

Ｌ

10
0以

下
10

0以
下

先
端

壁
厚

以
上Ｌ

図10.6　先端に壁が付く場合の配筋

（３）出隅部

（i） 補強の配筋は構造図により、配筋方法は、図10.7による。

（ii）出隅受け部分（図10.7の斜線部分）の補強筋は構造図による。

一般スラブ配力筋

出隅部

Ｌ

出
隅

部
分

の
補

強
筋

補強筋の定着

出隅部分の補強筋

Ｌ

(注) ≧ とする

出隅受け部

(注)1. ≧ とする
2．出隅受け部配筋は柱

又は梁にＬ 定着する。

出隅部分補強配筋 出隅受け部配筋

図10.7　片持ちスラブ出隅部の補強配筋

10.3　スラブ等の補強

（ａ）スラブ開口部の補強

スラブ開口部の補強は、特記による。

Ｌ

ｎ

Ｌ

２(

２
ｎ(

図10.8　スラブ開口部の補強配筋

（i）スラブ開口の最大径が700mm以下の場合は、図10.8により開口によって切られる鉄筋と同量の

（ii）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより､開口部

を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

（ｂ）屋根スラブの補強

屋根スラブの出隅及び入隅部分には、図10.9により、補強筋をを上端筋の下側に配置する。

図10.9　出隅及び入隅部の補強配筋

（ｃ）土間スラブの打継ぎ補強

基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強は図10.10による。

ただし、土間スラブとは、土に接するスラブでＳ形の配筋によるものをいう。

ａ＞３００の場合は特記による。

Ｌ

Ｌ

中間部

Ｌ

Ｌ

端部

同材質，同間隔

スラブ筋と同径，

（注）ａ≦300の場合

図10.10　打継ぎ補強配筋

（ｄ）土間コンクリートの補強

土間コンクリートの補強筋は、構造図による。なお、基礎梁との接合部は、図10.11による。

ａ＞３００の場合は特記による。

土間コンクリート補強筋

Ｌ

Ｌ Ｌ土間コンクリート

補強筋の鉄筋径及

び間隔に合わせる

中間部 端部

図10.11　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

11.1　片持スラブ形階段

片持スラブ形階段の基準配筋は、表11.1及び図11.1により、寸法及び配筋種別は、構造図による。

表11.1　片持スラブ形階段の基準配筋

配筋種別

配筋図

配筋種別

配筋図

t t

t

t t

t

Ｌ

Ｌ

Ｌ （注）１．壁配筋は、9.1（ｃ）による。

２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。

３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、表4.3

図11.1　片持スラブ形階段配筋の定着

本

本
)本

【※】

（２）幅止め筋は、縦横ともD10-1,000＠程度とする。

（１）壁配筋の重ね継手及び定着の長さは、重ね継手長さをＬ　、定着長さをＬ　とする。１ ２

4.1、5.1による。

Ｌ
１

２

W12

W15A

W15B

W18A

W18B

W20A

W20B

120

150

180

200

D10-200@シングル

D10-150@シングル

D10-100@シングル

D10-200@ダブル

D10-150@ダブル

D10-200@ダブル

D10-150@ダブル

KW1

KW2

180

200

KA1

KA3

KA2

KA4

D13-200@ダブル

D10-200@ダブル

D13-150@ダブル

D10-200@ダブル

１ Ｌ２

２
Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

1-D13

1-D13

1-D13

1-D13

2-D13

2-D13

２ Ｌ２ ２ ２

1-D13 1-D13 1-D13

1-D13 2-D13 2-D13 4-D13

W12，W15

W18，W20

1-D13

2-D13

1-D13

2-D13

W12，W15

W18，W20

2-D13

4-D13

1-D13

2-D13

１

Ｌ１

１

１

（２）土間スラブ下の砂利地業厚及び捨てコンクリート厚は13.1(1)による。

S 1

S 2

S 3

S 4

S 5

S 6

S 7

D13-100@

D13-150@

D10,D13-150@

D13-100@

D13-150@

D10,D13-150@

D13-150@

D10,D13-150@

D10-150@

D10,D13-150@

S 8

S 9

S10

S11

S12

S13

S14

D10,D13-150@

D10,D13-200@

D10-200@

D10-150@

D10-200@

D10,D13-200@

D10-200@

D10-250@

D10-200@

D10-250@

（６）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ　とする。

（５）配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。

１

２

３

受け筋 (D13)

受け筋 (D13)

２

ｂ

３

２

ｂ

３ ３

２

Ｌｂ

(D13)

(D13)

(D13)

(D16) Ｌ
２

２

ｂ

スラブ厚さは、構造図による。

CS1

CS2

CS3

CS4

D13-100@

D13-200@

D13-150@

D13-300@

D10,D13-150@

D10,D13-300@

D10,D13-200@

D10-200@

CS5

CS6

CS7

D10-200@

D10-400@

D10,D13-200@

D10-200@

D13( 　≦1,000)
D16( 　＞1,000)

Ｌ２

2-D13

先端部補強筋
Ｌ３

2-D13

D13( 　≦1,000)
D16( 　＞1,000)

Ｌａ

Ｌ３

Ｌ
２

2-D13

２

≦600

ａ

２

2-D13

≦600

２ 2-D13
２

2-D13

２

/2１ １

Ｌ３

２

１
/2

Ｌ
１ ３

１

１ ２

１/2

/2
１

２

１

１ ２

１

鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め方向に2-D13（ = 2Ｌ１ ）シングルを上下筋の内側に

配筋する。

Ｌ
１

１

１

Ｌ

ｎ )本１

１

ｎ１

２

２

=1,500）

=1,500）

5－D10（

5－D10（

２

２
ａ D13 D13

２

２

Ｌ
３

ａ
Ｌ

２

２

ａ
２

D13 D13

Ｌ２

ａ
２

KA1 KA2

D13
D13

D10-300@

D10-300

2-D13
D13

D10-300@

D10-300@

KA3 KA4

D10-300@ D10-300@

D13

D13 D13

2-D13

２
Ｌ

３ ２

２

［鉄筋の定着の長さ］のＬ３ とする。
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2-D13

2-D13

4-D13

２
Ｌ

２
Ｌ

2-D13

2-D13

D10-200@

800

D10

ｔ

２
Ｌ

２
Ｌ

D16

D10-200@

D13

D10

2-6φ-100@

2-6φ-100@

4-2-D13

2-2-D13

2-2-D13

4-2-D19

4-2-D16

4-2-D16

4-2-D13

2-2-D13

2-2-D13

MH7

MH6

MH5

MH4

MH3

MH2

MH1

2-6φ-100@

6-2-D13

4-2-D13

4-2-D13

2-2-D13

M4

M3

M2

M1

3-2-D13

2-2-D13

2-2-D13

2-2-D13

4-2-D13

2-2-D13

2-2-D13

4-2-D22

4-2-D19

4-2-D16

4-2-D16

4-2-D13

2-2-D13

H7

H6

H5

H4

H3

H2

H1

１

１

１Ｌ

･ ･ ･ ･

d≧250

d≧200

d≧175

900≦D

700≦D＜900

500≦D＜700

L
3/8L1/4L3/8L

1/3D

d

d

d

1.5D以上1.5D以上

L
3/8L1/4L3/8L

1/3D
d

d

1.5D以上1.5D以上

Ｄ/2

(12)  貫通孔の位置は図12.4のように開孔をはさむ±４５度の領域（ハッチ部）には他の開孔を

(11)  溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。

(８)  孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開

(７)  補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、図12.3による。

(５)  孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。

(４)  孔は、柱面から原則として、1.5Ｄ（Ｄは梁せい）以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除

 0

３

２Ｌ

D10-300@

D10

D10

３

150

ｂ

２  0

２

２

３

ｂＬ

２Ｌ

D13
D10

D10

２

２

D10-200@

150

D10-300@

D10

D13
D10-200@

３

ｂＬ

２Ｌ
 0

D16-100@

D16-125@

D16-150@

D13,D16-150@

D13-100@

D13-150@

D13-200@

KB7

KB6

KB5

KB4

KB3

KB2

KB1

は、一般部分のあばら筋を示す。

は、一般部分のあばら筋を示す。

は、一般部分のあばら筋を示す。

図12.7　パラペットの配筋

先端補強筋 先端補強筋

先端補強筋

（構造図による）
パラペット配筋

（構造図による）
パラペット配筋

パラペットの先端補強筋は、図12.7による。尚、コンクリート厚さ及びパラペット配筋は構造図による。

12.3　パラペット

図12.6　壁付き土間コンクリートの補強配筋

コンクリートの厚さ

コンクリートブロック帳壁

図12.5　控壁の配筋（水平、垂直とも）

（ｂ）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強は、図12.6による。

コンクリートブロック帳壁

（２）配筋は、図12.5による。

（１）控壁の配置は、構造図による。

（ａ）控壁は、次による。

12.2　コンクリートブロック帳壁との取合い

（注）

なし

なし

配筋図溶接金網縦筋斜め筋配筋種別

表12.3　MH形配筋

（注）

なし

配筋図溶接金網縦筋配筋種別

表12.2　M形配筋

（注）

なしなし

なし

配筋種別 斜め筋 縦筋 横筋 上下縦筋 配筋図

表12.1　H形配筋

（ｂ）梁貫通孔の補強形式は表12.1～表12.3により、配筋種別は構造図による。

図12.4 他の開孔を設けない範囲

Ｄ

45゜45゜

図12.3　補強筋の定着長さ

Ｌ

Ｌ

図12.2 梁貫通孔の設置範囲

：梁貫通孔を設置出来る範囲

･ ･ ･ ･

･ ･ ･ ･

（注）１．梁貫通孔のへりあき寸法ｄは下記による

（小梁のある場合）

大梁

柱柱

Ｄ

小梁

（小梁のない場合）

大梁

柱柱

Ｄ

溶接金網

図12.1　梁貫通孔補強筋の名称等

ＭＨ形及びＭ形

Ｄ

あばら筋

溶接金網

リング筋

突出し 余長

突き合せ溶接

リング筋

縦筋

突出し

かぶり
余長

貫通孔外径

かぶり
余長

突出し

あばら筋斜め筋縦筋斜め筋

Ｈ形

上縦筋

あばら筋
縦筋

横筋

斜め筋

下縦筋下縦筋

あばら筋

縦筋

上縦筋

斜め筋

横筋

設けないこととする。

なお、リング節は、溶接金網に４箇所以上溶接する。

口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

くが、その場合の範囲は特記による。

(10)  溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋 1-13φのリング筋を取り付ける。

(９)  溶接金網の余長は1格子以上とし、突出しは10mm以上とする。

(６)  縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

(３)  孔の上下方向の位置は図12.2による。

(２)  孔の径は、梁せいの1/3以下とする。

(１)  梁貫通孔補強筋の名称等は、図12.1による。

（ａ）梁貫通孔は、次による。

12.1　梁貫通孔

図11.3　二辺固定スラブ形階段配筋（その２）

Ｌ

（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。

t

Ｌ余長

Ｌ

Ｌ

図11.2　二辺固定スラブ形階段配筋（その１）

Ｌ

Ｌ

t Ｌ 余長

t

t

Ｌ
Ｌ

Ｌ
余長

上端筋、下端筋とも（全域）配筋種別

表11.2　二辺固定スラブ形基準配筋

構造図による。

二辺固定スラブ形階段の基準配筋は表11.2並びに図11.2及び図11.3により、寸法及び配筋種別は、

11.2　二辺固定スラブ形階段

鉄筋コンクリート構造配筋標準図４
5
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6

<両側スラブ>

Ａ形形 Ｂ形

<片側スラブ>

その他

右記以外に適用する。 風除室・ポーチ・外部通路・車路

土
間

コ
ン

ク
リ

ー
ト

土
間

ス
ラ

ブ

凡例

砂利地業

捨コンクリート

１３．２　異形鉄筋の末端処理

（ａ）　梁

（１）梁の２段非対称配筋は下図による。

スラブのない側とする いずれでもよい

１３．３　壁の配筋

梁中心

柱中心

梁（土圧、水圧などを受ける壁の場合）

＜柱＞
＜梁＞

壁
Ｄ１３

スラブ

（ａ）　定着

（１）壁筋が、梁，柱主筋の外側に配筋される場合の定着は下図による。

（２）壁筋をスラブに定着させる場合は下図による。

（ｂ）　壁開口部の補強

（２）シングル配筋の壁で盤類が埋設される場合は、下記補強を行う。

（盤類） 溶接金網６φ－１００＠

溶接金網６φ－１００＠

開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。）

（３）コンセントボックスの補強は下記による。（但し、最大径が３００ｍｍ以下で鉄筋を緩やかに曲げることにより、

コンセントボックス

１－Ｄ１３

１３．４　スラブの配筋

（ａ）　土間コンクリート

（１）土間コンクリート厚は130,補強筋はタテ・ヨコ共D10-200@シングルとする

ＲＣ壁

縦横共Ｄ１０－２００＠
（土間補強筋　上側）

（ｂ）　段差のあるスラブの補強

（１）同一土間スラブに段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、特記による。

（２）同一土間コンクリートに段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、特記による。

ｈ

ｂ：１．７５ｈかつ２００以上

（ｃ）　トラフの補強

（１）スラブにトラフの段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、特記による。

（２）土間コンクリートにトラフの段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、特記による。

スラブ配筋と同径同ピッチ

７０＜ｈ≦２００

ｂ：１．７５ｈかつ２００以上（縦横共）

土間コンクリート配筋と
と同径同ピッチ（縦横共）

７０＜ｈ≦２００

ｂ：１．７５ｈかつ２００以上

１３．５　その他の配筋

（ａ）　打増し

（１）打増し部分は、かぶり厚さに含まない。ただし、土に接する柱は除く。

（躯体取合いによる打増しとし、仕上による打増しは含まない。）

　（６）土に接する部分の打増し

柱

梁

梁

梁
梁

柱

梁

梁

梁

▽地盤面

（ｂ）　ピット配筋図

（１） 便所ピット及び配管ピットの配筋は下図による。

打増し

１－Ｄ１６

１－Ｄ１３
Ｄ１０@２００
（縦横共シングル）

１－Ｄ１３

Ｄ１３＠２００（縦筋）
Ｄ１０＠２００（横筋）

ＶＰ１５０φ
（半割）

打増し補強無し

打増し

１－Ｄ１６

１－Ｄ１３
Ｄ１０@２００
（縦横共ダブル）

Ｄ１０@２００
（縦横共ダブル）

１－Ｄ１３

打増し補強無し

地中梁下端とピット底版上端が同じ場合Ｌｏ＞2,000  Ｌｏ：短辺方向の内法長さ

（ｃ）　設備機器基礎の配筋は下図による。但し、ｈ＞４００の場合は特記による。

Ｄ１０@２００（縦横共）
Ｄ１３＠２００（縦横共）

（d）　コンクリートブロック（CB）帳壁

ＲＣリブ壁を設ける。

（４）垂れ壁、立ち上がり壁の配筋は、タテ・ヨコＤ１０－２００＠シングルとする。

記号

ＣＢ１０

ＣＢ１２

ＣＢ１５ １５０

１２０

１００ ２，４００

３，０００

３，４００

（ｅ）　躯体に埋設される配管等について

（１）躯体埋設配管等に対する構造上の注意事項は、別に「コンクリート躯体に埋設される配管の取扱いについて」を定

めているので、監督職員との協議のうえ対応すること。

１３．６　梁貫通孔補強リスト

（ａ）梁貫通孔補強（図示以外）

（１）貫通孔の補強筋は下記による。補強筋は構造関係共通図　図１２．１～表１２．４及び

　　表１２．１～表１２．３による。スリーブ材質は表１３．１による。

階 梁記号 スリーブ内径 梁　幅 梁せい 数量 補強種別・記号 備　考

SP（白管）記号（建築用）

つば付き鋼管（黒管）硬質塩化ビニル管（薄肉管）溶融亜鉛めっき鋼版鋼　管管　名

１３．７　壁開口補強リスト

（ａ）壁開口補強（図示以外）

壁記号階 壁　厚 数量 開口寸法 備　考

構造関係共通図　表９．３，表９．４及び図９．３による。

１３．８　床開口補強リスト

（ａ）スラブ開口補強（図示以外）

設備工事に伴う、スラブの開口補強は下記による。補強筋は特記による。特記がなければ、

設備工事に伴う、壁の開口補強は下記による。補強筋は特記による。特記がなければ、

構造関係共通図　図１０．８による。

階 スラブ記号 スラブ厚 数量 開 口 寸 法 備　考

ｈ≦７０ ７０＜ｈ≦２００

７０＜ｈ≦２００

１３．その他

１３．１　地業

（１）土間コンクリート・土間スラブ下

一般室

ＣＢ厚 Ｈ又はＷの最大値

６
０

５
０

Ｌ

Ｌ
 か

つ
梁

中
心

線
を

越
え

る

Ｌ

Ｌ

Ｌ

ｈ

45°

ｈ

ｂ

45°

Ｌ

ｂ Ｌ

ｈ
ｈ

ｂ

Ｌ

壁厚

土に接する部分

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ
２ 150

10
0

Ｌ

Ｌ２

２

Ｌ

ｈ ｈ

Ｌ

構造関係共通図 （特記事項）

150以上 ２Ｌ かつ柱中心線を越える

Ｌ
２

２

15
0以

上

150以上

２
Ｌ
２

２

２

（１）開口補強（設備開口を含む）は特記による。

500

50
0

設備配管

Ｌ
３

３

（２）土間コンクリートの上にＲＣ壁が取り付き、その下に地中梁がない場合は、下図の補強を行う。

Ｌ２

ｈ

5ｈ

ｈ≦７０

Ｌ２

ｂ
Ｌ２

ｂ：１．７５ｈかつ２００以上

Ｌ２

Ｌ２

２

２

２

Ｌ２

（２）部材の軸方向の補強筋の定着長さはＬ２とする。

（３）打増し部が７０ｍｍ未満の場合、補強を行わない。

（４）柱と梁が同一面とする場合の打増しは下図による。

25

25

25

10

35=10+25

10 35
=1

0+
25

10

10
0

Ｌｏ≦2,000

２

２

150

２

２ 150

10
0

２

Ｌｏ≦2,000  Ｌｏ：短辺方向の内法長さ

２ 180

２

２

２ ２

２００＜ｈ≦400の場合ｈ≦200の場合

（１）特記なきＣＢは厚さ１２０ｍｍとする。

（２）ＣＢの積み高さ又は積み幅は下表の値とし、その上又は下に同じ厚さのＲＣ壁若しくはその両端に

（３）ＣＢは垂れ壁・腰壁又は帳壁に定着する。特記がなければＡ型（垂れ壁・立ち上がり壁）とする。

（５）コンクリートブロックの腰壁・立ち上がり壁又は帳壁への配力筋の定着は下図による。

40
d

40
d

40d

配力筋の定着は25dとする

表13.1　スリーブ材質の凡例　

GA VU RS



日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録お(2204）第1003号 　管理建築士

R2 9 1
上平田ニュータウン改良住宅外壁等改修（建築主体）工事

Ｓ
ＮＳ鉄骨構造標準図

7

(１)構造関係共通図(鉄骨標準図)は鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄骨の加工、組立の一般的

な標準図とする。

(２)構造関係共通図(鉄骨標準図)以外については、図面及び監督職員の指示による。

この標準図を作成するに当たり使用した仕様書等

○公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

○建築工事監理指針
国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

(3)

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修
（平成２５年版）

（平成２５年版）

図３．２

2 2 2 2

2

t

tS

S

Ｓ＝t／√

有効のど厚有効のど厚

S S S S

ｓ

ｔ ４

３ ４

５ ６

５

７

５ ６

８ ９

７

10

８ ８

11 12

９ 10

13 14

10

15

1211

16 19

11 13

22 25

15

28

17 19

32 36

21 24

40

θ=60°
3√

１．適用範囲

鉄　骨　標　準　図 溶接継手の種類別開先標準３－４

(別表3.3)

Ｓ＝t／√

16㎜＜ｔ≦40㎜の場合

（単位：㎜）

2 3

S
2
2√

S
2
3√

２．一般事項

鉄骨製作工場２－２

２－１ 設計品質

施工管理技術者、技能資格者

鉄骨は、施設に要求される構造耐力、耐久性及び耐火性等を有するものとする。

施工管理技術者の能力等を総合的に判断して選定を行う。

鉄骨製作工場は、対象工事の規模、鋼材の種別、最大板厚、加工の難易度等及び製作工場の工事実績、

鉄骨工事全般及び各製作段階における施工管理技術者及び技能資格者は、性能確保上必要とされる能力

を考慮して選定を行う。

２－３

Ｂ2Ｈ2Ｆ

2ＢＨ

1ＴＨ

ＢＨ ２

(2) 溶接記号の記載方法

溶接記号の記載方法は、図３.１による。

ただし、溶接方法又は溶接面の指定を行わない場合は、溶接継手記号のみを記入する。

完全溶込み溶接及び部分溶込み溶接の場合は、引出線を折線とし、開先をとる部材面に先端を向けるもの

とする。

溶接方法（手溶接又は半自動溶接）

溶接面（両面溶接）

溶接継手（突合わせ継手）

溶接記号の記載方法

及びセルフシールドアーク半自動溶接

１（片面溶接） ２（両面溶接）

ｔ≦６

サブマージアーク自動溶接

１（片面溶接） ２（両面溶接）

ｔ≦12

基本記号 基本記号 基本記号 基本記号

6＜ｔ≦19

基本記号 基本記号

12＜ｔ≦22

基本記号 基本記号

19＜ｔ≦40 22＜ｔ≦40

基本記号 基本記号 基本記号 基本記号

Ｇ＝ｔ

D1 =2（ｔ－2）／3

D2 =（ｔ－2）／3 D2 =（ｔ－6）／2

D1 =（ｔ－6）／2

（単位：ｍｍ）

ｔ ｔｔ

Ｇ

ｔ

6

7

2

３５° ４５°

2

6

2

３０°
６０°

6

ｔ

３５°

2 ｔ

7

2

D1

D2

６０°

４５°

6

2

ｔ

３０°
６０°

6

D2

D1
ｔ

６０°

ｔ ｔ ｔ

ｔ

突合わせ継手の開先標準

Ｈ
アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接

Ａ

(1) 完全溶込み溶接

（単位：ｍｍ）

及びセルフシールドアーク半自動溶接

１（片面溶接） ２（両面溶接）

ｔ≦６

基本記号 基本記号

サブマージアーク自動溶接

１（片面溶接） ２（両面溶接）

ｔ≦12

基本記号 基本記号

6＜ｔ≦19

基本記号 基本記号 基本記号 基本記号

12＜ｔ≦22

19＜ｔ≦40

基本記号 基本記号 基本記号 基本記号

1／4  t≦Ｓ≦10 1／4  t≦Ｓ≦10

1／4  t≦Ｓ≦10 1／4  t≦Ｓ≦10 1／4  t≦Ｓ≦10 1／4  t≦Ｓ≦10

22＜ｔ≦40

1／4  t≦Ｓ≦10 1／4  t≦Ｓ≦10

D2=（ｔ－2）／3

D1=2（ｔ－2）／3

1／4  t≦Ｓ≦10 1／4  t≦Ｓ≦10

D2=（ｔ－6）／2

D1=（ｔ－6）／2

6

2
Ｓ

３５°

ｔｔ

３５°

Ｓ
2

ｔ

6

ｔ

６０°

Ｓ
6

Ｓ

ｔ

３５°

Ｓ
2

7

４５°

ｔ

Ｓ
2

Ｓ

7

ｔ

2
Ｓ

３５°

7

ｔ

Ｓ
2

３５° ４５°

Ｓ
2

Ｓ

ｔ

６０°

D1

D2

３５°

Ｓ

ｔ2

7

６０°

６０°

Ｓ
6

D1

D2

Ｓ

ｔ

ｔ

Ｔ型継手の開先標準

アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接
Ｈ Ａ

アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接

１（片面溶接） ２（両面溶接）

６＜ｔ≦40 ６＜ｔ≦19 19＜ｔ≦40

基本記号 基本記号 基本記号

1／4  t≦Ｓ≦10 1／4  t≦Ｓ≦10 1／4  t≦Ｓ≦10

及びセルフシールドアーク半自動溶接
サブマージアーク自動溶接

１（片面溶接） ２（両面溶接） １（片面溶接） ２（両面溶接）

ｔ≦12ｔ≦６

基本記号 基本記号 基本記号 基本記号

6＜ｔ≦19

基本記号 基本記号 基本記号 基本記号

12＜ｔ≦19

1／4  t≦Ｓ≦10 1／4  t≦Ｓ≦10

19＜ｔ≦40

基本記号 基本記号 基本記号 基本記号

19＜ｔ≦40

Ｇ＝ｔ

D1=2（ｔ－2）／3

D2=（ｔ－2）／3

1／4  t≦Ｓ≦10

D1=（ｔ－6）／2

D2=（ｔ－6）／2

1／4  t≦Ｓ≦10

（単位：ｍｍ）

アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接

２（両面溶接）１（片面溶接）

ｔ≦16 ｔ≦16 16＜ｔ≦40

基本記号 基本記号 基本記号

≧６０
°

Ｓ

7

３５°

ｔ

Ｓ
Ｓ

≧６０
°

ｔ 2 0

４５°
６０°

Ｓ
Ｓ

2／3（ｔ-2）
2
1／3（ｔ-2）

ｔ

0
４５°≧

７５
°

Ｇ

ｔ ｔ

6

ｔ ｔ

ｔ

３５°

2 ｔ

４５°

2
Ｓ

ｔ

３５°

2

7

Ｓ
6 ｔ

５０°

7

３５°

2 ｔ

7

４５°

６０°

2 D1

D2
ｔ

Ｓ

３５°

ｔ

2

7

６０°

ｔ
D1

D2

6
Ｓ

６０°

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

ｔ

Ｓ

Ｓ Ｓ

ｔ

Ｓ

６
０
°

６
０
°

Ｓ Ｓ

22

Ｓ Ｓ

ｔ

部材が直交しない場合の開先標準

かど継手の開先標準

隅肉溶接の開先標準

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

Ｈ

アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接
Ｈ Ａ

Ｈ

隅肉溶接のサイズ（Ｓ）

ｔ≦16㎜の場合

隅肉溶接のサイズ（S)は、有効のど厚の和が板厚（t）と等しくなるよう、図3.7により求めたものである。(注)

表３.２

図３.３　隅肉溶接のサイズ

以上

以上

以上

６

９

１２

ｔ 裏当て金の厚さ

ｔ≦９

ｔ＞９

Ｓ

９

５手　溶　接

半自動溶接

溶接方法

自動溶接

（単位：㎜）（単位：㎜）

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接

２（両面溶接）

16≦ｔ≦40

１（片面溶接）

12≦ｔ≦40

基本記号 基本記号部分とけこみ溶接 部分とけこみ溶接

1／4  t≦Ｓ≦10

22ｔ 12 1916 362825 32 40

13Ｄ 10 1211 1413 15 15 16

D1=（ｔ－2）／2

D2=（ｔ－2）／2

1／4  t≦Ｓ≦10

アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接

１（丸鋼等片面溶接） ２（丸鋼等両面溶接） ３（軽量形鋼Ｖ形溶接） ４（軽量形鋼レ形溶接）

基本記号 基本記号 基本記号 基本記号

ｔ＜３のときＳ＝３

ｔ≧３のときＳ＝ｔ

ｔ＜３のときＳ＝３

ｔ≧３のときＳ＝ｔ

ｔ

ＳＤＳ

Ｓ

４５°

ｔ

2

D2D1

Ｓ Ｓ

４５°４５°

ｄ

2

ｄ

2

ｄｄ

ｄｄ

2

ｄ

2

ｄ

2
ｄ

2

ｄ

2

2

ｄ

2

ｄ ｄ

ＳｔｔＳ

部分溶込み溶接の開先標準

ｄｄ

2

フレア溶接の開先標準

Ｌ：片面フレア溶接の場合　10d

両面フレア溶接の場合　 5d

Ｌａ及びＬｂ=１Ｓ（鉄筋については1d）以上

ｄ：異形鉄筋の呼び名に用いた数値

Ｓ：溶接のサイズ
L LbLa

（ａ）鉄筋又は軽量形鋼にフレア溶接を行う場合は下記による。

（ｂ）有効溶接長さ（Ｌ）は、ビードの始点（La）及びクレーター（Lb）を除いた部分の長さとする。

エンドタブ

３５

３８

７０

以上

以上

以上S

（単位：㎜）エンドタブの長さ

10㎜以上

エンドタブ

裏当て金

エンドタブ

S

S

溶接方法

手　溶　接

半自動溶接

自動溶接

は、この限りではない。

ただし、あらかじめ溶接端部に欠陥が生じないことが確認された材質及び形状のものを用いる場合について

による。

エンドタブの材質は、母材と同等以上、形状は、母材と同厚・同開先のものとし、長さは、図3.11及び表3.4

図３.４

裏当て金の長さ 溶接のサイズ

３．溶接接合

現場溶接

全周溶接

基本記号

Ｌ－Ｐ

※完全溶込み溶接の溶接方法・溶接面は適切な溶接方法等による。

溶接記号

溶接方法、溶接継手及び溶接面の分類別記号(1)

溶接方法、溶接継手及び溶接面の分類別記号表３.１

３－１

溶接方法

溶接継手

記　号分　　　　　　　　　　　　　類

アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接、
セルフシールドアーク半自動溶接
サブマージアーク自動溶接

エレクトロスラグ溶接

Ａ

Ｈ

Ｅ

完全溶込み溶接

Ｌ
Ｔ

かど継手

Ｔ形継手

Ｂ突合わせ継手

フレア溶接
部分溶込み溶接 Ｐ

Ｆ隅肉溶接

片面溶接

両面溶接
溶 接 面

２

１

全周現場溶接

補助記号

（記載例）
特記事項

断続溶接の間隔

断続溶接の長さ

図３.１　溶接記号の記載例

設計図中で使用する記号は、JIS Z 3021-2000による。

ＦＬ

２－４ 優先順位

(１)設計図書間で配筋方法等に相違がある場合の優先順位は以下の通りとする。

１．特記仕様書

３．国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書(建築工事編)(平成25年版)」

ⅰ .設計図

ⅱ .構造関係共通図（鉄骨標準図）

２．図面

(1)

３－４

３-３　フレア溶接を行う場合の溶接長さ

S

S

11

S

S

FB(t×25㎜) FB(t×38㎜)

t

Ｆ

t

Ｆ

(3) 完全溶込み溶接を両面溶接とする場合は、裏溶接の前に裏はつりを行う。
裏はつりは、健全な溶着部分が現われるまではつり取るものとする。

とができる。
ただし、自動溶接において、完全な溶込みが得られたことが確認できる場合には、裏はつりを省略するこ

位置に行う。

裏当て金の組立溶接は、接合部に悪影響を与えないように、エンドタブの位置又は梁フランジ幅の1/4の

図3.12による。
完全溶込み溶接の片面溶接に用いる裏当て金は、原則としてフランジの内側に設置し、取付け方法は、(1)

裏当て金及び裏はつり

(2) 裏当て金の厚さ及び隅肉溶接のサイズは、表3.5及び表3.6により、材質は、原則として母材と同等以上の
ものとする。

３－５

裏当て金の溶接図３.５

社団法人　日本建築士事務所協会連合会
（平成１１年版）○構造設計資料

○日本工業規格（ＪＩＳ）



日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録お(2204）第1003号 　管理建築士

R2 9 1
上平田ニュータウン改良住宅外壁等改修（建築主体）工事

Ｓ
ＮＳ鉄骨構造標準図２

8

200≦

－

(3)

(a) (b)

1

図６.８

Ｐ

ｇ

t

Ｂ Ｂ

４０

７０

９０

1

A

2
B

d

a

一般部(a)

Ｙ

H 1

1

H

X

H

H

2
2

2

1

2

(注)１． 2：

２． ：

図６.３ (単位：㎜) (単位：㎜)図６.４ 鋼管柱脚部

ｈ Ｈ

２面せん断

ｈ Ｈ

１面せん断

ｈ Ｈ

c
w

１面せん断

ｈ Ｈ

w

１面せん断

(b)(a)

図６.６

φ

Ｈ Ｄ

(注)

図６.７ (単位：㎜)

Ｐ

Ｐ

2 1 2

図５.１

Ａ

Ａ

4

一般部(a)

図６.１

Ｘ2－Ｘ2断面図

Ａ又はＢ

６－２ 柱・梁仕口部（角形鋼管柱）
空気穴（30φ程度）

６－１ 柱・梁仕口部（Ｈ形柱）

５－１アンカーボルト

４－１

４－７

Ｈ形柱脚部

６－５ 小梁の接合（剛接合）

直交する梁との段差が100㎜以上の場合 直交する梁との段差が100㎜未満の場合

小梁の接合（剛接合）

６－６ 梁貫通孔部補強

６－７ 折板受材
C-100×50×20×2.3

折板受材の取付け

勾配のある場合一般の場合

Ａ-Ａ断面図

Ｐ

ｅ1

ｅ1

ｇ

「柱　部」 「梁　部」

スタッドの配置

千鳥打ちのゲージ及び間隔

形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径４－８

（単位㎜）

形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径

－

２４

３５

３５

１６

１６
２０

２０

２４

２４

２４

２４

２４

３５

４０
４０

５０
５５

５０

５０

５５

６０

４０

５５

７０

１２

５０

６０

６５

７０

７５

８０

９０

６０

４５

２８

２５

２２

２２

２４

９０

４５

１３０

１５０

１７５

２００

１２５

１００ ４００

１００

１２５

３５０

３００

２５０

２００ １２０

１５０

１５０

１４０

１４０

１５０

１７５ １０５

５６

７５

９０

５０１６

１６

２２

３０

４０

４０

４５

５５

１２

２０

２２

２４

２４

６５

８０２４

２４

２４

２４

７０

７５２２

９０

３５

５０

２０

２２

２４

１００

3ｇｇ2ｇ1ｇ2ｇ 1

g
1

g g

g g g
B

B

g3

D

アンカーボルトの形状の例
(監指-図7.10.3)

HＴ

X2

Ｐ2
※

10

2

Ｆ
※

※
Ｆ

Ｆ
※Ｆ2

Ｔ

ＴH

ＴH

Ｔ
※

とする。

としてもよい。ただし、水平スチフナ

厚が12㎜以下の場合は とする。

仕口部の溶接（Ｈ形柱）

Ｆ

Ｐ2

Ｐ2
※

Ｐ1

ウェブ厚が16㎜以上のものについては、

Ｔ

HＴ

Ｆ2

B

Ｙ2 2

25以上

６－４ （ピン接合）小梁の接合

接合形式　Ａ 接合形式　Ｂ

≧
5
0

40404040

10

40

≧50

40

10 10

10

≧
50

4
0

40

ｒ=20
4040

10

10

接合形式　Ｃ 接合形式　Ｄ
4040

10 ｒ=20

≧
5
0

4
0

40
P
 ×

ｍ
 
-1

r=20 10

20

10

≧
5
0

1040

4
0

40
c

P
 ×

ｍ
 -

1

≧50 r=20

10

HB

F2

F2

HB

BH

TH 剛接小梁ウェブと
同厚以上

θ≦30°

1
00

以
上

以
上

1
00

Ｈ：鉄骨せい
Ｄ：梁せい
φ：貫通孔内径寸法

（φ≦Ｈ/２かつφ≦Ｄ/３）

梁端に貫通孔を設ける場合は、原則として、
梁端から貫通孔の中心まで1.2Ｄ以上離し、
梁継手位置等にも留意を要する。

梁貫通孔の位置の限度

30-500
FL

20

30-500

30-500

FL

FL2

丸鋼

F1

F1

(標仕7.10.3(e))

(標仕7.10.3(e))

（建告示第1456号)

(標仕表5.3.1)

(標仕表5.3.1)

(3.5.8)

※１：千鳥打ちとした場合

表４.６

表４.７

スタッド溶接は、アークスタッド溶接方式による直接溶接とし、溶接姿勢は下向きを原則とする。(1)

(2)スタッド溶接用材料は、JIS B1198「頭付スタッド」の規格に適合するものとし、適用する呼び名は、

13、16、19及び22の４種類とする。

スタッド溶接は、デッキプレート上から行ってはならない。(3)
ただし、デッキプレート厚1.6㎜以下で、あらかじめ良好な溶接が得られることが確認された場合については、

この限りではない。

スタッドの間隔、ゲージ等の寸法は、表3.10及び図3.18による。(4)

スタッドの間隔、ゲージ等の寸法

項　　　　　目 寸　　　　　法

(ｐ)間　　　　　隔

(ｇ)最 小 ゲ ー ジ

1へ　り　あ　き (e )

(標仕7.2.3)

(標仕7.2.2)

千鳥打ちのゲージ及び間隔

３５

４０

４５

５０

５５

６０

(ｇ)

ゲージ
(Ｐ千鳥打ちの間隔 t)

ねじの呼び

M24

６５

６０

５５

５０

４５

４０

M12,M16,M20,M22

５０

４５

４０

３５

２５

(単位：㎜)

最大軸径 最大軸径 最大軸径

※1

ただし、コンクリートに埋め込まれる場合は、二重ナットとしな
いことができる。

ねじがナットの外に３山以上出るようにする。
アンカーボルトは二重ナット及び座金を用い、その先端は、(1)

の検討を行い、座金とベースプレートを全周溶接する。
アンカーボルトにせん断力を負担させる場合は、座金厚さ(2)

柱底均しモルタルの厚さは、特記による。
特記がなければ、標仕表7.10.2のＡ種の場合は５０㎜、Ｂ種の
場合は３０㎜とする。

いたのち、目荒しを行う。
コンクリートの表面は、レイタンス等を取り除(4)

径に５㎜を加えた数値以下の数値とする。
アンカーボルト孔の径を当該アンカーボルトの(5)

折曲げ内法直径Ｄは、鉄筋D16以下の場合は３d
以上とし、鉄筋D19以上の場合は４ｄ以上とする。

(6)

は180°とし、鉄筋D13以下の場合は135°とする。
アンカーボルト末端フックは、鉄筋D16以上の場合(7)

ａは定着長さとする。(8)

ねじ３山以上

ベースプレート
座金

二重ナット

30～50㎜
モルタル

d＋5㎜以下

4d
以
上

(標仕-表5.3.1)

2Ｆ

(単位：㎜)

Ｙ2－Ｙ2断面図

cP 
×

ｍ
 -

1
w w

P 
×

ｍ
 -
1

c

ウェブボルト列数 １列、２列（大梁幅による）

大梁フランジ幅

≧小梁ウェブ厚、≧６㎜ガセット厚

小梁せい

ガセット厚

大梁フランジ幅

ウェブボルト列数

小梁せい

ガセット厚

大梁フランジ幅

ウェブボルト列数
小梁せい

ガセット厚

大梁フランジ幅

ウェブボルト列数
小梁せい

小梁ウェブ厚の１サイズＵＰ
－

≦２列

≦500

小梁ウェブ厚の１サイズＵＰ
－

≦２列

≦500 ≦500

200≦

１列、２列（大梁幅による）

≧小梁ウェブ厚、≧６㎜

共通事項：

３．ウェブボルトの配置は、最小ボルト本数を２本、せい方向ピッチを60、90、120㎜の３種類とし、
２．ガセット厚、添板厚（接合形式Ａ）≧６㎜
１．大梁せい≧小梁せい

スリーブを取り付ける。
(1)貫通孔の補強方法は、補強プレート法及び補強トラス法とし、貫通孔部分は、必要に応じて鋼管

スカラップ

鋼管分岐継手詳細（単位：㎜）

Ｂ部断面

tt t

Ａ部断面

0～3
接線

1.5t～2.0t

0～3
50°～60°

0～3
50°～60°

1.5t～2.0t 1.5t～2.0t

Ｃ部断面

1.5t～2.0t

Ａ

Ｄ

Ｄ

支管

θ

Ｂ

Ｃ

Ｄ-Ｄ断面図

一致させること。
主管の管軸と支管の管軸とは

Sc

t

Sc 10 12 14 15

6 9 12 16以上

150

80

Ｘ Ｘ

Ｌ

1
00

以
上

HＢ

Ｆ2

「角形鋼管柱」 「丸形鋼管柱」Ｘ-Ｘ断面図 Ｘ-Ｘ断面図

鋼管柱の継手（単位：㎜）

フレア溶接
隅 肉 溶 接

半自動溶接
手　溶　接

溶 接 方 法溶 接 継 手

自動溶接
半自動溶接
手　溶　接

か ど 継 手
突合わせ継手

４

４

３

余盛り高さの限度

（単位㎜）

３

余盛り高さの限度

余　盛　り

図３.６

図３．７

高力ボルト

３－６

改良型スカラップ

（２）スカラップ円弧の曲線は、フランジに滑らかに接するように加工し、複合円は滑らかに仕上げる。

Sr1
Sr2

Sr
Sr2
1

従来型スカラップ

（１）スカラップ半径Srは35㎜とする。

Sr

Sr

（ｅ）スニップカット

（１）スニップカット部は溶接により埋めるものとする。

スニップカット

rSc
t

スニップカットの寸法

（ⅰ）ただし、既製形鋼のスニップカットについては、Sc=r＋2により求めるものとする。

（ｆ）溶接部分の段差

（１）完全溶込み溶接を行う部分の板厚の差による段違いが10㎜を超える場合

1/2.5以下

t
1

t
2

Ｐ -(a)

(注) ＬＰ

省略してもよい。

-(a)は厚さ9㎜以上とし、柱径400㎜以下の場合は

ｴﾚｸｼｮﾝﾋﾟｰｽ

ｴﾚｸｼｮﾝﾋﾟｰｽ
ｴﾚｸｼｮﾝﾋﾟｰｽ

完全溶込み溶接（Ｔ形継手）の溶接部は、ビード表面が滑らかになるように仕上げるものとする。

する。
完全溶込み溶接（突合わせ継手、かど継手）、隅肉溶接及びフレア溶接の溶接部は、余盛りを行うものと(1)

余盛り高さの限度は、表3.9による。

(2)

適用管厚

ただし、自動機械により開先加工を行う場合については、この限りではない。
鋼管分岐継手における支管は、主管外径より細径のものとし、開先標準は、図3.17による。(1)

3.2㎜≦ｔ≦12㎜

鋼管分岐継手

交　　角 30°≦θ≦150°

３－９

３－８

３－７ 鋼管柱の継手

３－１０ スタッド溶接

図３.８

呼び名の7.5倍以上かつ600㎜以下

呼び名の５倍以上

４０㎜以上

表３.8

図４.３

25以上

図６.２仕口部の溶接（角形鋼管柱） (単位：㎜)

６－３ 柱　　脚

(注)

2

H

(注) とする

Ｆ

ＴH
※

Ｆ2

Ｆ2

25 50

※
Ｔ

「角形鋼管柱」「Ｈ形柱」

12㎜以下の場合は

とすることができる。

、13㎜以上の場合は ことができる。

柱板厚が６㎜以下の場合は埋込み型柱脚とする場合で、フランジ厚さが

1Ｐ2Ｆ
1Ｆ

50
50 50

5
0

50
5
0

5
0

50
50 50

小梁のせい方向の中心振り分けとする。

(単位：㎜)図６.５ 小梁の接合（ピン接合）

ｐｐ ｅ

縁端距離及びボルト間隔

４－６ 縁端距離及びボルト間隔

Ｍ１２

Ｍ１６

Ｍ２０

Ｍ２２

Ｍ２４

４０

４５

６０

７０

ねじの呼び 縁端距離
（ｅ) (ｐ)

ボルト間隔

(1)縁端距離及びボルト間隔は、原則として表4.6による。

距離は、ボルト軸径の２.５倍以上とする。
ただし、引張材の接合部分において、せん断力を受けるボルトが応力方向に３本以上並ばない場合の縁端

表４.５ （単位㎜）

図４.２

図４.１ JIS形高力ボルトのセット

Ｍ２４Ｍ２２Ｍ２０Ｍ１６Ｍ１２ねじの呼び

ボルトの種類

表４.４高力ボルトの締付け長さに加える長さ

４－５ 高力ボルトの長さ

(標仕表7.2.2)

トルシア形高力ボルト ２５ ３０ ３５ ４０

JIS形高力ボルト及び溶融亜鉛めっき高力ボルト ２５ ３０ ３５ ４０ ４５

(単位：㎜)

(1)高力ボルトの長さは、締付け長さに表4.4の値を加えたものを標準長さとする。

加算長さ

ボルトの長さ

締付け長さ 加算長さ

座金厚さ
余長

座金厚さ ナット高

(監指-図7.2.7)

表４.３ボルト孔の径
４－４ ボルト孔の径

(単位：㎜)

Ｍ２４Ｍ２２Ｍ２０Ｍ１６Ｍ１２ねじの呼び

ボルトの種類

高力ボルト

溶融亜鉛めっき高力ボルト

普通ボルト

(F8T相当)

(F10T,S10T)

※1 １７.５ ２４.0２２.0 ２６.0

２６２４２２１８１４

２４.５２２.５２０.５１６.５１２.５※2

母屋、胴縁類の取付用ボルトの場合は、ボルトの径＋１.０㎜とすることができる。

国土交通大臣認定条件による。※１

※２

Ｍ２４

ボルトの表示記号
４－３ボルトの表示記号

表４.２

ねじの呼び

ボルトの種類

高力ボルト (F10T,S10T)

(F8T相当)溶融亜鉛めっき高力ボルト

普通ボルト

Ｍ１６Ｍ１２ Ｍ２２Ｍ２０

表４.１ ボルト及びナットの材料

ボ　　ル　　ト ナ　　ッ　　ト

JIS B 1180（六角ボルト） JIS B 1181（六角ナット）

並形六角ナット並形六角ボルト

強　度　区　分

種　　　　類

規格番号、規格名称

４.６ ４Ｔ

鋼　　　　　製鋼　　　　　製材　料　区　分

ねじの種類の規格 JIS B 0205-4（一般用メートルねじ－第４部：基準寸法）による。

ねじの公差域クラス
の規格 タ）による６ｇ

－公差－第１部：原則及び基礎デー
JIS B 0209-1（一般用メートルねじ

JIS B 0209-1による６Ｈ

中仕上げの程度 中

(標仕表7.2.3)

普通ボルトのボルト及びナットは、表4.1により、ねじは、JIS B 0205「一般用メートルねじ」による。

普通ボルト４－２

高力ボルトの種類は、JIS B1186「摩擦接合用高力六角ボルト・六角ナット・平座金のセット」(２種F10T）の規格に適合するもの
建築基準法に基づき認定されたトルシア形高力ボルト(２種S10T)及び溶融亜鉛めっき高力ボルト（1種F8Ｔ相当）とする。

(1)

（3）

（3）フィラープレートの鋼材種別はSS400とする。
（2）スプライスプレートの鋼材種別はSN-Bとし、引張強さによる区分は、母材と同等とする。

（1）

もや、胴縁類の取付け用ボルトを普通ボルト接合とする場合は、二重ナットとする。

（2）座金は、JIS B1256「平座金」による並形一部品等級Ａとする。

４　高力ボルト接合等

５　柱　　脚

６　鉄骨標準詳細図

（１）スカラップ半径Sr1は35㎜とする。Sr2は10㎜とする。
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F2
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本数－径 厚×必要幅

必　要　溶　接　長 ( )
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ガセットプレート高力ボルト
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並びをフランジのボルト並びに対して半ピッチ(30㎜)外側にずらすことを表している。

ウェブの添板寸法。幅は梁せい方向の寸法、長さは材軸方向の寸法を表す。

設計用短期許容曲げモーメント（有効３桁）及び設計用断面係数（有効３桁）

設計用短期許容せん断力（有効３桁）及び設計用せん断断面積（有効４桁）

：継手の最大曲げ強さ（有効３桁）

を満たさなかったことを表す。（小数２桁目に丸めた値で表示する）

：せん断に対するα値（付表2.1）を満たす最小スパン長（小数２桁目に切り上げ）
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母　　屋６－８

６．鉄骨標準詳細図

山形鋼
又は鋼板

100 100

10

100 100 100 100

(b) (d)(c) (e)山形鋼による接合 鋼板による接合 鋼板による接合 母屋を引通す場合 母屋を継ぐ場合
(リブプレート付)

(a)

図６.９ 母屋の接合 (単位：㎜)

６－９ 胴　　縁

(b) (d)(a) (c) (e)

(単位：㎜)胴縁の接合

100 100 100 100 100 100

10
鋼板による接合 胴縁を引通す場合 胴縁を継ぐ場合

(リブプレート付)
山形鋼による接合 鋼板による接合

図６.１０

床型枠用鋼製デッキプレート６－10

-6ＰＬ

50 50
A

Ａ部断面図

受け板

10

50

-6ＰＬ

50
アークスポット溶接

(長手方向900@以下)受け板

200～210@

(注)建築基準法に基づき認定（構造用及び耐火構造用）を受けた合成床版用
デッキプレ－トの取付け方法は、認定時の添付資料「標準仕様書」による。

床型枠用鋼製デッキプレートの取付け

床型枠用鋼製デッキプレート

図６.１１ (単位：㎜)

(1)

６－11

鉄筋の貫通孔径の最大値は、表6.1による。
ただし、主筋の貫通孔（基礎梁を除く。）は、最大の径に統一することができる。

鉄筋の貫通孔径 (標仕7.3.7)

Ｄ１０ Ｄ１３ Ｄ１６ Ｄ１９ Ｄ２２ Ｄ２５ Ｄ２９ Ｄ３２

４３３８ ４６２１ ２４ ２８ ３１ ３５

表６.１ 鉄筋の貫通孔径の最大値 (単位：㎜)

鉄筋の呼び名

鉄筋の貫通孔径

(標仕-表7.3.1)

７．筋　か　い
７－１ 山形鋼・平鋼

筋かい（山形鋼、平鋼）表７.１ (単位：㎜)高力ボルトF10T(鋼材SN400級)

７－２ ターンバックル筋かい等

表７.２ ターンバックル筋かい等 JISターンバックル筋かい 高力ボルトF10T(鋼材SN400級)

(JIS A5542 付表1a1b) (JIS A5541 付表1) (単位：㎜)
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1 2,ｅ が確保されていれば形状は自由でよい。

パイプ式には、質量規定なし。

ｅ

(㎝)ｇｔ：ガセットプレートの板厚

Ｂ：ガセットプレートの有効幅
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図７.１ガセットプレート
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図７.２ ガセットプレートの種類
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(JIS A5542 付表1b)羽子板ボルト（M24～M33)図７.４

図７.３

Ｌ：胴の長さ

「割 枠 式」 「パイプ式」

(JIS A5541 付表1)

左ねじ 左ねじ右ねじ 右ねじ

Ａ：有効ねじ部の長さ

A
L

A
L

ターンバックル胴

AA

図７.５

７－３ 各 部 詳 細

鉛直ブレース(1)

Ａ Ａ

10

20

Ａ Ａ

(b)(a)柱　頭（梁が剛接合の場合） 柱　頭（梁がピン接合の場合）
Ｘ-Ｘ断面図Ｘ-Ｘ断面図

(d)

30°

30°
Ｂ

Ｘ

ガセットプレートの形状

２．ガセットプレートの幅は、材端ボルト位置で図(d)に示すＢの

長さを確保する。 ただし、それによりゲージラインが不一致

１．柱、梁及びブレースのゲージラインは、原則として一致させる。(注)

Ｘ

Ａ-Ａ断面図

-6ＰＬ

ＡＡ

図７.６
(c) 柱　脚

鉛直ブレース（山形鋼）（単位：㎜）

Ｘ-Ｘ断面図

となる場合はこの限りではない。

ＳＮ４００級（Ｆ１０Ｔ・Ｓ１０Ｔ）表８.１

柱・梁継手一覧８－１

８．柱・梁継手標準

柱継手一覧表

Ｄ

径

断面寸法

mF ㎝3 m㎝3
3

2㎝ 2㎝
N･m N･mN･m

10 1010

N N

103 1033 3㎜ ㎜㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜㎜Wn ㎜㎜

ﾎﾞﾙﾄ

m WnF

12

梁継手一覧表表８.２ ＳＮ４００級（Ｆ１０Ｔ・Ｓ１０Ｔ）

断面寸法
Ｄ

径
保有耐力接合せん断力曲げﾓｰﾒﾝﾄ内添板外添板ﾎﾞﾙﾄ 添板寸法ﾎﾞﾙﾄ

m3
N･m2㎝

N
3

㎝3
3

N･m
101010

㎜ ㎜㎜㎜
Wn

㎜ ㎜㎜ ㎜㎜㎜
mW

ｇ2ｇ1

ｹﾞｰｼﾞ

nF mF

母材断面の寸法断面寸法：
フランジ及びウェブに使用する高力ボルトの呼び径径  Ｄ　：

８－２ 梁継手の諸元一覧

フランジについて

W W
ＰC

ｍ ×ｎ  ：

板厚と板幅を表示、長さは、外添板の長さと同じ

フランジのボルト配列でｎ は材軸方向のボルト行数を、ｍ はフランジ幅方向のボルト数（千

板厚と長さを表示、板幅は、フランジの呼称幅

F Fｎ ×ｍ ：

1 2
外添板　 ：
内添板　 ：

ｇ 、ｇ  ：

ウェブについて

鳥配置の場合には、ｍ ＝２で表示）を表す。
F

フランジボルトのゲージ寸法

F
F

ウェブのボルト配列でｍ  は梁せい方向のボルト数を、 ｎ は材軸方向の列数を表す。W
：梁せい方向のボルトピッチ。数値の頭に※が付いている場合には、ウェブの材軸方向のボルト

W

ｄ W
Ｍｕ
α J

Ｌｑ

添板寸法 ：

ｙＭ 、 Ｚ ：
ｙＱ 、 Ａ ：

ｄ
設計用継手性能について

：Ｍ　 を梁母材の全塑性モーメントで除した値。（小数１桁目に切り捨て）※は、α値（付表2.1）ｕ

８－３ 継手部高力ボルト配置図
(1)

(c)Ｂ＝１００ １００＜Ｂ＜３００ Ｂ＝３００
フランジ高力ボルト配置

(a) (b)

偶数列(e)(d)Ｂ＝３００ 第１ボルトの位置３００＜Ｂ
（外側にする）

1
0
0

Ｂ 1
ｇ

1

Ｂ ｇ
ｇ
2

2
ｇ

（外側にする）
奇数列 第１ボルトの位置

ウェブの高力ボルト配置(2)

図８.１ フランジ高力ボルト配置パターン図 (単位：㎜)
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(単位：㎜)ウェブの高力ボルト配置パターン例図

ボルト本数の偶数奇数によらず、ウェブ心から上下均等に振分けとする。(注)

(3)ウェブとフランジのボルト配置

図８.２
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(単位：㎜)図８.３ ウェブとフランジのボルト配置関係

９．鉄骨工事の精度
(監指-付表5)精度の基準表９.１
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(5)

(ΔＨ)

(6)
(ｅ)

(7)

(ｅ)

H

ｅ≦
1,000

Ｌ
＋３㎜

ｅ≦
1,000

Ｈ
ｅ≦

Ｈ
700

ｅ≦
700

＋５㎜
Ｌ

かつｅ≦15㎜

かつｅ≦15㎜

e

用

建

ア
ン

方

構
造
用
ア
ン

ト
ル
ボ
I
カ

かつ ｅ≦20㎜

ｅ≦
4,000

Ｌ
ｅ≦

2,500
Ｌ

ｅ≦25㎜かつ

かつ ｅ≦30㎜

4,000
＋７㎜

Ｈ
ｅ≦ ｅ≦ ＋

Ｈ

2,500
10㎜

かつ ｅ≦50㎜

限界許容差管理許容差

(2)
(ｅ)

(1)
(ｅ)

名　　　称

L

e

H

図

建物の倒れ

建物のわん曲

通り心とアンカー
ボルトの位置の
ずれ

柱すえ付け面の高さ

工事現場継手階の

柱の倒れ

梁の水平度

e

通り心

H
+Δ

H

ベースモルタル

H
+
Δ

H

階高

L

e

-８㎜≦ΔＨ≦＋８㎜

-５㎜≦ΔＨ≦＋５㎜

-８㎜≦ｅ≦＋８㎜

-５㎜≦ｅ≦＋５㎜

-３㎜≦ΔＨ≦＋３㎜

-５㎜≦ΔＨ≦＋５㎜

-５㎜≦ｅ≦＋５㎜

-３㎜≦ｅ≦＋３㎜

a
±

e

a±e通り心



日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録お(2204）第1003号 　管理建築士

R2 9 1
上平田ニュータウン改良住宅外壁等改修（建築主体）工事

Ｓ
ＮＳ

形状（ハ）

a

t

d

形状（ニ）

65 65

65
65

W

W

ベースパックグラウト

約
３

０
ｍ

ｍ

注入座金
Dナット

Dナット(S)

B.PL

A.Bt

C100

２/３　程度

BT-HT440B-SP 【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

(建築構造用高溶接性高性能５９０N/mm　鋼材)

ベースパック　型
角形鋼管 （財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-17」（平成30年9月21日付）

●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。

65

g dt

12 37

g

g

材質

t

d

70 37

D38

D41,D41H 12

SS400

SS490

8

レベルモルタル

(ベースパックグラウト)

(注)上記 1 ～ 12 の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

(注)上記 8 ～ 11 は現場状況により仕様が異なる場合がある。

1 アンカーボルト

2 注入座金

3 Mナット

5 Dナット(S)

6 ベースパックグラウト(グラウト材)

7 定着座金

8 テンプレート

10 フレームベース

11 ステコンアンカー

  （コンクリートアンカー）

12 ベースプレート

4 Dナット

9 フレームポスト

AB

(e
)

M33

呼び A B (e)

Mナット

Dナット

Dナット(S)

M36

D38

D41

D38

D41

26

29

45

48

30

32

50

55

65

70

65

70

58

64

75

80

75

80

１．１ 構成部材 ３．１ ベースプレート

１．２ 柱脚の定着方法概要

３．２ アンカーボルト（Dアンカーボルト）

３．３ Mナット・Dナット

３．４ 定着座金

３．６ フレームベース

PD38

記号 a

PD41 46

43

127100

96 122

20

20D38

D41,D41H

適用

以
上

90
J

30

65

W

< Cタイプ  >

x 65 65x x

W

< 特Cタイプ >

65x

(アンカーボルト8本)

< Cタイプ  >

(アンカーボルト12本)

< 特Cタイプ >

３．７アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法

３．５ 注入座金

■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

■ベースプレートの予熱

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示

　す予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋(6kg)に対して、計量カップで

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の
自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

で組立てを行う。

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより
行い、標準許容差は下図による。

●レベルモルタルはベースパック
グラウト（グラウト材）を使用し
大きさは右図による。

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本(8本)

●本締めはグラウト材の充填前に行い、

の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。1.0～1.1

●Dナット(S)による弛み止めは右図による。

６．１ 基礎工事

６．２ アンカーボルト据付け

６．３ 配筋およびコンクリート打設

６．４ 建方

６．５ アンカーボルトの本締め（弛み止め）

６．６ ベースパックグラウト(グラウト材)の注入

図

基準高さより誤差は

:柱心とテンプレ－トのけがき線との

許容差

e1

-3≦e≦10

-2≦e1≦2

容
差

標
準
許

テンプレ－ト

中心線

柱心

柱心

ダブルナットを標準とする。

４．１ 形状・材質 ４．２ 配筋

●コンクリ－ト

SD345(D22,D25)

●鉄筋

普通コンクリートとし、設計

SD295(D13,D16)

150以上

90
以

上
30

立上り高さ

基礎梁天端
あるいは
フーチング天端

４．３ 基礎立上がり

12

7

11

角形鋼管

5
4

2

6

1

3

9

10

1

4

5

グラウトロ－ト

グラウト材
注入座金

（桟木等）

注入枠

a a

a

t

d

C100

W W

Ｄ

Ｄ

立上り筋

フープ筋

e1

e1

柱心 テンプレ－ト

けがき線
アンカ－ボルト

l1 l2 l3 l2 l1

l1
l2

l3
l2

l1

l1 l1l2 l3 l2l3

l1
l1

l2
l3

l2
l3

L

d

b

65 65

65
65

W

W

h寸
法

65

以
上

90
J

30
h寸

法

65

以
上

90
J

30
h寸

法

65

以
上

90
J

30
h寸

法

65

基準強度は下表に記載の値とする。

c t d

□-350×350 ～ □-550×550 用

F値295N/mm 以下

●材質

SN490B 【JIS G 3136】

アンカーボルト
適用
アンカーボルト

c

a d

t

ボルト孔
注入口

i) Cタイプ ii) 特Cタイプ

１．工法概要 ３．構成部材・寸法 ４．コンクリート柱型 ６．工事場施工

２．柱 ５．工場製作（溶接）

７．本工法の施工及び施工管理

235

BCR295

BCP235

鋼種 採用F値(N/mm  )

STKR400

●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は下表に記載の値とする。

単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの

注入は、ベースパック施工技術委員会によって認定された有資格者（ベース

パック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、チェックシート等に

より施工管理を行うものとする。

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理

技術者等による。

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。

ベースプレート

採用

□-350×350

35-16R

t≦1935-19R

35-22R

40-16R

40-19R

40-22R

45-19R

45-22R

50-19R

50-22R

55-19R

55-22R

□-350×350

□-350×350

□-400×400

□-450×450

□-500×500

□-550×550

□-400×400

□-400×400

□-450×450

□-500×500

□-550×550

t≦16

t≦22

t≦19

t≦16

t≦22

t≦19

t≦22

t≦19

t≦22

t≦19

t≦22

（ハ） 630

630

630

700

700

700

750

750

820

820

840

900

a

65

65

65

65

65

65

65

65

65

65

65

65

85

85

85

85

85

85

85

85

85

85

85

85

330

330

330

400

400

200

225

225

260

260

270

300

φ70

d

φ70

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ70

φ70

寸法(mm)

8-D38

8-D38

8-D41

8-D41

8-D41

12-D38

12-D38

12-D41

12-D41

12-D41H

12-D41H

12-D41H

アンカーボルト

立上り筋

12-D25

12-D25

16-D22

12-D25

16-D22

16-D25

16-D25

20-D25

20-D25

24-D25

24-D25

24-D25

フープ筋

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D16@100

D16@100

D16@100

配筋

コンクリート柱型

BT-HT440B-SP

SN490B

材質

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

形状 本数-呼び

390

490

490

490

390

390

390

390

390

390

390

390

標準ﾌﾚｰﾑ

寸法 W(mm)

特C

フレームベース

寸法 x(mm)

特C

フレームポスト間
J寸法

(mm)

基準強度

l1 l2 l3

（ハ）

（ハ）

（ハ）

（ハ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

記号
ベースパック

最低

45

44

44

44

48

48

48

52

52

60

52

60

t (mm)

h寸法

BT-HT440B-SP

柱

外径 板厚
(mm) (mm)

ｱﾝｶｰ
ﾌﾚｰﾑ
ﾀｲﾌﾟ

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

標準

寸法 D(mm)

標準フレーム 特C

(JASS 6　鉄骨工事による)●完全溶込み溶接とする。

■溶接方法（完全溶込み溶接)

■組立

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

G

R

完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2007年版より ）

図

ベ－スプレ－ト

α
1

適用板厚
T(mm)

溶接
方法

ア

ク
｜

溶
接

ス
シ

ル
ド

ガ

ク

接
溶

ア

シ ｜

｜ ｜

接
溶
ク

ル
｜

ア
ド

ル
フ

セ

T

覆
被

6～

6～

ルート間隔G(mm)

標準値 許容差

7

9

6

7

-2,+∞

(-3,+∞)

ルート面R(mm)

標準値 許容差

2

2

2

2

-2,+1

(-2,+2)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+1

(-2,+2)

-2,+1

(-2,+2)

-2,+1

(-2,+2)

開先角度α1(°)

標準値 許容差

α1：45

-2.5,+∞

(-5,+∞)
下向き

溶接
姿勢

α1：35

α1：45

α1：35

-2.5,+∞

(-5,+∞)
下向き

許容差・記号+∞は制限無しを示す。
・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて

※ ※

板厚(mm)
溶接方法

低水素系被覆アーク溶接

40≦t≦50

2
SN490B

CO ガスシールドアーク溶接
BT-HT440B-SP

鋼種

予熱なし

予熱なし

50＜t≦75

50 ℃

予熱なし

予熱なし

予熱なし

面取り

標準ﾌﾚｰﾑ

SN490B

BT-HT440B-SP

設計基準強度

21以上

(N/mm  )

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

24以上

24以上

76

76

  特Cタイプを選択できる。

柱型寸法を標準から変更する場合は、

●形状

別紙「ベースパック柱脚工法における

柱型寸法最大・最小値一覧」による。

40-25R

45-25R

50-25R

55-25R

295 JBCR295

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

PD51

M45

D51

D51

□-400×400 t≦25

t≦25

t≦25

t≦25

□-450×450

□-500×500

□-550×550

（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

710 48 70 85 200 φ75 12-D41 390

750 65 85 225 φ75 12-D41H52 490

820 φ7560 12-D51 39075 110 225

900 60 75 110 265 φ75 12-D51 390

16-D25 D13@100

24-D25 D13@100

24-D25 D16@100

32-D25 D16@100

24以上

24以上

24以上

21以上

36 70 81

60 80 92

40 80 92

58110 140 2085 4612

900

1000

910

840 380

380

380

450

450

450

500

500

570

570

590

650

590

590

590

660

660

660

710

710

780

780

800

860

250

250

250

320

320

320

370

370

440

440

460

520

450

450

450

520

520

520

570

570

640

640

660

720

180

180

190

190

190

180

180

190

190

200

200

200

750

750

800

800

800

800

800

800

800

850

850

850

870

800

800

900

950

1000

1000

870

800

840

830

910

1030

1120

1050

1100

1100

1050

1100

C

C

C

C

960
900

1000

1050

1100

450 320

500 370

510 380

590 460

800

850

950

950

190

200

230

230

2019年1月作成

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料,SS490】

単位 mm

呼び

D38

L 基準強度(N/mm )

D41

D41H

850

900

995

390

390

490

端部ねじd

M33

M36

M36

b

46

49

49

D51 3901110 M4557

(N/mm  )

岡部株式会社 旭化成建材株式会社
TEL03（3296）3515TEL03（3624）5336

910

1000

1050

1100

520

570

610

690

660

710

750

830

TSC295

※トップフープはダブルとし、柱型上端近くに

　配置する。

35-25R □-350×350 t≦25 650 75 85 165 φ70 12-D38 16-D25 D13@100BT-HT440B-SP 390（ニ） 48 C 21以上 380 - 250 - 180800850 -

45-28R t≦28□-450×450 （ニ）BT-HT440B-SP 770 75 110 200 φ75 12-D5160 390 24-D25 D13@100 24以上C 1000 460 330 950 230

50-28R t≦28□-500×500 （ニ）BT-HT440B-SP 820 φ7560 12-D51H 49075 110 225 32-D25 D16@100 24以上C 1140 510 380 1050 235

55-28R t≦28□-550×550 （ニ）BT-HT440B-SP 900 65 75 110 265 φ75 12-D51H 490 36-D25 D16@100 24以上C 1150 590 460 1050 235

- --

- --

- --

※立上り筋の頂部にはフックを設けなくてよい。

梁主筋

D51H 4901215 M4557

D51,D51H D51,D51H

設計

施工

２

２

2 2

2

２

●基礎立上がり高さは50mm以下とする。

○

ベースパック柱脚工法　標準図

ベースパック柱脚工法　標準図
10



日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録お(2204）第1003号 　管理建築士

R2 9 1
上平田ニュータウン改良住宅外壁等改修（建築主体）工事

Ｓ
ＮＳ

山上コンクリート厚さ （注３）

EZ75

EZ50

品名
（mm）
板厚

3連梁2連梁単梁 単梁 3連梁2連梁

3.07

3.35

3.332.48

3.622.71

2.903.062.35

3.90

4.16

4.053.24

4.423.53

3.733.723.06

70mm

1.0

1.2

1.6

1.0

1.2

1.6

3連梁

1.   設　　　　計

4.   施　　　　工

コンクリ－ト打設

（ｄ）異形鉄筋の継手はＪＡＳＳ５による。

（ａ）規定のサイズを床全面に配筋する。（図４）

溶接金網又は異形鉄筋

小口ふさぎ・コンクリ－ト止め

（ｂ）コンクリ－トの強度がでるまでは、床面に重量物を置いたり振動を与

（ａ）コンクリートの初期乾燥収縮を防ぐ為、湿潤養生する。

（ｂ）単位水量の少ないスランプの小さいコンクリ－トを入念に打設する。

（ａ）コンクリ－ト打設前にデッキプレ－ト面を充分清掃する。

（ｃ）溶接金網の継手は（１メッシュ＋５０ｍｍ）以上重ねる。（図５）

（ｂ）かぶり厚さを確保するスペ－サ－を１ｍ以内に設置する。

小口ふさぎはデッキプレ－トの溝をふさがない独立したものを使用する。

開口部まわりは必ず鉄筋等で補強する。（6.開口部補強を参照。）

養　生9

5

8

7

開口部補強6

（図５）

溶接金網又は異形鉄筋（図４）

ｽｰﾊﾟｰE

（図３）

SEｽﾍﾟｰｻｰ等

EZ50

敷込み・仮止め

（ｃ）梁上を清掃し、所定の位置に墨出しをする。

搬入・保管・揚重・仮置・墨出し

（ｂ）頭付きスタッドの施工は ＪＡＳＳ６ による。

デッキプレートと梁との接合

工法・工程・割付け計画をたてる。

（f）焼抜き栓溶接（SPW）の溶接条件及び溶接機器仕様

（ｂ）幅方向の調整は、幅調整板（フラッシング）を用いる。

（ａ）デッキ相互をカン合させながら敷込む。

（ａ）揚重は２点吊りとし、デッキプレ－トをワイ

（ｃ）デッキプレートと大梁との接合ができるように、デッキプレート山部が梁上にこないように納める。

（ａ）敷込み完了後風等で飛ばないように、デッキと梁とをア－クスポット溶接等で接合する。

（ｃ）焼抜き栓溶接の施工位置は特記による。特に指定がない場合には、図２の要領で行う。

（ｄ）施工者は焼抜き栓溶接講習会を受講した方が望ましい。

（図２）

4

3

2

割付け計画1

ﾋﾟｯﾁ
焼抜き栓溶接又は

発射打込みびょう

（図１）

大梁

デッキ山部

ヤで傷つけないようにする。

（図３）　又は、エンドクロ－ズ製品を用いる。

えたりしない。

5-2.   標準納まり:S造（鉄骨造）の場合

・大梁上の補強（例）

横筋

重ね代寸法（溶接金網の横筋間の寸法）

溶接金網

<溶接金網>

コンクリート

５．早期に載荷したり、振動を与えない。

４．コンクリート打設後初期には湿潤養生を行い、充分な養生期間を設ける。

３．水セメント比の小さいコンクリートを用いる。

２．溶接金網は、所定の位置に配する。

１．デッキプレートは各溝で梁に接合する。

（Ｂ）施工上の留意点

異形鉄筋 D10@200以下

スーパーＥデッキ
スーパーＥデッキ

３．スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。

２．ひびわれ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図)

１．小梁の剛性を大きくする。

（Ａ）設計上の留意点

<異形鉄筋>

溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート

(3)建物外周部デッキ幅方向

コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋

又は頭付きスタッド

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

梁耐火被覆

溶接金網又は

小口ふさぎ

デッキ受材

(8)デッキスパン方向梁継手部

コンクリート

又は頭付きｽﾀｯﾄﾞ

(5)デッキ幅方向デッキ連続

コンクリート

(9)デッキ幅方向梁継手部

コンクリート

溶接金網又は

FB65x6等

梁耐火被覆

現場切断

（幅調整板）

ａ－ａ断面図

FB65x6等

ﾃﾞｯｷ受材

コンクリート

デッキ受材

ＦＢ６５x6等

（デッキ）

現場切断

柱

溶接金網又は

異形鉄筋

コンクリート

又は頭付きｽﾀｯﾄﾞ

発射打込みびょう

(6)デッキ幅方向デッキ振り分け

溶接金網又は

幅調整板

200mm以下
焼抜き栓溶接、

梁耐火被覆

ａ

(7)柱廻り

又は頭付きスタッド

溶接金網又は

スーパー

梁耐火被覆

(4)デッキスパン方向（建物内部の大梁，小梁上）

溶接金網又

発射打込みびょう又は頭付きスタッド

焼抜き栓溶接、

梁耐火被覆

50mm以上

コンクリート

小口ふさぎ

50mm

(1)建物外周部デッキスパン方向

壁

コンクリート

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

又は頭付きスタッド

小口ふさぎ

梁耐火被覆

(2)建物外周部デッキスパン方向

溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート

壁 壁

梁耐火被覆

デッキ

柱止りデッキ

デッキ受材

ａ

柱

梁

梁耐火被覆

梁耐火被覆

又は頭付きスタッド

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

異形鉄筋

以上

切欠き

異形鉄筋

異形鉄筋

異形鉄筋

異形鉄筋

溶接金網又は

6.    開  口  部  補  強　(例)

・定着長さ；開口端より40D以上

・記号　ａ；耐力補強筋（上下端共）

　　　　ｂ；開口補強（配力筋）、D13以上

　　　　ｃ；開口補強、D10以上

M

ｆｔ・ｊ

・耐力補強筋の所要断面積；

　　増加曲げモーメント

Ｍ；開口によって生じる隣接スラブの

W

ｂ

Ｌ

≧40D

ａｃ

ａｔ＝

ｃ

ｂ

≧40D

ａ

ｃ

ａ）溝配筋方法

・かぶり　；30mm以上

≧40D

ａ

ａ；かぶり30mm以上

ｂ

ｃ）連続して３谷（デッキ溝）以上に渡って開口が生じ、耐力補強筋が配筋できないような

ｂ）開口の大きさが幅(w)600mm、奥行き(L)900mm程度を越える場合は、小梁を

設けて補強する。尚、この場合連続支持条件などの通則的耐火指定による条件に留意す

7.  　ひび割れ拡大防止のための留意点(参考)

5-1.   溶接金網又は異形鉄筋の納り(共通)

は異形鉄筋

焼抜き栓溶接、

発射打込みびょう又は頭付きスタッド

溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート

50mm以上
梁耐火被覆

発射打込みびょう又は頭付きスタッド

焼抜き栓溶接、

Ｅデッキ Ｅデッキ

スーパー Ｅデッキ

スーパー

スーパー

Ｅデッキ

スーパー

Ｅデッキ

スーパー

Ｅデッキ

スーパー

Ｅデッキ

スーパー

Ｅデッキ

Ｅデッキ

スーパー

Ｅデッキ

スーパー

★先に孔をあける場合は、支保工を用いるか小梁でコンクリート打設時に必ずデッキを補強する。

★本仕様の範囲外の場合は、イ）小梁を設ける、

★合成スラブ開口周辺の上端には開口補強（D10以上）を施す。

★原則としてコンクリート硬化後にデッキプレートを切断し、孔あけ（箱抜き）とする。合成スラブの開口部補強

ひび割れ

400mm以上

400mm以上

例)補強筋 D10@200

デッキプレート

P　＝　MIN　（　600　,　P1　）

P１　＝　ｑ　／　Qm　x　1000

(特記)[　　　　]mm、下式による。

ｑ：１箇所当りの短期せん断耐力

Qm：１ｍ当りの設計水平せん断力

溶接ピッチ（P）：特記無き限り600mm以下とする。

（単位：Ｎ）

1.0mm

2,850打込みびょう

デッキ板厚

5,300

1.6mm

（g）焼抜き栓溶接１箇所当り短期せん断耐力

（単位：Ｎ）

溶接作業者資格

溶接棒及び溶接材料

溶　接　機

デッキ板厚（mm）

梁フランジ板厚（mm）

溶接　電流（A）

溶接径（mm）

接

件

条

準

溶

標

3.  施　工　時　許　容　ス　パ　ン （単位：m）

1　算出方法は、「デッキプレート床構造設計・施工規準-2004」に準拠しています。

2　単純支持条件の場合は「単梁」の欄を、連続支持条件の場合は「2連梁」

※注意

（h）発射打込みびょう１箇所当り短期せん断耐力

デッキ板厚

SPW 4,500

1.0mm

11,025

1.6mm

7,350

1.2mm

1.2mm

4,000

（ｂ）デッキプレートは梁上に安全な状態で仮置きし、

風等で飛ばされないように養生する。

(10)デッキスパン方向断差部 (11)デッキ幅方向断差部

3　耐火要求のない場合又はロックウール被覆耐火構造（２．耐火設計参照：

することができます。

アークタイム（sec）

様書・同解説のうちＪＡＳＳ５鉄筋コンクリ－ト工事及びＪＡＳＳ６鉄骨工事」、合成スラブ工業

以下のひび割れ拡大防止の対策は、必要に応じて行なって下さい。

項目 溶接方法

デッキプレート幅方向 デッキプレートスパン方向　溶接ピッチ（P）

板厚1.2mm以上）とする場合は、山上コンクリート厚さを50mm以上と

「3連梁」欄の数値をご使用下さい。（支持スパンのとり方は右図を参考）

スパン

※耐火認定上のスパンは梁芯間距離

スーパーＥデッキ －耐火補強筋不要タイプ－
タイプ

（大梁）接合部2箇所 接合部2箇所

（小梁） 各谷1箇所

中間1箇所

［ ］箇所 ［ ］箇所

（図１）

（e）発射打込みびょうの施工は発射打込みびょうメーカーの施工要領による。施工位置は特記による。

※構造認定を受けた発射打込みびょうメーカー：日本ヒルティ（株）,日本パワーファスニング（株）

ロ）鉄筋コンクリートスラブとして補強する等の処置を施す。

る.（W はデッキ幅方向を、L はデッキスパン方向を示すものとする。）

場合は適用外とする。

□

□□

EZ50

径、長さ、ピッチは構造図による。梁とデッキとの接合は

接合位置は特記による。構造認定を受けた発射打込みびょうを使用すること。

普通コンクリート      　 

D10-200

SEｽﾍﾟｰｻｰ

ｴﾝﾄﾞｸﾛｰｽﾞ

　 頭付きｽﾀｯﾄﾞ

　 焼抜き栓溶接

品名

種類

デッキ山上厚さ (mm)

溶接金網 (JIS G3551)

異形鉄筋 (JIS G3112,3117)

デッキプレート

コンクリート

溶接金網または

スーパーＥデッキ用システム部品

デッキプレート端部仕様

異形鉄筋

アークスポット溶接等による。（焼抜き栓溶接は不要）

　 びょう打ち

□

□

□

□
□

□

□ □

□ □

□ □

（   18） ※Fc18はEZ50耐火認定仕様に注意！□ □

※耐火認定仕様は，80以上

□ □ □
□ □ □

認定仕様により

適用可能範囲が

異なります。

【注意】

□

梁との接合形式

板厚および表面処理

注：合成スラブの補強として、開口補強（ｃ；D10）は行う。

　　かからない場合は補強の必要はない。

イ）開口部がデッキプレートの上フランジ又は下フランジにあり、ウェブに

（Ｂ）コンクリート打設前にデッキプレートを切断し、孔あけする場合

ｃ ｃ

１．開口が独立している場合

（Ａ）箱抜きの場合

ｃ；D10（上端）

ロ）開口間の内法寸法≦３x開口径

ｂ；D13（上端）、ｃ；D10（上端）

ａ；D13（上・下端）

２．開口が連続している場合

（イ，ロ共通）

ｃ

L-30x30x3等

レートあるいは山形鋼による補強を行う。

ロ）開口部がデッキプレートのウェブにかかる場合は、プ

ｃ；D10（上端）

ｂ）□300程度 c）□600x900程度

ｃ；D10（上端）

ａ；D16（上・下端）

ｂ；D13（上端）

ｃ；D10（上端）

ａ；D22（上・下端）

ｂ；D13（上端）

デッキ方向
デッキ方向

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

b

ｃ

b

ａ

ｃ

ａ

b

b

ａ

ｃ ｃ

ａ

ｃｃ ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃｃ ｃ

ａ ａ

ｃ

b

b

ａ

ａ；W,L≦300の場合はD16

ｂ）開口群

L≦

それ以外はD22

900mm

□600x900程度の開口部と

ｂ；D13(上端)、ｃ；D10(上端)

b

b

ａ

ｃ ｃ

ａ

ｃ ｃ

開口群を独立した一つの開口と見なし、

同様の補強とする。

仮想開口

ｃ

ｃ

※板厚1.0mmはめっき仕様のみ

表面処理板厚 (mm) 仕様 種類の記号 *1

□1.2 □
□
□

なし

塗装

めっき

1.6 □
□

なし

塗装

めっき

□1.0 □めっき

*2

□Z12 □ □
□その他[　　　　]   

*2

Z12 □ □
□その他[　　　　]   

□Z12 □ □
□その他[　　　　]   

SDP2G

SDP1T

SDP2G

SDP2

SDP2G
4種の防錆性を有した塗料

*2 JIS K5621(2008)

*1 JIS G3352

（注）

特記無き限り下記とする。□ 特記は括弧内に記す。□

EZ75  

Z27 K18

Z27 K18

Z27 K18

21 24

60 70 80 85 90

[        ]　100

 [                             ]

SEﾊﾝｶﾞｰ

小口ﾌｻｷﾞ

 [                  ]

SEF

デッキプレート形状・寸法 システム部品

Ｅデッキ

スーパー

梁耐火被覆

異形鉄筋

溶接金網又は

コンクリート

FB

D10

発射打込みびょう又は頭付きスタッド

コンクリート

は異形鉄筋

溶接金網又

小口ふさぎ

山形鋼等6mm厚以上

Ｅデッキ

スーパー

D10

梁耐火被覆

発射打込みびょう又は頭付きスタッド

設計基準強度 (N/mm2)

φ6-150 φ6-100

寸法はφ6-150x150を示す

又（　）内寸法はφ6-100x100を示す

ａ）φ150mm程度

ａ）φ150mm程度

１．φ110mm程度で開口が独立している場合

50

95

SPW ： 標準溶接径 18mm以上 ※溶接位置等は特記による。

□

重ね代 150mmまたは1メッシュ＋50mm
のうち大きい値以上

50mm以上

30

50mm以上

又はエンジン溶接機230A以上

交流アーク溶接機AW250A以上

JIS Z 3801基本級以上又は

JIS Z 3841基本級以上

低水素系溶接棒φ4mm

18 以上

8～12

6 以上

190～230

1.0～1.6

（150mm以上）

200mm以上

30mm 30mm

重ね代45d以上

W≦600mm

B

単梁 2連梁 3連梁 単梁

2.39

2.60

2.26

3.12

2.95

3.41

2連梁

3.14

3.49

2.89

3.84

4.31

3.52

4.05

3.79

3.63

3.22

2.95

2.79

3連梁 単梁

3.35

3.07

2.90

2.56

2.34

2.22

2連梁

3.06

3.43

2.81

3.74

4.25

3.43

85mm80mm 90mm 100mm

2.43

2.65

2.30

3.18

3.47

3.00

3.23

3.56

2.97

3.94

4.36

3.62

3.01

3.28

2.85

3.84

4.10

3.68

2.28 2.93 2.82

2.41 3.19 2.98

2.63 3.52 3.25

2.98 3.57 3.66

3.15 3.89 3.82

3.44 4.33 4.08

2.90

3.16

2.74

3.74

4.00

3.59

EZ75

EZ50

75

600

600

50

175 125

180 120

125 175

115 185

SEｽﾍﾟｰｻｰ

幅調整板

＊溝部換算スラブ厚さは、EZ50 24mm、EZ75 36mmです。

認定番号

認定条件

断面仕様 使用条件

コンクリート
ひび割れ

拡大防止筋

許容

荷重

許容

スパン

接合形式の適用

頭付き

スタッド

焼抜き

栓溶接

発射打込

みびょう

3.5 3.0 ○ ○ ○

5.4 2.7 ○ ○ ○

7.0 2.5 ○ -

3.5 3.4 ○ -

5.4 3.0 ○ ○ -

□ □□

基準強度

(FC)
条件

支持

単純

連続

耐火

区分
品名

床１

時間

□

□

□

□

FP060FL-0066

FP060FL-0079

FP060FL-0104

FP060FL-0073

FP060FL-0078

EZ50

EZ75

普通80

21～24

18～24

18～24

18～24

18～24

線径6mm以上

呼び径D10以上

150x150以下

200x200以下

種 類

厚さ(mm) （kN/m2） （m）

*6

*3 *4

*7

*7

*5

耐火構造仕様（詳細は下記の通り） 耐火要求なし

2.  耐火設計　（耐火補強筋不要仕様）

EZ50 2.7普通85

連続

単純
○ -*7FP120FL-0183 4.4

会編「大臣認定・無被覆耐火構法　合成スラブの設計・施工マニュアル」、日鉄デッキプレート

カタログ及び設計・施工便覧による。

SEﾊﾝｶﾞｰ
EZ50

ｽｰﾊｰE

SEｸﾛｰｻﾞｰ

ＥＺ５０

SEﾒﾝﾄﾞ

FP120FL-0103□ 普通90 6.0 2.5 ○ ○ -EZ75

18～24

線径6mm以上

100x100以下

呼び径D10以上

200x200以下

床２

時間

*7 頭付きスタッドはφ16ｍｍ以上@300ｍｍ以下とする。

※注意

*5 許容スパンは，鉄骨梁で支持する場合はその芯間距離とし，RC梁で支持する場合は梁の内法寸法とすること。

　　本表の許容スパンは耐火認定の条件であるので，別途施工時の許容スパンを確認すること。

*3 鉄筋比は，０．２％以上。同時打ちでスラブ増打ちをする場合は注意すること。

*6 この耐火条件に適合しない場合は，吹付けロックウール被覆耐火構造（下記表参照*デッキ板厚注意）を適用する。

*8 スラブ自重が2,730N/㎡を超える場合は、超えた重量分を許容積載荷重から差し引く。

吹付けロックウール

20以上 0.3以上 EZ50,EZ75 1.2以上2時間

100mm
50～

耐火時間 品名認定番号 （mm）

デッキ板厚かさ比重

（g/cm3）

吹付け厚さ

（mm）

2時間 20以上 0.3以上

1時間 EZ500.3以上15以上 1.0以上

1時間 15以上 0.3以上 EZ75 1.0以上

□ FP060FL-0114

□ FP060FL-0115

□ FP120FL-9129

□ FP120FL-0117 EZ75 1.0以上

合成デッキ
鉄骨梁

50

30

スパン

溶接金網又は

（普通）

ｺﾝｸﾘｰﾄ

※梁の耐火被覆は、
鉄骨梁

スパン

鉄骨梁

50

必要に応じて行う。
異形鉄筋

ｽｰﾊﾟｰＥﾃﾞｯｷ

溶接金網又は

鉄骨梁
50

スパン

ｺﾝｸﾘｰﾄ

30

50

鉄骨梁

  必要に応じて行う。

＊梁の耐火被覆は、
（普通）

異形鉄筋

ｽｰﾊﾟｰＥﾃﾞｯｷ
合成デッキ

50

または75

※括弧内の数値はFP120FL-0103の場合

溶接金網又は

異形鉄筋

ｽｰﾊﾟｰＥﾃﾞｯｷ

ｺﾝｸﾘｰﾄ

80

（90）以上

※単純支持条件でも耐火補強筋は不要

（単純支持）

（連続支持）

*8

※ 左右のスパン比に制限はありません。

-

-

-

（接合部で幅調整をしてはならない。）

コンクリートが漏れるおそれがある場合は、デッキプレート相互を溶接する。

（単位：Ｎ）

7,350

1.2mm

11,025

1.0mm

4,500SPW

デッキ板厚 1.6mm

（表１）焼抜き栓溶接１箇所当り短期せん断耐力

合成スラブの設計・施工は（一社）日本鋼構造協会編「デッキプレ－ト床構造設計・施工規準」

(一社)日本建築学会編「各種合成構造設計指針・同解説」、（一社）日本建築学会編「建築工事標準仕

*4 許容荷重は，全荷重（固定荷重+積載荷重）からスラブ自重を差し引いた数値である。

*1

*1 溶接方法等は合成スラブ工業会Q&Aを参照*1 溶接方法等は合成スラブ工業会Q&Aを参照

*1 溶接方法等は合成スラブ工業会Q&Aを参照＊2

＊2
＊2

＊2

＊2 焼抜き栓溶接、 ＊2 焼抜き栓溶接、

*1

*1

イ）開口間の内法寸法＞３x開口径

■

■

■ ■

■

■

■

■

■

■

■

■

■
■

■
■
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Ｓ
基礎伏図・基礎詳細図 1/100

12

5
,
1
5
0

3
,
0
0
0

2
,
1
5
0

2
8
0

4
,
5
9
0

2
8
0

増築建物既存建物

Y2

Y1

XA XB

F1

F1 F1

F1

DS(1階床)

S1(ﾋﾟｯﾄ底)

B
3 B
3

(ﾋﾟｯﾄ底)
S1

符号 厚さ 位置
端部

短辺方向

中央 端部 中央

長辺方向

上端筋

下端筋

　スラブリスト

D10    @200

D10    @200

D10    @200

D10    @200

上端筋

下端筋
S1 300

D10    @200

D10    @200

D10    @200

D10    @200

150DS

HOOP　□-D13@100
主筋　12-D25

800

8
0
0

1FL
BPL設計GL

ｸﾞﾗｳﾄﾓﾙﾀﾙ

符　号

位　置

1F階

上端筋

下端筋

あばら筋
腹　筋

備　考

　地中梁リスト　A1:1/40(A3:1/80)

FG1 FG2

杭頭補強筋

1
7
0

8
3
0

2
,
1
3
0

1
,
0
0
0

1,200

600 600

F1詳細図

2
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
00

40
0

1
,
2
0
0

4
0
0

9
5
0

1
5
0

3
0

1
5
0

上
端

:
1
0
-
D
1
6
/
下

端
:
1
0
-
D
1
6

上端:6-D16/下端:6-D22

1
,
55
0

3
3
0

羽根付鋼管杭φ367.4*8.0(STK490)
羽根径580､羽根厚28(SM490A)

7
6
0

1
0
0

35 415

450

4-D19

4-D19

□-D13-@200
4*2-D13

1
,
55
0

3
3
0

35 415

450

4*2-D13

FB1

4+3-D16

4+3-D16

□-D10-@100

3
3
0

2-D16

2-D16

□-D10-@200

200

4*2-D10

1
,
2
5
0

6-D19

3,550

280 2,990 280

600 600 600 600

400400400400

1,200 1,110 1,800 640

1
,
0
0
0

4
0
0

4
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

4
0
0

4
0
0

FG2

FG2

F
G
1

F
G
1

FB1 1
0
0

1
0
0
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Ｓ
梁伏図 1/100

EB12T-1

EB12T-2

B1

CG1

CG1 G1

G
1

G1

G
1

B3

B
3

EB12T-1

階段

増築建物既存建物

280 2,990 280

3,550

1,200 1,110 1,800 640

E
X
P
.J

B
2

300

B1

B1

B1

CB1

CB1

C1 C1

C1 C1

B
2

G1

G1

G
1 G
1

B
3

B
3

階段
280 2,990 280

1,495 1,495

3,550750

1,110 1,800 6401,200

360

増築建物既存建物

E
X
P.

J

XA XB

XA XB

7
5
3

1
,
0
6
2

6
0
5

1
,
8
7
0

2
8
0

4
,
5
9
0

2
8
0

5
,
1
5
0

Y2

Y1

3
0
0

2
,
7
2
0

1
,
8
7
0

2
8
0

4
,
5
9
0

2
8
0

5
,
1
5
0

Y2

Y1

1
,
4
5
0

4
2
0

Ｒ層梁伏図

５階梁伏図

B1

B1

B1

CB1

CB1

C1 C1

C1 C1

B
2

G1

G1

G
1 G
1

B
3

B
3

階段
280 2,990 280

1,495 1,495

3,550750

1,110 1,800 6401,200

360

増築建物既存建物

E
X
P.

J

XA XB

2
,
7
2
0

1
,
8
7
0

2
8
0

4
,
5
9
0

2
8
0

5
,
1
5
0

Y2

Y1
1
,
4
5
0

4
2
0

３階梁伏図

B1

B1

B
1

CB1

CB1

C1 C1

C1 C1

B
2

G1

G1

G
1 G
1

B3 B3

階段
280 2,990 280

1,495 1,495

3,550750

1,110 1,800 6401,200

360

増築建物既存建物

EX
P
.
J

XA XB

2
,
7
2
0

1
,
8
7
0

2
8
0

4
,
5
9
0

2
8
0

5
,
1
5
0

Y2

Y1

1
,
4
5
0

4
2
0

４階梁伏図

B1

B1

B
1

CB1

CB1

C1 C1

C1 C1

B
2

G1

G1

G
1 G
1

B3 B3

階段
280 2,990 280

1,495 1,495

3,550750

1,110 1,800 6401,200

360

増築建物既存建物

EX
P
.
J

XA XB

2
,
7
2
0

1
,
8
7
0

2
8
0

4
,
5
9
0

2
8
0

5
,
1
5
0

Y2

Y1

1
,
4
5
0

4
2
0

２階梁伏図

*＊使用鋼材は特記の無い限りＳＳ４００級とする。

備 考記　号 断　　　　　　　面

鉄骨部材リスト

C1 BCR295□-350*350*12

SN400B 仕口:ノンスカラップG1 H-400*200*8*13

H-400*200*8*13CG1

H-400*200*8*13B1

B2 H-200*100*5.5*8

B3 H-300*150*6.5*9

EB12T-1 H-125*125*6.5*9

CB1 H-400*200*8*13

H-125*125*6.5*9EB12T-2

屋根面ブレース M16 ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ付　JIS規格品

折板 H=166　t=0.8

ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ EZ50　t=1.6

柱脚:ﾍﾞｰｽﾊﾟｯｸ35-16R

3-5階:接合方法(焼抜栓溶接)

2階　:接合方法(頭付ｽﾀｯﾄﾞ)

ｺﾝｸﾘｰﾄ山上:80

ｺﾝｸﾘｰﾄ山上:85
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